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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　やっぱり姉あねは妹いもうとに恋こいしてない












　錦にしき織おりさんは相あい変かわらずだった。

　とは言っても、ちょくちょく会っているから違ちがいがわからないだけかもしれないけど。

「あら、佳か奈なさんじゃない？　こんなところで偶ぐう然ぜんね」

　錦織さんは察さつしの悪わるい人をからかって遊あそんでる。そんな風ふうに感かんじる時がある。

　私わたしと佳奈ちゃんが話している所に現あらわれておいて、偶然なんてほとんどありえない。都と内ないのどこにでもありそうな、今まで来たこともない喫きつ茶さ店てんで話はなしていたのだ。錦織さんは絶ぜつ対たいに知しっててここにやってきたに決まっている。

「あ、錦織さん。こんにちは。こんなところで会うなんて本ほん当とう、すっごい偶然ですねー」

　でも佳奈ちゃんはそんなに錦織さんのことを知らないので言こと葉ばをそのまま受うけ取とる。

「こんにちは、錦織さん。何かこの近くで仕し事ごとでもしてたんですか？」

　でも私は偶然だなんてやっぱり思おもわない。ちょっとつっついてみる。

「ええ。ちょっと知り合いがこの辺へんに住すんでてね。その帰かえりにふと外そとから佳奈さんの顔かおが見えたから、入ってきたとそういうわけ」

　でも錦織さんはあくまで偶然だと言い張はるつもりのようだった。まあ錦織さんならどこに知り合いがいてもおかしくはないけど、外から佳奈ちゃんの顔を見つけたというのはどうにも信しんじられない。だって錦織さんは佳奈ちゃんのことなんて興きよう味みはないのだ。佳奈ちゃんのことは可愛かわいいだけで才さい能のうがないから好すきじゃないとはっきり言っていたことだってある。

　ということは何か偶然を装よそおう理り由ゆうがあるということだ。私の心が警けい報ほうを鳴ならす。

「私……の方なんですか？　日ひ奈なちゃんじゃなくて？」

　なのに佳奈ちゃんはあっさりと術じゆつ中ちゆうにはまってしまったみたいだった。

「ええ、佳奈さんの方よ」

　しかもそんなことをおくびにも出さず錦織さんは当あたり前まえのようにそう告つげる。

「佳奈ちゃんの方が可愛いし目め立だつからね」

　なのに私はさらに佳奈ちゃんが誤ご解かいするようなことを言ってしまう。

「えー！　そんなことないよぉ」

　そして佳奈ちゃんは否ひ定ていしながらもまんざらでもないという顔をする。そういう仕し草ぐさはちょっと可愛い。でもピンチなんだよ、佳奈ちゃん、わかってる？

「で、私はどっちに座すわったらいいのかしら？」

　そしてどうやら錦織さんはここで一いつ緒しよにお茶ちやでも飲のんでいくつもりらしい。今までのは軽かるい仕し掛かけというところか。

「あ……えっと、じゃあ私が日奈ちゃんの隣となりに移うつるんで、錦織さんはこっちに」

　佳奈ちゃんはそんな錦織さんの行こう動どうには何なにも疑ぎ問もんを感じなかったのか、そう言って立ち上がると私の隣に移い動どうしてきた。

「いいよね、日奈ちゃん？」

「……うん」

　そして私はでもこれはこれで悪くないかもと思い直なおした。こんなに近ちかい距きよ離りに佳奈ちゃんが自じ分ぶんからやってくるなんて思いも寄よらなかったことだ。

「悪いわね、気きを遣つかわせちゃったみたいで」

　錦織さんはそう言って、さっきまで佳奈ちゃんが座ってた隣の席せきに座る。窓まど際ぎわではない方。そっちが好きなのか、それとも佳奈ちゃんが座ってた席に座りたくなかったのか、その辺へんはわからない。でもきっと後こう者しやのような気がする。

「いえいえ。こっちこそ気づかなくて、すみませんでした」

　なのに佳奈ちゃんは錦織さんに謝あやまるようなことを言う。本ほん当とうに佳奈ちゃんは普ふ通つうに錦織さんのことを尊そん敬けいしているらしい。

　まあ、確たしかに私の恩おん人じんだし、仕し事ごとの出で来きる人だし、それにすごい美び人じんだ。初はじめて会ってからもうけっこう経たってるのにあまり年としを取ってるという感じもしない。

　というか純じゆん粋すいに綺き麗れいな人なんだよな、と改あらためて思う。ハーフだという話はなしだけど、金きん色いろの髪かみで青あおい瞳ひとみ。スタイルだって出るところは出てるのに、ちっとも太ふとってるという感じじゃないし。それに何より、只ただ者ものではないというオーラを振ふりまいている。私のマネージャーみたいなことをしてくれている人だけど、時とき々どき、芸げい能のう人じんに間ま違ちがわれたりする。そういう人なのだ。

　以い前ぜんは芸げい能のう関かん係けいが苦にが手てだとか言っていたけど、ちょっと意い味みが違うのかも。

「どうしたの？　何か顔についている？」

　そのせいか私はずっと錦織さんのことを見ていたらしい。

「……え、いえ」

　それで私はちょっと気まずいなと思う。佳奈ちゃんの隣で錦織さんに見とれてたなんて、佳奈ちゃんに悪い。というか私って本当、節せつ操そうないなと思う。

「でも錦織さんは本当、いつ見ても綺麗ですよね」

　なのに佳奈ちゃんは私のことを責せめるどころか、気にもしてないみたいだった。すっかり佳奈ちゃんの興味は錦織さんに移ってしまったらしい。

　さっきまで組そ織しきのエージェントとして恐おそれていたはずなのに、本ほん人にんを見た瞬しゆん間かんすっかり忘わすれてしまったみたいだ。まあ、冗じよう談だんだったからそれでいいんだけど、佳奈ちゃんの頭あたまの中はどうなってるのか気にならないでもない。

「そうかしら」

　そして錦織さんは佳奈ちゃんの言葉を否定も肯こう定ていもしない言い方をする。

「そうですよ、そうですよ。何か秘ひ訣けつみたいのがあるんですか？　すっごいエステに通かよってたりするんですか？」

「エステとか行ったことないのよね。なんか時間が勿もつ体たいない気がして」

　錦織さんはそう言うと手を挙あげて、ウェイトレスさんを呼よんだ。

「あなたたちもお代かわりするならどうぞ。ここの払はらいは日奈の経けい費ひにしておくから」

　そして私たちの方にメニューを渡わたす。

「え？　いいんですか？　じゃあ何にしようかなあ」

　その喜びように佳奈ちゃんはそんなにお金に困こまってるんだろうかと思う。実じつ家か暮ぐらしで社しや会かい人じんなのだからそんなことはありえない気がするんだけど……。

　今こん度ど、リッチな夕ゆう飯はんを奢おごるとか言ったら、その後、一いつ緒しよにホテルにでもどこでも行ってくれたりするんじゃないか。そんなことまで思ってしまう私。

「私はレモンスカッシュにするけど、日奈はどうするの？」

　佳奈ちゃんはそう言って私の方へメニューを寄せる。

「じゃあ、私も同おなじのでいいかな」

「私たちはレモンスカッシュ二つで」

　佳奈ちゃんは聞きこえてないはずもないのに、錦織さんにそう報ほう告こくした。そういう佳奈ちゃんを見てると、やっぱりお姉ねえさんらしくしようと思ってるのかなと感じる。

「アイスコーヒーとレモンスカッシュ二つ」

　錦織さんはちょうどやってきたウェイトレスさんにそう言って、それから佳奈ちゃんの方を改あらためて見た。















「佳奈さんは芸能人になりたいとか思ったことはない？」

　何なに事ごとかと思っていたら錦織さんはとんでもないことを尋たずねてきた。

「え？　私ですか？」

　佳奈ちゃんは明あきらかに驚おどろいていた。その気があるならデビューさせてもらえる。そう佳奈ちゃんが思っても不ふ思し議ぎのない展てん開かいだ。

「日奈はもう芸能人でしょ？　佳奈さんでなければ他ほかに誰だれがいるの？」

　でも錦織さんはきっとそんなことは思ってない。それはわかる。

「そ、そうですよね……」

　でも佳奈ちゃんはそんなことは知らない。錦織さんが見みた目めほど優やさしくない人だとは少すこしも理り解かいしていないのだ。

「で、どうなの？　なりたいと思ったことはないの？」

　そしてそんな佳奈ちゃんをせき立てるように錦織さんが質しつ問もんをし直す。

「なりたいと思ったことはありますけど」

「今は思ってない？」

「そ、そうですね」

　佳奈ちゃんは本当は今でも思ってる。でも錦織さんを前にしてそれを言うことはできなかっただけなのだ。

「残ざん念ねんね」

　錦織さんだってそんなことはわかりそうなものだった。でもそう結けつ論ろんを出した。ということは錦織さんはただ確かく認にんをしただけなのだ。

　佳奈ちゃんに芸能人は向むいてない。それを錦織さんはもうずっと前から知っていた。だからここでこんな話をしたのは、佳奈ちゃんにそれを理解させるためだったのだ。

「私、日奈ちゃんみたいに歌うたとか歌えないですし、演えん技ぎとかも……」

　その成せい果かがあったのか佳奈ちゃんは暗くらく沈しずんだ声を出していた。錦織さんはこういうところは本当に容よう赦しやがないなと思う。

「そうね。一緒に始はじめてればまだ良かったんでしょうけど」

「……ですよね」

「今から始めても日奈には追おいつけないでしょうし、どうしたって日奈の双ふた子ごの姉としか見られないわよね」

「日奈の双子の姉としか見られないってどういうことですか？」

「ちょっと想そう像ぞうしてみて。佳奈さんが苦くるしいレッスンの果はてにデビューしたとして。その時、日奈が今のように人にん気きあったら世せ間けんはあなたを窪くぼ塚づか佳奈と認にん識しきするかしら？」

「えっと……」

「あの窪塚日奈の双ふた子ごの姉──そういう風に紹しよう介かいされるでしょう？　そういうことよ」

「……そうですね」

「それでもいいならデビューさせることはきっとそう難むずかしいことではないと思う。ぱっとしない芸能プロダクションにだってできるわ。でも日奈の存そん在ざいやそれによる偏へん見けんに打うち勝かって、佳奈さん自じ身しんの魅み力りよくを伝つたえていくことは……私にもちょっと無む理りかなって思う」

「錦織さんにも無理なんですか……」

　佳奈ちゃんはさっきより明らかにショックを受けている様よう子すだった。

「少なくとも今はどうしていいかわからないわ。それに私がこんな仕事をしているのは個こ性せいを尊そん重ちようしたいという想おもいからなの。日奈に関かんしては普ふ通つうに暮らすよりは芸能活かつ動どうをする方がいいと信じたからそうしただけのことで、佳奈さんをその双子の姉だからということで同じ世せ界かいに引ひき込こむのは良いこととは思えないでいるのよ」

「向き不ふ向むきってことなんですか？」

「佳奈さんをデビューさせればとりあえず話わ題だいを作つくることはできると思うわ。実じつ際さい、そういうことを狙ねらった人にん間げんからうちに問とい合あわせがあった。この間あいだのテレビを見たんでしょうね。窪塚日奈に双子の姉がいてテレビに出てたけど、彼女はそちらの所しよ属ぞくなのかってね」

「そうなんですか……それって私をデビューさせたいってことなんですか？」

「そうとも言えるけど、要ようするに佳奈さんをダシにしたいってことでしょ？　日奈の人気にあやかって楽らくにお金を稼かせぎたい。そういうことでしょ？　それで佳奈さんもそれなりにちやほやされて、かなりのお金が入るかもしれない。でも、それは本当に佳奈さんに対たいしての評ひよう価かなのかしら？　私にはそう思えてしまうのよ」

「それが日奈の双子の姉でしかないってことなんですね」

「そう。でもね、佳奈さんが芸能人になりたいと言うなら、それでもいいと思うのよ。それは佳奈さんの意い志しだし、私がどうこう言うことでもない。でもね、佳奈さんが芸能人になることは他の人がなるよりずっと困こん難なんなことなの。それは佳奈さんに魅み力りよくがないとかそういうことではなく、日奈がすでに十じゆう分ぶんな評ひよう価かを得えた芸能人だから。そういう意味では私は佳奈さんの選せん択たく肢しを奪うばってしまったかもしれないわね」

「いえ、そんな……私はなりたいとは思ったとしても、本ほん気きじゃなかったですから」

「でも、それはやはり私の責任でもあるのよ。だからもう一度確認させてもらいたいのよ」

「……はい」

「佳奈さんは芸能人になる気はある？」

　錦織さんは真しん剣けんな瞳で佳奈ちゃんのことを見て尋たずねた。でもそれを側そばで見ていた私には、錦織さんは佳奈ちゃんに芸能人になるのは諦あきらめた方がいいと説せつ得とくしているようにしか見えなかった。佳奈ちゃんのせいだとは言わなかったけど、でも錦織さんは佳奈ちゃんでは私には及およばないと絶ぜつ対たいに思っている。だからこそ変へんなところからデビューして搔かき回まわされるのが嫌いやなのだろうし、かといって自分で佳奈ちゃんを責任持ってプロデュースする気もないのだ。

　錦織さんはそういう人なのだ。自分が好きな人にはどこまでも優しいけど、そうでない人にはどこまでも冷つめたい。しかもそれを他た人にんに悟さとらせない。そういう人なのだ。

「ないです。私は応おう援えんしてる方が似に合あってると思います」

　だから佳奈ちゃんはさっきまでよりずっと明あかるい声こえでそう答こたえていた。しかもなんだか誇ほこらしげですらあった。佳奈ちゃんは自分で考えて、そう結論を出したと思ってる。実際には錦織さんにそういう風に思わされただけなのに……。

「だから日奈ちゃんは、私の分まで頑がん張ばってね」

　でも佳奈ちゃんはそんなことを少しも疑うたがわずしっかりすっかり元げん気きになっていた。

「……え？」

　それがあまりに素す早ばやかったので私はついていけなかったほどだ。

「私の分も日奈ちゃんは頑張ってねって」

「ああ、うん」

　そして私は佳奈ちゃんはきっと私のことを羨うらやんでいるんだろうなと感じた。でも私はそんな風に思われるほど、幸しあわせだったりしないのだ。

　私はただ佳奈ちゃんに好すきになって欲ほしかった。そのためなら他のことは何もいらないってそう思っていた。少なくともあのマンションに行くまでは。

　応援してくれる人に怒おこられてしまうかもしれないけど、そのためなら歌えなくなったっていいし、演技が出で来きなくなったっていい。映えい画がに出られなくなったっていい。テレビにだって出られなくたっていい。本気でそう思っている。

　私が佳奈ちゃんに拒きよ絶ぜつされて、錦織さんに救すくわれた後あとに手に入れたものは、私にとってはどれもどうでもいいものなのだ。こうして佳奈ちゃんと話せるようになったってことの方がずっとずっと大だい事じなことなのだ。

　でも佳奈ちゃんはそんな私の気き持もちなんてわからない。そしてそれを私から言うわけにもいかない。だから、だから言えてしまうのだ。

　私の分も日奈ちゃんは頑張ってね──なんて。

「そう言えば、最近は錦織さんは他にどんな仕事をしてるんですか？」

　だから佳奈ちゃんは私はそんなことを思ってるなんて思いもしないで、錦織さんとそんな話が続つづけられるのだ。なんて残ざん酷こくな佳奈ちゃん。

「……まあ、色いろ々いろしているけど、わかりやすいところで言うとアヤ・クワバタケの個こ展てんかな」

　そして錦織さんもそんな会かい話わに普通に乗のれる人だった。

「あ、あれも錦織さんの仕事だったんですか？　行きたいなって思ってるんですけど、なかなか時じ間かんがとれなくて」

「今日きようで最さい終しゆう日びだったかと思うけど」

「え？　そうなんですか……それは残念です」

「ま、また何か機き会かいがあると思うわよ。綾あやとは彼かの女じよが中ちゆう学がく生せいの時からの付つき合あいだし、私の一いち押おしのアーティストだから」

「じゃあ桑くわ畑ばたけ綾あや記き念ねん館かんも？」

「そうね。あれは大おお海うみさんが無む駄だに張はり切きってくれたから助たすかったけど」

「大海さんって……もしかして大海さんですか？」

「ああ、千ち夜や子こちゃんのお父さんの大海さんね。あの人、区く役やく所しよの役やく員いんをやってて、そっちから少し顔を出すってだけだったのに、なんでもやりたがってね。でもおかげで私が考かんがえてたより良いものになったわ」

「へえ。大海さんのお父さんってすごい人なんですね」

「そうね。そういういい仕事っていうのかな、楽しい仕事をするのがもしかしたら私の美び容ようの秘ひ訣けつかもしれないわね」

「いい仕事をして、しかも綺麗になれるなんて素す敵てきな美容法ですね」

「ま、本当かどうかはわからないけど……って、来たみたいね」

　錦織さんがそう言って笑った時、またウェイトレスさんがやってきて会話が中ちゆう断だんされた。

「アイスコーヒーは私。レモンスカッシュは向こうの二人に」

　そして聞かれる前に錦織さんはそう答えて、ウェイトレスさんはささっと私たちの前に飲み物を置おいて去っていく。

「でも、いい仕事をしてると綺麗になるってのはわかります。あ、私の場ば合あい、逆ぎやくですけど。上じよう司しに嫌いやなこと言われて帰かえってきて鏡かがみとか見るとびっくりしますもん」

　そして何なに事ごとも無なかったかのように佳奈ちゃんは錦織さんと話を続ける。

「ま、私も楽しいことばかりじゃないけどね。でもいい人と出会って、その人たちと思った以い上じようの仕事が出来た時は確たしかに自分でも輝かがやいてるんじゃないかなって思うわ」

「ああ、羨ましいなあ」

　私はそんな話をぼんやりと聞きながら、自分が本当に楽しかった頃ころのことを思い出した。

　それはあの幽ゆう霊れいマンションに毎まい日にち通っていた頃だ。私はその頃は自分をシーナと思っていて、そしてあそこにはシーナと真しん剣けんに付き合ってくれる人たちがいた。その頃のことだけが、出来れば失うしないたくなかったことだったかもしれない。

　だから今でも時々思ってしまう。もしあの時、佳奈への思いをもう少しでも抑おさえることが出来ていたなら、私は今よりもずっと幸せだったんじゃないか──と。

　でも私は抑えることはできなかった。それだけが真しん実じつだ。そしてそれを後こう悔かいしないと健けん一いちに約やく束そくをした。

　それにあのマンションからは、いずれ出て行かねばならなかったのだ。誰もあそこから出て行きたいなんて望のぞんではいなかったけれど、あの場所はそういう場所だったのだ。

　私だけが、一いち番ばん遅おそくあそこに入れてもらったくせに、自分の都つ合ごうで出て行ったのだ。

　他の人たちはきっとそうしなければならないと理解はしても、本当に心から納なつ得とくして出て行ったわけではなかった。

　綾さんも、健一も、八や雲くもさんも。そして何より有あり馬ま冴さえ子こが一番、あそこに居い続つづけたかったはずなのに、それを許ゆるされなかった。

　そういう意い味みでは私は幸せだった。そう思える。悲かなしさから逃にげるためだったかもしれないけど、それでも皆みなは快こころよく送おくってくれた。

　だから、自分は助けられただけなんだなと本当に思う。困こまってる時に健一に頼たよったのに、健一が本当に困ってる時には助けてあげることも、一緒にいてあげることもできなかった。

　どころか私は何も知らなかった。全すべてが終おわった時に、随ずい分ぶんと後あとになって千夜子ちゃんに聞いたのだ。しかもあの頃のままの優しい笑え顔がおの千夜子ちゃんに。

「……どうしたの、日奈？」

　気づくと佳奈ちゃんと錦織さんの話わ題だいは終わっていたみたいだった。

「え？　なに？」

　私のことを二人が注ちゆう目もくしているところを見ると、何か重じゆう要ような話題を振ふられていたのかもしれない。そう思うと焦あせる。

「別べつに何というわけじゃないんだけどね。何か考えてるみたいだから聞いてみたら、全ぜん然ぜん、聞こえてないみたいだったから、これはかなり重要なことを考えているな、と」

　そう言って錦織さんは不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて、それからいつものように私に答えるなという意味で手のひらを見せた。

「えっとね──健一君に会いたいなと思ってた？」

　そしてすぐに結論を出してみせた。本当にこの辺は恐おそろしい人だなと思う。

「……半はん分ぶん、当たりです」

　だからまあそのくらいのあやふやな返へん事じにしておく。

「じゃあ残のこり半分は何かしらね？」

　なのに錦織さんはさらに追つい及きゆうしようとする。その辺はもう少し大人おとならしい態たい度どを要よう求きゆうしたいところなんだけど、負まけず嫌ぎらいな人なんだなと思うしかない。そしてそこはもう直してもらえそうにないので、私は話題を逸そらす方向で誤ご魔ま化かすことにした。

「錦織さんは最近、会ってるんですか？」

「え？　健一君に？」

「そりゃそうですよ」

「それがねえ……別に会えないわけじゃないはずなのに、なんの連れん絡らくもないのよね」

「そうなんですか」

　錦織さんの言葉は色々な意味で意い外がいな気がした。

　健一と錦織さんが没ぼつ交こう渉しようというのもそうだけど、わざわざ「会えないわけじゃないはずなのに」と言ったこと。それは錦織さんが私と健一が会えないことを知っているんじゃないかとそう思わせた。

「一緒に仕事をしたいから気が向いたらいつでもって言ったんだけどね。もう全然ないわね。仕事の話なしでも全まつたく」

　錦織さんはそう言って笑ってはいたけど、なぜか私にはそれがかなり無む理りしてるなと感じられた。錦織さんのことをそこまで鮮あざやかに無む視しできるなんて健一くらいのものなのかもしれないなんて思ってしまう。

「ま、私が悪いんだけどね」

　でも錦織さんはそうされるだけの理り由ゆうがあると思ってるみたいだった。

「なんでなんですか？」

　しかし私や佳奈ちゃんはその理由を知らない。きっと聞いてはいけないことなんだろうと私は思ったけど、佳奈ちゃんはあっさりと聞いてしまった。

「……私って誤ご解かいされやすいタイプでしょ？」

　錦織さんはだからはっきりとは答えなかった。

「そうなんですか？」

　そして佳奈ちゃんには本当に何のことかわからなかったみたいだった。それは無理もないと思う。佳奈ちゃんは錦織さんのことを誤解し続けているのだから。

「……誤解か」

　でも私にはなんとなくわかる気がした。錦織さんは見た目ほど、わかりやすく優しい人ではない。そのことを健一は知らなかったのだ。

　でもそれも仕方がない。私だってさっきまで錦織さんを誤解していた。この人は見た目ほど、わかりやすく幸せに生きている人ではないのだ。

「日奈もけっこうその辺、似にてるわよね？」

　そして錦織さんは自分で言ったことへなのか、私の考えていることへなのかわからないことをいきなり聞いてくる。

「そうなんですか？」

　佳奈ちゃんは相変わらずわからないみたいだった。でも、私にはわかってしまった。

　錦織さんは他人から見れば色々と羨うらやましいところがあるけど、本人はそんなことを望んでいなかったんだ、と。他に欲しいものがあって、でもそれは決けつして手に入ることのないものなのだとわかってしまっているのだ。

　でも、この人はそんなことは普ふ段だんは顔にも出さず堂どう々どうと生いきている。

「私はけっこう見たまんまだと思いますけど」

　だから私は少しでもそんな風に生きていけたらなと、ちょっとした強つよがりを口くちにする。

「そうだよね？」

　佳奈ちゃんはそんな私の決けつ意いを理解してはくれなかったけど、でもそれはきっと佳奈ちゃんにとっては私がそんな風に生きていると見えていたから。

　でも錦織さんや、あのマンションの人たちは知っている。私がそんな格かつ好こういい人間じゃないってことを。

　だから思う。直ちよく接せつは会えなくても、どこかで自分を見てるかもしれないあのマンションの人たちに恥はずかしくない生き方をしたいって。

　それが芸能人になることを選えらんで出て行った私の進すすむべき道みちなんだって。









　第十三話　二人は油ゆ断だん大たい敵てき












「今日きようの佳か奈なさん、なんか気き持もち悪わるくない？」

　ツバメのそんな言こと葉ばに、なにもそこまで言いうことはないんじゃないかと健けん一いちは思おもった。

　昼ひる休やすみ、お弁べん当とうを食たべるために教きよう室しつを出でたところでの話はなしだ。そういう意い味みではツバメはそれなりに気き遣づかいをしているということらしい。

「……そうかな」

　健一はそう言いながらも、ツバメがそう言いたくなった気持ちはわからないでもなかった。

　今日の佳奈は確たしかに少すこし変へんだった。なんだかぼーっとしてたし、時とき々どき、にやにやと笑わらったりしていた。

　しかしだからってツバメがそれを言うのはどうかと思う。なぜならツバメだって時々そんな風ふうになるからだ。まあ、ツバメは自じ分ぶんのことだからわからないかもしれないが……。

「絶ぜつ対たい気持ち悪かったわよ」

　もしそれに同どう意いしたら、ツバメも時々気持ち悪いということになるのだが、それでもいいんだろうかと健一は思ったりする。

「変だったけど、気持ち悪いって言うのは言い過すぎだと思うよ」

　そしてそれは千ち夜や子こも一いつ緒しよだったらしく、ツバメをたしなめるようなことを言う。

「じゃあ、すごく変だった」

「……あんまり変かわらない気もするけど」

　千夜子は少し呆あきれた様よう子すで、困こまったものですねと健一に視し線せんを投なげてきた。

「まあ、それなりのことがあったんだから仕し方かたないんじゃないのかな」

　健一はツバメが相あい変かわらず不ふ満まんそうな顔かおをしているので、事じ情じようを説せつ明めいしてあげることにする。

「それなりのことって何なにかあったわけ？」

「シーナと佳奈さん、昨日きのう、キスしたんだって」

「……へえ」

　しかし事情を理り解かいしてもツバメは不ふ機き嫌げんそうだった。むしろ悪あつ化かしたと言った方がいい。顔をしかめて、健一の方をじろりと睨にらむ。

「なんだよ？」

「まあ、私わたしが知しりたがったのを教おしえてくれたのには感かん謝しやするけどね」

「その割わりには不ふ満まんそうだけど」

「男おとこってそういう話をすぐ自じ慢まんするんだなあって」

「……自慢なのかなあ」

　改あらためて考かんがえてみると、シーナのそれは自慢としか言い様ようがないものだったかもしれない。浮かれておかしなことを言ってるくらいの認にん識しきだったが、そういう風ふうに括くくる方が自し然ぜんだ。

「それもそれで気持ち悪くない？」

「うーん。でもまあ嬉うれしくて黙だまってられないって気持ちもあるんじゃないの？」

「佳奈さんも言こと葉ばにはしないけど、顔かおに出てはいるけどさ。でも自じ分ぶんが同おなじ立たち場ばだったら、ちょっと勘かん弁べんしてよって思おもうけどなあ」

　ツバメの言葉はなんだか常じよう識しき的てきすぎて、意い外がいな気がした。

「でもまあ人によるんじゃないの？」

「そうかなあ。なんか教室とかでもそういうことしゃべってる人もいない？　そのせいか男ってそういうことをしたがるってイメージあるんだけど」

「うーん、そうなのかなあ」

　シーナに関かんしては否ひ定ていしがたいものがあるが、健一は自分や刻とき也やは違ちがうと感じる。しかしその二人に関しては世せ間けんの常じよう識しきとして考えていいのかは疑ぎ問もんが残る。

「千夜子だって気持ち悪いよね？」

　でもツバメは同どう意いを求もとめて千夜子の方に話を振ふったようだ。

「え？」

「絹きぬ川がわとキスしたら次の日にはシーナさんや八雲さんに知しられてるってこと」

「……そ、そんなことないと思うけど」

　千夜子はツバメの言葉に反はん論ろんしながらも、顔を真まっ赤かにする。

「千夜子は知られてもいい派は？」

「そ、そそ、そうじゃなくて、健一さんは……そういうことを自慢しないと思う」

「……さいですか」

　ツバメは興きようが冷さめたという表ひよう情じようになり、千夜子を睨み、それから健一の方を見た。

「絹川は本当に言わないわけ？」

「……言わないと思うけど」

「どうだか」

　わざわざ質しつ問もんしておいて、結けつ局きよく、ツバメは持じ論ろんを支し持じするつもりらしい。

「言わないって」

「本当に？」

「本当に」

「でも胸むねを揉もんだら自慢するわよね？」

「そこで何か状じよう況きようが変わるとは思えないんだけどな……」

「変わるわよ。ねえ、千夜子。キスと胸を触さわるじゃ全ぜん然ぜん違うわよね？」

　そしてまたツバメは千夜子の方に話を振る。

「ち、違うけど……胸は関かん係けいないと……思う……」

　千夜子はそう答こたえながらもかなり困っている様子だった。顔は真っ赤だし、うつむいて小さな声でしか反はん応のうできないようだ。

「関係あるわよ！　だってＦカップよ、Ｆカップ！」

「……それは本当に関係ないと思う。って言うか、人の胸のサイズを大おお声ごえで言わないで」

　千夜子は小声で必ひつ死しに反はん論ろんするが、ツバメはなんだかさらに調ちよう子しに乗のっただけだった。

「千夜子の胸の話でしょ？　関係ないわけないじゃない」

「関係ないと思うぞ」

　でも健一はもうその辺にしてあげた方がいいと思い、会かい話わに割わって入った。

「なによ、絹川は千夜子の胸がどれだけでも関係ないって言うわけ？」

「というかそういう話じゃなかっただろ？　とにかく俺おれはシーナたちに言わないし、千夜子ちゃんだって言われたくないって思ってるのはよくわかったから、それでいいだろ」

「……でもなあ」

　ツバメは少し冷れい静せいになったのかなにやら思し案あん顔がおになる。

「まだ何か言いたいことがあるのか？」

「だって千夜子ってば私より背は小さいのに、胸は倍ばいくらいあるのよ？」

「……だから具ぐ体たい的てきな話をしてたわけじゃないだろ？」

「私は絹川が言うかどうか話してたんだから、すっごく具体的な話でしょ？」

「……そうだったかな」

「というか絶対、言う。海うみに行った時も、千夜子の水みず着ぎ姿すがた見て『千夜子ちゃん、ああ見えてオッパイでっかいんだぜえ。Ｆカップだぜ、Ｆカップ！』って盛もり上あがってたんでしょ？」

「……盛り上がってない」

　というか、なにかＦカップに恨みでもあるんじゃないかと思えてきた。

「なんか間まが空あいた」

「鍵かぎ原はらに呆あきれただけだよ」

「ああ、そうか。絹川は家に蛍けい子こさんがいるんだもんね。千夜子の胸も予よ想そうの範はん囲い内ないと」

「だから、そういう話じゃないだろ？」

「じゃあなんで自慢しないのよ？　自分の彼女の胸が大きいのよ？　Ｆカップよ？　高一でＦカップって相そう当とう自慢出来るネタじゃないの？」

「あのさ、鍵原はどうして欲ほしいわけ？　自慢したらいけないって話じゃなかったか、さっきまでは？」

「でも自慢したくなるでしょ？　だってＦカップよ？」

「俺はそうとは思わないけど」

「そうなの？　千夜子は自慢できるような彼かの女じよじゃないってこと？」

「自慢したくて付き合ってるわけじゃないってことだよ」

　健一はもういい加か減げんにしてくれという気持ちでツバメのことを睨んだ。

「……じゃあそういうことにしておく」

　でもツバメはやっぱり納なつ得とくいかないという顔をしていた。千夜子も健一も同どう意いしてくれそうにないというのは理解したようだが、健一が自慢しないということに関してはまだまだ疑問の余よ地ちがあるようだ。

「って、言うかさ……いや、いいや」

　健一は言いかけて途と中ちゆうで止やめた。

　ツバメこそ自慢したがってるタイプにしか見えないなんて言ったら、また口こう論ろんになりそうだと思ったからだ。ツバメは彼かれ氏しが出来たら千夜子に電でん話わをするだろうし、健一にも次の日に自慢するに違いない。

「なによ？」

　でも言いかけただけで、ツバメにとってはもう口論の種たねのようだった。

「……女の子だって自慢したがる娘こもいるんじゃないのって思っただけ」

　まあ、それはツバメのことなのだが。

「そうねえ。千夜子はなんか絹川とキスしたら自慢の電でん話わして来そうだよね」

　でもツバメにはそれはわからないみたいだった。

「……絶対、電話しない」

　そして千夜子は小さく呟つぶやき、強つよい決けつ心しんを固かためたみたいだった。




　　　　○




「あ、こんにちは」

　食しよく事じを終おえて戻もどってくる途と中ちゆう、健一は日ひ奈なとすれ違った。日奈は体たい操そう着ぎ姿だった。

「こんちは。午ご後ごは体たい育いく？」

　そんな格好をしている理由は他にないだろうと思いながら健一は尋たずねてみる。

「そうなんですよー。バレーボールだそうです」

「バレーか」

「私はバスケとかサッカーの方がいいんですけど」

　健一はそんなことを言う日奈と話しながら、なんだか彼女がすごく普ふ通つうだなあと思ってしまった。いや、バスケとかサッカーの方がいいという女子は少し変わってるかもしれないが、それよりこうして自し然ぜんに話してるということが気になったのだ。

「サッカーはコートが広ひろいから大たい変へんじゃない？」

　だけど一緒にいたツバメが気になったのはそこだったらしい。健一からすれば実じつにどうでもいいことのような気がする。

「まあ、走はしり回まわらないとですよね」

　それでも日奈はちゃんとツバメの言葉に答こたえていた。案あん外がい、日奈とツバメは仲なかが良よいのかなと健一はそんな二人を見て思った。

　そして改あらためて、日奈が本当にいつも通どおりだなと感かんじる。

　佳奈の方はツバメが指し摘てきして止やまないように、明あきらかに様子がおかしかったのに、日奈の方は少しもおかしく見えない。

「どうかしたんですか、健一さん？」

　よほど怪け訝げんな顔をしてたのだろうか。千夜子が心しん配ぱいそうに尋ねてきた。

「いや、日奈さんは普通だなって」

　健一は素す直なおに答えてしまってから、何を言ってるんだろうなと気づいた。佳奈がおかしいから日奈がおかしいなんて誰だれも思うわけがない。

「そうですね」

　でも千夜子は別べつに健一が変なことを言ったと思わなかったらしい。

「なに？」

　そしてそんな会話の内ない容ようが気になったのかツバメが健一たちの方を見る。

「えっと……日奈さんには失しつ礼れいな話なんですけど」

　それに千夜子が答えようとする。

「え？　私がどうかしたんですか？」

　日奈は自分の名な前まえが出たので気になったらしい。















「いえ、その、今日、ちょっと佳奈さんの様子がおかしいんですけど、日奈さんはなんともないんだなって」

「佳奈ちゃん、具ぐ合あいが悪わるいんですか？」

「いえ、そういうことじゃなくて、少し浮うかれてるみたいなんですよ」

「……ああ、シーナさんとのことですね」

「みたいです」

「で、それと私がどう関係があるんですか？」

「その……双ふた子ごって怪け我がしたらもう一人も怪我するみたいな話を聞いたことがあったから、日奈さんの方も影えい響きようを受けてたりするのかなあって……思ってたってだけです」

　千夜子はどうやらそんなことを考えていたらしい、健一はそれを少し意い外がいには思ったが、さっきの自分の間ま抜ぬけな疑ぎ問もんに素直に納なつ得とくしてくれた理由を理解する。

「そんなことってあるんですか？」

　でも日奈はそんなことより千夜子の話した中なか身みが気になったらしい。

「やっぱり迷めい信しんなんですかね」

「私は佳奈ちゃんとそういうシンクロって言うんですかね、したことないですけど」

「そうなんですか」

　千夜子はけっこう信じていたのかがっかりした様子だった。

「でも……怪我は嫌いやですけど、佳奈ちゃんが嬉うれしい時、私も嬉しくなれるならいいですね」

　日奈はそんなことを言い出す。素直な言葉の流ながれで考えれば、がっかりした千夜子を励はげますための言葉だと健一も思う。でもそれは日奈の本ほん心しんなんじゃないかと思った。

　そしてやっぱり日奈は佳奈ほど浮かれていないということを健一は気にしてしまう。

　──でも騙だましているのよね？

　そのせいだろう。昨さく晩ばん、冴さえ子こに言われた言葉がまた聞こえた気がした。

　シーナはあんなにも浮かれていた。でも日奈はむしろ落ち着いてるとすら思える。そのギャップはやはり冴子の言った通りなのかもしれない。

　日奈は決して楽らつ観かん的てきな状じよう況きようではないことを理解しているのだろう。それでもシーナの時はうまくいくと信じたくて、あんな言げん動どうになってしまうのだ。

「そうですね。それは素す敵てきです」

　でも千夜子は素直に日奈の言葉に感かん動どうしたらしく、そう告つげた。

　双子だから心が通かよい合えばいいのに。それは健一だって同どう意い見けんだ。でもそれに対たいする想おもいはこの場にいる四よ人にんはかなり違っているんじゃないかと感じる。

　千夜子はそれこそ架か空くうの話として考えているのかもしれない。でも日奈はもっとリアルに切せつ実じつに考えている。そして健一もそれを感じて、ぐっと現げん実じつ味みを帯びる。

「私は日奈さんが佳奈さんと同じ中身だったら嫌だな」

　なのにツバメは同意見ですらなかった。でもそれはツバメらしく、そしてけっこう大だい事じなことのように健一には思えた。




　　　　○




「健一君」

　ライブが終わって帰ろうとした時、そう呼よび止とめられた。健一はそれをなんだか不ふ思し議ぎなことだなと思って聞いた。

　自分の名前が絹川健一だということは言われるまでもないのだが、ここでその名で呼ばれるというのがしっくり来こなかったのだ。

　今の自分は絹川健一ではなく、シーナ＆バケッツのバケッツなのだ。そして自分が絹川健一だと知っててここにいるのはツバメと佳奈くらいのもので、二人は自分のことを「健一君」なんて呼ばない。

　健一君と自分のことを呼ぶ。それで思い当たる人じん物ぶつは一人しかいなかった。

「……錦にしき織おりさん」

　錦織エリ。綾あやのプロデュースを始はじめ、なんだか色いろ々いろ手がけているらしいやり手のプロモーター。そしていかにもハーフという美び貌ぼうの持もち主ぬしでもあった。そんな彼女はいつもの通りのスーツ姿すがたで、夜の比ひ良ら井い駅えき前まえにいるというのはなんだか不思議な気がする。

「久ひさしぶりね。これからちょっといいかしら？」

「あ、はい」

　でも少し考えるとそんなに不思議な話でもない気がしてきた。こうしてシーナ＆バケッツが活動を再さい開かいできたのはエリのおかげなのだ。

「どこか喫きつ茶さ店てんでも……と思ったけどこんな時間じゃもう閉しまってるかな」

　エリは時計を確かく認にんしてそんなことを呟つぶやく。人に聞くまでもなく話を進めるのはエリの普ふ段だんからの癖くせなのかもしれない。

「そんなに本ほん格かく的てきな話なんですか？」

「いえ。頑がん張ばってるみたいだから応おう援えんに来きたってだけよ」

　エリはそう言ってにっこりと笑わらってみせたようだった。だけとは言ったが、まだ何か考えているところがあるのかもしれないとは感じる。

「じゃあこの先の公こう園えんとかでどうですか？」

「中ちゆう央おう公園？　まあ、別にいいけど。健一君はお腹なかすいてない？」

「いえ。ライブの前に食べてますし」

「そう。ま、私も空すいてないから別に公園でもいいかしらね」

　エリは何か別のプランを考えていたらしい。

「えっと……シーナも一いつ緒しよの方がいいですか？」

　そして健一は歩あるき出だそうと思った時、そのことを思い出した。どこか近くにいるはずのシーナを探さがす。でも佳奈とどこかにすでに行ってしまった後あとだったらしく見あたらない。

「いいわ。本当に様子を見に来ただけだから」

　でもエリはシーナにはあんまり興きよう味みがないらしかった。少なくとも今日のところは。

「そうですか」

　でも健一はちょっとシーナの行方ゆくえが気になってしまった。ライブの前は落おち着ついていたみたいだったけど、佳奈と二人きりになったら暴ぼう走そうしたりするんじゃないかとかそんなことを思ってしまう。

「じゃ、行きましょうか」

　エリはそう言って歩き出す。それで健一も慌あわてて続く。

「は、はい」

「そう言えば、ごめんなさいね」

　そしてすぐにエリがそんなことを言い出す。

「え？　なんのことですか？」

「連れん絡らくするって言ってたのに、放ほうっておいたみたいで」

「いえ、そんな……こっちからも連絡すれば良かったんですよね」

　実じつ際さい、そうだろうと思う。あの幽ゆう霊れいマンションにいる間はＰＨＳが使えないのだから、エリの方から連絡するのは難むずかしいと気づいてたのだから。

「ちょっと考えればわかったことなのよね。それがわからずに、連絡すると約やく束そくした以上、どうにか工く夫ふうするべきだったんだけど、私の方も外がい国こくに行っててタイミングが合わない感じだったから」

　でもなんだかエリはそのことも含めて自分の落おち度どだと思っているらしい。

「そうだったんですか？」

「それに健一君は彼かの女じよがいるわけでしょ？　そこに私から電話かかってくるのも具合が悪いわよね。何かトラブルが起おこればクレームでも来るかなって待まってたんだけど、それも無なかったからそのままにしちゃったって感じかな」

「いや、実じつ際さい、特とくにトラブルはなかったですし」

「でもまあ、ちょっと大人おとなとしては無む責せき任にんな態たい度どだったと思うわ」

　それはつまり連絡すると約束したからそれを守まもるべきだったという話なんだろうか。エリは何を考えているのかよくわからないところもあるが、約束ということに関かんしてはかなりの責任感を持っているらしい。

「いや、本当、気にしないでください。こっちも悪かったんですし」

「そう？　じゃあそうしようかな」

　そしてさっきまでとは違ちがって急にエリは軽かるい調ちよう子しでそんなことを言って、健一の顔を見てにっこりと笑って、別の話わ題だいを切きり出だした。

「でも本当、いい感じみたいね」

「はい。おかげさまで」

「あ、ライブの話じゃないわよ？　ま、ライブの話でもいいけど」

「どっちなんですか？」

「一応、シーナ君の恋こい物もの語がたりのつもりで言ったけど同じことだなと気づいたって感じかな」

「そう見えました？」

「うん。なんだろ、もうキスくらいはしちゃったって風には見えたかな」

「……昨日きのう、したって言ってました」

「なかなか鋭するどいわね、私」

「そういうのってわかるものなんですか？」

　正直、健一にはさっぱりそういうことがわからなかった。そりゃ本ほん人にんから一ひと晩ばんで何度も聞かされたから知ってはいるけど、見ているだけでそこまでわかるものなんだろうかと思う。

「頭あたまと頭の距きよ離りとか、腰こしと腰の距離とか、その辺あたりで」

「距離ですか」

　それはいつぞや冴子に聞いた話と同じことだろうかと健一は思う。冴子によれば健一と千ち夜や子こは後うしろから見ると頭が逃にげるように離はなれているという。ずいぶん前に聞いた話だが、今もそのままなんだろうかなんて考えてしまう。

「ま、二人の恋の話もそうだけど、ライブの方も順じゆん調ちようそうで安あん心しんしたわ」

　でもエリはその辺のことを詳くわしく説明する気はなかったらしい。急に話が本ほん題だいに入った。

「あ、その節せつはどうもありがとうございました。お礼れいも何も言ってなかったですよね」

　それで健一は自分が随ずい分ぶんと不ふ義ぎ理りをしていたんだと気づく。エリから連絡があるものだと思っていたせいもあるが、すっかり何もしないまま時間が経たっていた。

「お礼なんていいのよ」

　なのにエリはちっとも気にしてないという態度だった。

「いや、でも助けてもらったわけですし」

「助けた……のかしらね」

　エリはそれで不思議そうな顔をした。困っているのを相そう談だんして解かい決けつしてもらったのだから、それを助けたと思うのが何かおかしいのだろうか？　健一は逆ぎやくに疑問に思う。

「違うんですか？」

「まあ、健一君から見ればそうなるのかな。私は別に出来ることをしただけだし、感かん謝しやされるようなことだと思ってなかったので変な気がしたけど」

　エリのそんな言い分も健一には十分に変な気がした。

「いや、でもありがとうございました」

「そう？　ま、一いち応おうね、会かい社しやの娘こからシーナ＆バケッツが復ふつ活かつしたって話は聞いてたから大だい丈じよう夫ぶなんだろうなとはわかってたんだけど、自分のしたことだし、ちゃんと確認しておいた方がいいかなってそう思っただけなのよ」

「でも感謝してます。錦織さんがいなかったらこうしてライブなんて出来てなかったと思いますし……そう言えば、あの時のお詫わびなんですかね？　僕ぼくが困ってたら助けてくれるってあの時、言ってたんですよね？」

　あの時というのはエリと初はじめて会った時のことだ。エリの事じ務む所しよに連つれていかれた健一はその時、エリに押おし倒たおされて……という展てん開かいだった。そのことを気に病やんだ健一にエリは約束してくれた。健一が困っていたら一度だけ助けてくれる、と。

「違うわよ。あの時の私の決けつ意いはそんなレベルの話じゃないわ」

　でも全ぜん然ぜん違ちがったらしい。なんだかエリは不ふ機き嫌げんそうな顔つきになった。

「え？」

「シーナ君のことは簡かん単たんに出来ると思ったし、実際に出来たわけでしょ？　そんなことで感謝される気もないし、あの時の借かりを返かえしたなんて思ってもいないわ」

「そうなんですか？」

「私は出来る限かぎりのことはするなんて、そんな話をしてたわけじゃないの。それって努ど力りよくしさえすればいいことでしょう？　結けつ果かに責任を取らない人間の言い方だと思う。私が健一君に約束したのは、それを守まもるためなら他ほかのことを投なげ打うつということよ」

「……確たしかにそういう風に言ってましたよね」

　でもそこまで本気の話とは正直思っていなかった。というかエリにとってのそれだけのことというのはどれだけのことなんだろうと思ってしまう。

「シーナ君のことは空あいてる時じ間かんで十分解決できると思ったからしただけよ。それも別に健一君やシーナ君の幸しあわせを考えてのことじゃないかもしれない。私はただ健一君が本ほん物ものだと言ったシーナ君の才さい能のうがこのまま埋うもれてしまうのは勿もつ体たいない。そう思っただけなの」

「そうかもしれませんけど、僕はそれに感かん謝しやしてるんです」

　健一はなんでエリがここまで感謝されることに真しん剣けんに反はん論ろんしているのかわからなかった。エリにはエリで冴子のように感謝の言葉が苦にが手てな理り由ゆうでもあるのだろうか。

「そう。じゃあそれはそれで受うけとっておこうかしら」

　でもそんなにこだわってもいなかったらしい。今こん度どは急きゆうにあっさりと納なつ得とくした。

　本当に読よめない人だなと健一は改あらためて思う。

「はい。ありがとうございました」

「そんなに恩おん義ぎを感じてるなら、それはそれでいつか返してもらってもいい？」

「いいですよ。僕に出来ることなら……」

　健一は勢いきおいで答えてから、ちょっと不ふ安あんになった。エリに恩を返すということは、それはエリが自分ではどうにもできない状じよう況きようになった時ということで、それはどう考えても自分にどうこうできるレベルの話じゃあない気がしてきたのだ。

「そんなにすごいことは頼たのまないわよ。さっきも言ったけど、そんなに感謝されることじゃないんだから」

　そしてエリはそんな健一の考えを察さつしたのか、小さく笑ってみせる。

「ははは、すみません」

　健一としてはそれには苦く笑しようするしかなかった。

「そうねえ。なんならこれからすぐ返かえしてもらおうかしら」

「え？　これからですか？」

「それとも今日は疲つかれてるかな？」

「まあ、疲れてはいますけど……ライブはいつものことですし。でもこれからって何をするんですか？　まだこれから事務所に帰ってお仕し事ごとがあるんですか？」

「今日はもう仕事はお終しまいよ。ま、明あ日すは四よ時じ起おきで空くう港こう行いかないとなんだけど」

「た、大たい変へんですね。というかそれならもう帰って寝ねるって話ですよね？」

「うん、そうよ。だから、健一君には体からだで返してもらおうかなって思ってるんだけど」

　エリはそう言って不ふ敵てきに笑えみをこぼす。

「えっと、それって……」

　さすがに健一にもエリの言わんとすることはわかった気がした。エリはつまり、一緒に寝ましょうと言ってるのだ。

「冗じよう談だんよ」

　でもエリはやっぱり大人おとならしいところもあるらしい。健一が気づいてぎょっとする顔を見ただけで満まん足ぞくしてくれたらしい。おかしそうな、なんとなく幼おさない笑え顔がおで健一を見る。

「じょ、冗談ですか？」

「でもまあ、もう少し早く気づいて欲ほしかったかな。夜に二人でこうしてて、あの時の話わ題だいも出たって言うのに、もう少しドキドキしてくれてもいいんじゃないかしら」

「……そ、そうですね」

　改あらためて言われると健一としてもドキドキしないわけにもいかなかった。意い図としてなかったとは言え、こんな美人と関かん係けいを持ったのだ。改めて思い出すとすごい体たい験けんだったわけで。

「本当、面おも白しろいんだから、健一君は」

　でもエリはもうそんな気はないという感じで軽かるく笑わらう。そしてツバメが時々そうするように健一の背せ中なかをポンと叩たたく。

「健一君には彼女がいるんでしょ？」

「……はい」

　全くその通とおりなので反はん論ろんはできない。

「それを裏うら切ぎっちゃって悪いと思ってた健一君だから、私は罪つみ滅ほろぼしをするって約束したのよ？　その辺はわかってるわよね？」

「はい」

　健一は素直にうなずきながら、この人は何を考えてるのかなと思ってしまう。エリが自分に何を望のぞんでいるのかさっぱりわからない。

「健一君はね、健一君らしくしてればいいのよ」

　そしてエリは突とつ然ぜん、そんなことを呟く。

「僕らしくですか」

「ま、別に健一君に限かぎった話じゃないけど。私は自分の気に入った人には、その人らしくしてて欲しいのよ。それは本当はその人のためになることじゃないのかもしれないけど、私はそう願ねがってるし、そのためなら頑がん張ばれる」

　エリの言葉は健一にはやっぱりよくわからなかった。

　健一には健一らしくしていて欲しい。そう言いながらもエリはそれがいいこととは思ってないということなんだろうか？

「僕らしくってのも、わからないですけど」

「そうね。とりあえず、もう少し元げん気きそうな方がいいかな」

　そしてエリはそれがわからない健一を責せめたりはしなかった。ただ、優しく微笑ほほえんでまた背中を叩たたく。

「は、はい」

　健一はそれにはなんとなく心こころ当あたりがあるなと思う。

「じゃあ、そういうことで今日は帰って一人で寝るわね」

　でもそのことを確かめる間もなくエリはもう次の行こう動どうに移うつったみたいだった。

「あ、はい。今日はありがとうございました」

　なので健一は慌あわてて、そんなエリを見み送おくる。

「信じてもらえないかもしれないけど、私は健一君がいつまでも私に感謝してくれるのを願ってるのよ」

　そしてエリはそんなことを呟いて駅えきの方へと振ふり返かえる。

「え？」

　その横よこ顔がおがなんだか悲かなしげだったけれど、健一は話しかけることができなかった。ちょうど走ってきたタクシーにエリがそそくさと乗ってしまったからだ。

「じゃあね、健一君」

「あ、はい。今日はありがとうございました、錦織さん」

　だから健一は走り去るタクシーを見ながら、エリの言った言葉を繰くり返した。

　──信じてもらえないかもしれないけど、私は健一君がいつまでも私に感謝してくれるのを願ってるのよ




　　　　○




「おっす」

　公園で待ってると、すぐにシーナがやってきた。意い外がいに早はやかったなと健一は思う。

　どうやらどこかで寄より道みちしてたとかそんな感じではない。時間から考えて佳奈を家いえまで送って素直に帰ってきたということらしい。

「佳奈さんは？」

　でも一いち応おう、聞いてみる。

「ちゃんと送ってきたよ。ちなみに胸むねは揉もまなかった」

　そしてシーナは誇ほこらしげに胸を張はった。

「いや、聞いてないし」

　健一は褒ほめてあげる気にはとてもなれなかった。

「聞けよ」

「聞いてもいいけど、揉まなかったんだろ？」

「うん。揉まなかった」

「だったら話すことなんてないだろ」















　健一はそう思ってもう帰ることにする。シーナはそんな健一を追い越すように歩くと、振り返って不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「どうして揉まなかったのか。そこがポイントなわけよ」

「……そうかな」

　何かそのあたりにはシーナにはこだわりがあるらしい。昨日さんざん、どこまでなら揉まれてたとは言えないかなんて議ぎ論ろんしてた割には余よ裕ゆうがある気もする。

「まあ、健一にはわからないかもしれないけどな。健一は彼女とキスしたことないもんな」

「……ま、そうだけど」

　なんだかかなり上から見られている気がする。まあ事実、その点に関しては上だがイマイチ納なつ得とくいかないのは何な故ぜだろう。

「佳奈ちゃんは今日、絶対におっぱいを揉まれるのを覚かく悟ごしてたね」

　シーナはでもそんな健一の疑ぎ問もんには答えず、さらに予よ想そうを超こえたことを口にした。

「……そうかな」

「そうだよ！　ぜったいそうだ！　俺の心の中ではそれで決まり！」

「まあ、シーナがそう言うならそうなんだろうね」

　シーナの心の中の話なんだから、それは間ま違ちがいない。

「だろ？　だろ？」

「でもだったらなんで揉まなかったの？　佳奈さんは待ってたってことだろ？」

「ははは。だから健一はわかってないと言うんだ」

「いや、まあわかってないから聞いてるんだけどね」

　というかそんなに自じ信しん満まん々まんな理由がよくわからない。佳奈とのキスはシーナをそんなにも成長させてしまったということなのだろうか？　そうとはやはり思えない。

「じゃあ教えてやろう。佳奈ちゃんが待ってたからって揉んだら、俺が体目当てみたいに思われるだろ？」

「えっと……」

　そうじゃなかったんだっけ？　健一は思わずそう聞き返すところだった。少なくとも昨日の話を聞いてた限りでは、シーナは確実に体狙ねらいだったはずだ。

「気持ちを確かめ合うためにキスはしたけど、俺はそれ以上求めてない。そういうスタンスで攻めることにしたんだよ」

「……まあ、別にそれに反対はしないけど。シーナは体目当てだったよね？」

　どうしても気になるので健一は念のため確認をする。

「くわ──────────────！」

　でも反射的にチョップをされた。

「いてっ！」

「本当のことを言うなっ！　俺おれだって気にしてるんだから」

　でも論ろん点てんはちょっと違ったらしい。

「やっぱり体目当てなんだ」

「いや、もちろん佳か奈なちゃんの気持ちも大だい事じだけどな。ぶっちゃけなくてもセックスしたいとは思ってる。今までは単なる妄もう想そうだったけど、キスのおかげで現げん実じつ性せいを帯おびてきたしな」

「だろうなあ」

　まあ、それもどうかと思うけど、その方がシーナらしい。

「でもここはぐっと我が慢まんだ。恋れん愛あいは押おしだけじゃなく引きも大事なのさ」

「そうなんだ」

　というか、いつシーナは押したんだろうとか思ったりする。

「それにだな、健一。考えてもみろ」

「えっと、何を？」

「揉まれる覚かく悟ごでやってきた佳奈ちゃんが今いま頃ごろ、どうしてるかをだ」

「お母さんと水ようかんでも食べてるんじゃないの」

　本当にそう思ったので健一は言ってみたが、シーナの望む答えではなかったらしい。

「くわ──────────────────！」

　やっぱりチョップされた。

「痛いたいって」

「お前が真ま面じ目めに考えないからだ」

「……真面目にって言われても、佳奈さんのことよく知らないし」

「じゃあ佳奈ちゃんじゃなくて、綾あやさんだと思え」

「余よ計けい想像できない気がする」

「まったく、お前はなんでそんなに淡たん泊ぱくなんだよ」

「淡泊とかそういうレベルの話かな」

　健一はなんだか自分がよほど悪いことをしてるんじゃないかという気持ちになってきた。

「ふぅ。千夜子ちゃんには同どう情じようするぜ」

「どう関係あるんだよ、千夜子ちゃんが……」

「付き合ってる男女って言うのは会ってない時も今いま頃ごろ、どうしてるかなって思い合うもんなんだよ。でもお前はちっとも千夜子ちゃんのことを想そう像ぞうしてないだろ」

「……う、それはそうかもしれないけど」

　さすがに痛いところをつかれたという気がする。

「いいか、佳奈ちゃんはな」

　でもその辺はシーナにとっては余よ談だんだったらしい。

「はい。佳奈さんは？」

「家に帰ったらまず風ふ呂ろに入る」

「意外に普通の答えだな」

「ライブで盛り上がって汗あせをかいたからな。そのまま寝ねるわけにはいかない」

「なるほど」

「体を洗あらってるうちに佳奈ちゃんは自分の胸に触さわることになるわけだよ。そうなったら、どうなるかわかるか？」

「……洗うんだろ？」

　そこでなんで疑問を振られるのか健一には理解できなかった。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ！　そのまま過すぎるだろうがっ！」

　だからだろうシーナに大声で怒られた。

「いや、でも、風呂入ってるわけだろ？」

「佳奈ちゃんは俺に揉もまれる覚悟で来たと言っただろ？　そこを踏ふまえて考えろ」

「そんなこと言われてもなあ……」

「佳奈ちゃんは自分の胸に触って、こう思うんだよ。シーナさん、私みたいな小さい胸は触る気にもならないのかな──って」

「まあ、思うかもなあ」

「そうなったらどうなるかわかるか？」

「いや、わからない」

「そしたら自分で揉み始はじめるに決まってるだろ」

「……そう？」

　とてもじゃないが賛さん同どうできない。でもシーナにとっては絶対的な真しん実じつだったらしい。

「佳奈ちゃんはクラスの女の子が話しているのを聞いてるんだよ。胸は揉むと大きくなるってな。それで俺のために大きくしようと思って揉むんだよ。そりゃもう真しん剣けんにっ」

「……そうなんだ」

　シーナが目をらんらんに輝かがやかせて言うのでもう反はん論ろんしない方がよさそうだなと健一は思う。

「そしてそのうちに自分の手がもし俺の手だったらって思い出してだな……」

　そうこうしているうちにシーナの妄もう想そうは次の段だん階かいに達たつしてしまったようだった。なんでこんなにあれこれ想像できるのだろうと健一は思ってしまうのだが、そこがまさにさっき叱しかられた淡たん泊ぱくということなんだろうか。そうとは思いたくない。

「『私、シーナさんに胸揉まれちゃってるっ』って、佳奈ちゃんは一人でだな……って健一、聞いてるのか？」

「……いや、ごめん、途と中ちゆうで意い識しきが遠のいてた」

「お前、俺の用意周しゆう到とうな作戦をなめてるな？」

「……作戦だったんだっ!?」

「作戦じゃなくてなんで、揉みたいのを我が慢まんしたと思ってるんだ、お前は！」

「ああ、言われてみると確かに」

「で、だな。とにかく途中は省はぶくけどな、そうこうするうちに佳奈ちゃんは胸が大きくなって、すっかりエッチな女の子になってるというわけだ。どうだ、俺の作戦は」

「……まだ胸が大きい方がいいのは諦あきらめてなかったんだ」

　以前、佳奈に限っては胸が小さいけどそこがいいとか聞いた記き憶おくがあるけど、やっぱりそれは勘かん違ちがいだったんだろうか。

「何度も言ったはずだぜ、俺は巨きよ乳にゆうが好きだと」

「いや、まあ、それは聞いたけど、それと佳奈さんは関係ない気がしてた」

「佳奈ちゃんが胸が小さいのがそんなに悪いのかっ！」

「いや、そこで怒おこられてもな。実じつ際さい、小さいんだろ？」

「まあ、かなり小さい。この間、スパで見たけど、かなり小さい。正直、中学の時から成長してない。いや、見たのは俺じゃないけどな。うん。でも知ってる」

　なんだか煮にえきらない感じの話し方をしだしたのは、どうやら日奈として知ったことと混こん同どうしてしまったからなのだろう。

「だったらいいじゃないの？　佳奈さんは佳奈さんなんだし」

「でも、胸が大きい佳奈ちゃんの方がいいんだ」

「ま、それもわかるけど」

「ついでにエッチな方がいい」

「うん、それもわかるよ」

　でも実際の所はどうなんだろうなあと思う。佳奈がそういうことに熱ねつ心しんというイメージはちっともないのだが。

「というか、俺ばっかりなのか、そんなこと考えてるのは」

「まあ、佳奈さんとシーナで比くらべたら、シーナの方が考えてるだろうなあ」

「そうかあ。そうだよなあ。じゃあ少し自じ重ちようするぜ」

「……少しだと足りないかも」

　そもそも佳奈が胸を揉まれる覚悟でやってきたという時点でシーナの妄もう想そうだし、佳奈はそんなこと全く考えてないんじゃないかと思う。

「わかった。かなり自重するぜ」

「その方がいいと思うよ」

　健一はそうつぶやいて、ふと周りを見み渡わたす。

　なんとなく歩いてただけだったが、気づくともう幽ゆう霊れいマンションの近くのコンビニ前まで来ていた。いつだったか冴さえ子こと一緒に通った場所だ。

「しかし佳奈ちゃんの可愛かわいさは犯はん罪ざい的てきだからなあ。かなり我慢と言っても限げん度どがあるぜ」

　でもシーナはずっとそのことを考えているらしい。少しそのパワーにはついていけないところはあるが、健一はそれがそんなに悪いこととは思えなかった。

　ちょっと前に比べれば、確かに現げん実じつ味みを帯おびている。まあ、妄もう想そうでかなり上うわ乗のせされているのも否ひ定ていできないが。

　シーナのことだからそれこそ胸を揉もんでしまったらそのままどどーっと行ってしまいかねない。でもそれはさすがにもう少し時を待った方がいいと思う。

　シーナが普通に男ならそれでもまあ男女の間の話だ。でも実際にはそうではないのだ。

　シーナはシーナだけど、佳奈の妹の日奈でもあるのだから。

「そうだよな……そうなんだよな」

　それで健一は昨日、冴子に言われたことを思い出す。

　──理由はどうあれ騙だましてるのよね？

　悪あく意いはない。むしろ真剣だからこそ、そうするしかなかった。それを健一は知っている。

　でも冴子が言うように、日奈が佳奈を騙しているのも事実だった。

　そして佳奈が自分が騙されていることに気づいた時、どう思うか。それを健一は想像することができなかった。できないのではなく、したくないと思ってる。

　健一にとって佳奈は何かの拍ひよう子しに烈れつ火かのごとく怒おこり出す。そういうイメージだったからだ。

　シーナのことが佳奈にとってどれだけ特別になってるかわからないが、それほどでもなければ待っているのは佳奈の怒いかりだと思えてしまう。そしてそれはきっと冴子も一緒なのだろう。だからあんなことを言ったのだ。

　──うまく行くって信じていれば、なんとかなるってこともあるかもしれないわ

　でも冴子は昨日、そうとも言った。そして一緒に信じたいとも。

「健一？」

　気づくとシーナが不ふ審しんそうな顔でこっちを見ていた。

「え？　なに？」

「何じゃないだろ？　なんか別のことを考えてただろ？」

「……そうかな。佳奈さんのことだった気もするけど」

「じゃあ何か？　お前、佳奈ちゃんが風呂場でどうしてるか想像してたのか？」

「違うけど」

「じゃあ他ほかに何を考えたんだよ！　そうかもうベッドに入ってた展てん開かいだな？」

「……他に選せん択たく肢しないの？」

「少なくとも俺はさっきそれを考えてた」

「なるほど」

　健一はシーナの言葉に呆あきれながら、そう言えば全然、健一の方の話に興きよう味みをもってなかったなと改めて気づいた。シーナだってエリが来てたことは気づいてたはずだ。シーナがどれだけエリに感かん謝しやしているかは知らないけど、公園で会った時、健一とエリが何を話してたか聞くようなところはなかった。

「有あり馬ま冴子のことだろ？」

　でも今はすっかり健一の心の中を探さぐることに夢む中ちゆうになってるらしい。けっこう鋭するどいところをついてきた。

「まあ、きっとシーナが想像しているようなことじゃないけど、有馬さんのことではあったかもしれない」

「なんだ？　俺おれが想像していることって？　寝ている有馬の部屋に忍しのび込んでおっぱい揉んだら怒られるかなあとか俺が思ってるとでも言うのか？」

「……さすがにそこまで具体的に考えてるとは思ってなかった」

「なんだよ。じゃあもっとつまらないことだってことか？」

「……どうかな。大事なことのような気はするけど、シーナが望のぞんでることじゃないかもね」

「そうか。まあ、有馬冴子のことはいい」

　そして自分で追つい及きゆうし始めたくせにあっさりと投なげ捨すてた。

「いいんだ……」

「問題はお前がなんだか元気がないことだ。ってそう言えば、有馬冴子、最近、元気だよな」

「……えっと、誰の話をしたいの？」

　でもやっぱりシーナは冴子の話がしたくなったらしい。

「有馬冴子が元気な話をしよう」

　そう言ってシーナはちょっと立ち止まった。それで健一はもう本当にマンションの前まで来ているのに気づいた。それはつまり、これから十三階まで歩いて上ることを意味する。毎日のことで慣なれてきたとは言え、やっぱり体たい力りよくを使うことには変わらない。

「有馬さん、元気だよね、最近」

　実じつ際さい、本人に昨日言ったばかりのことだ。でも冴子がこの階段を一気に上れるようになったという気はしない。

「俺が考えるにだ。有馬冴子が元気になったのはバイトのおかげだな」

「バイト……か」

　いまいち思い当たるところはないけど、でも最近、元気になったのなら確かにそれが理由だろう。他に冴子に何か変化があったとは思えない。

「しかも俺は恋と見たね」

「恋？」

　およそ冴子とは無む縁えんそうな単語だなと健一は思う。

「つまりこういうことだ。バイト先のマスターがナイスミドルなわけよ。で、有馬冴子はその人と会うのが楽しみで楽しみでしようがない。そういうことだな」

「……そうとは思えないけどなあ」

　でもまあ絶対にないとは言い切れないかもしれない。普段の冴子からは想像できないが、彼女だって女子高生なんだし、恋の一つくらいしても不思議はない。

「で、マスターはなんの気き無なしに言うわけだよ。『僕は明るい女の子が好きだな』って。それで有馬冴子は部屋で鏡に向かって、こうかな、それともこうかなって明るい女の子の表情の練れん習しゆうに夢む中ちゆうってわけだ」

「……とりあえずその現げん場ばには出会ってないけど」

「当たり前だろ！　そんなところお前に見つかるほど、有馬冴子は間ま抜ぬけじゃないぜ」

「……それはそうか」

　なんだか最初は到とう底てい信じられないと思っていたが、シーナがさも当然のように言い続けるので、だんだん信じ始めてきた。

　冴子はバイトのことを話したがらない。それは恥はずかしいからと言っていたが、もしかしてシーナの言うような理由なのだろうか？　でもそう言ってたのは面めん接せつに行く前だったし……いや、面接に行く前からバイト先のことを知っててもおかしくないわけだから……。

「へへ。気にしてやがる、気にしてやがる」

　気づくとシーナが隣となりでにやにやと笑っていた。

「そんなに気にしてる訳わけじゃなくて、有馬さんがそういうことをしているのを想像できないなあって思ってただけで」

「いいんだよ、いいんだよ。気にしてるなら、気にしてるで。そりゃねえ、一緒の部屋に住んでるわけだから、もう家族も同どう然ぜんだよなあ。まあ、妹いもうととかお姉ねえさんとか。そんなところでもだ。そう思ってた娘こが実は女だってわかったら、やっぱり戸と惑まどうよなあ」

　なんだかわかったようなことを言いながら、シーナは相変わらずにやにやしていた。明らかに言ってることと思ってることが違うという感じがする。

「有馬さんが誰を好きになったって自由だし」

「へへ。そういうのが気にしてるって言うんだよ、健一」

「事実だろ？」

「確かに事実だ。でもな、人間は感情に生きる動物なのさ。事実を話す時というのは、感情の話から逃にげている時だぜ」

「……そうかな」

　でも確かにシーナの言うことは一いち理りある気もする。冴子がそのバイト先のナイスミドルとやらを好きになったという想像は自分を落ち着かない気持ちにさせている。

「そうじゃないと言うなら、感情の話をしろよ、健一。お前は有馬冴子がバイト先のマスターを好きでもなんとも思わないのか？」

　そんな風に尋たずねるシーナがあんまりに嬉うれしそうなので、そんなわけのわからない妄想よりもそっちが気になってしまう。

「……楽しんでるだろ？」

「そりゃ昨日、色々、佳奈ちゃんの胸のことで嫌いやがらせを受けたからな」

「けっこう喜んでた気もするけどな」

「まあ、確かに健一のエロ妄想力には感かん服ぷくした」

「だったらなんで有馬さんのことを引っ張るわけ？」

「弱点を攻せめるのは勝負の鉄てつ則そくだぜ！　しゅっ！　しゅっ！」

　シーナはなぜか急にファイティングポーズを取り出す。

「……でもまあ、意外に思っただけだよ。有馬さんだって、鍵かぎ原はらや佳奈さんと同じクラスなんだもんな。恋愛とか無む縁えんだって思う方が変だよな」

「む、なんかつまらないなあ、健一は。もう少し引っ張ろうぜ、なあ」

「いいよ、もう。俺と有馬さんはただのルームメイトなんだし」

　健一がそう言った時、延えん々えんと続く階段も終わろうとしていた。

　十二階建だてのビルのあるはずのない十三階。でもはっきりと十三と書かれた扉とびらが健一たちの前に現あらわれた。

「……もう少しうろたえてくれれば面おも白しろかったのになあ」

　シーナは不満そうに呟つぶやいて、その扉を開ける。健一もそれに続いて１３０１に入った。















　１３０１。そこはここに住んでいる者たちが集まる場所。そして今日はそこに冴子がいた。

「おかえりなさい」

　そんな言葉と暖あたたかい笑顔。冴子にとってはいつものことだったかもしれない。でも健一はそれを意い識しきしてしまう。

　元気になったからだけだろうか、その笑顔が暖かみを増ましたのは？　そんなことすら思ってしまう。冴子が元気になっているなら、それはいいことであるはずなのに、素す直なおに喜よろこべない自分が確かにそこにいた。

「ただいまー！　ありまー！」

　シーナは別にそんなことは思っていないらしい。軽い口く調ちようでおかしな挨あい拶さつをする。

「ただいま」

　でも健一はそんな自分の思いをシーナに気づかれたくなくて、いつものように挨拶をする。

「ノド乾かわいてる？」

　そして冴子はいつも通りに、さりげない優やさしさを示しめした。




　　　　○




「おっす、健一！　元気か？　元気だな？」

　次の日。健一は予想以上に早くシーナが１３０１にやってきたことに面めん食くらった。なんだか嬉うれしそうで、テンションが高い気がする。

「ま、元気だけど」

　そして健一はそれが危き険けんな兆きざしだなと感じた。簡かん単たんに言うと、シーナが何かを企たくらんでいる。そう思えたのだ。

「じゃあ今日は一緒にちょっと遊びに行こうぜ」

　しかもそれはどうやら自分も込こみのようだった。佳奈に何かエロいことをしようと思ってるだけなら、まあシーナの問題で済すむのだが、どうやらそっち方面ではないらしい。

「……どこへ？」

　大体、いつもシーナはライブのために幽ゆう霊れいマンションに来ているのだ。なのに急いで来るということは、要するに健一に用があるということなのだ。

「どこかは俺もわからない」

　だがシーナの企みは案外漠ばく然ぜんとしているようだ。

「適てき当とうにその辺へんを歩くってこと？」

「いや。どこへ行くべきかを探さがす旅というところかな」

「なんか仰ぎよう々ぎようしくなってきたな」

「まあ、そんなに時間のかかる話じゃあないはずだ。別に電車に乗って遠くに行こうとかそんなつもりはないぜ」

「……なら、いいけど。ライブまでには帰って来れるんだよね？」

「ああ。今日だって佳奈ちゃんが来てくれるしな」

「他ほかの人も来るよ」

「もちろん、わかってる。だから別にその娘こたちをがっかりさせる気はないって」

　シーナはそう言いながら健一が座すわってる椅い子すの向かいに座る。本当にわかってるのかなあと思ったが、まあ、元々、佳奈の気を引くためのバンドなんだからわかってなくてもいいのかもしれない。他の娘たちには悪いけど、そういう下した心ごころだけで結けつ成せいされたユニットなのだ。

「で、休きゆう憩けいしてから行くわけ？」

「ん？　いや、休憩は必要ないんだけどな。でも少し待とう」

「……なにそれ？」

　健一はシーナが何を企んでいるのか、改あらためて考えてしまった。でもまだそれを理り解かいするにはパズルのピースが足たりない感じだ。

「じゃあ、私わたし、バイトに行ってくるから」

　ドアの向こうから冴子が顔を見せてそう告つげた。その瞬しゆん間かん、最後のピースが向こうから転ころがり込んできたのを健一は理解した。

「まさかと思うけどさ……」

　そしてそれを確認しようと思ってシーナの顔を見る。だがもう答えは聞くまでもなさそうだった。冴子の後ろ姿を見送るシーナの顔は明らかに悪あくの香かおりを漂ただよわせていた。

「おそらく、そのまさかだな」

　そのまさかというのは、つまり、冴子のバイト先を突つき止めるということだ。

「……ダメだろ、そういうのは」

「なんで？　お前は知りたくないのか？」

　そう言いながらシーナは立ち上がる。しかもそれは健一を説せつ得とくするため、威い圧あつするためではない。冴子を追いかけるためだ。

「そりゃ知りたいとは思ってるけど、でもだからってこういうことをしちゃいけないって」

　健一はそれに気づいてシーナの肩かたを摑つかんでそれを阻そ止ししようとする。

「そうか。だったらお前はここで待ってろ。俺だけで行く」

「ダメだって言ってるだろ！　八や雲くもさんの時に反はん省せいしたんじゃないのかよ？」

「あれはあれ。これはこれだ。とにかくお前がどれだけ反対したって、俺は行くぜ」

　でもシーナの決心は無む駄だに固かった。健一の静せい止しを振り切るとリズミカルな足あし音おとを立てて、１３０１を出て行く。

「シーナ！」

　それを健一も追いかけるが、シーナは逃にげ足が速かった。廊ろう下かに出たかと思うと、そのままひょいひょいっと階かい段だんを駆かけ下りて行く。距きよ離りは縮ちぢまらない。見失わないように追いかけるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「シーナ！」

　だから呼びかけるしかない。でもシーナが止まる気け配はいはしない。それぐらいで止まるなら初めから苦く労ろうはない。

「健一！　お前も素す直なおになれ！　管かん理り人にんの時も言ったが、本当に秘ひ密みつにしないといけないようなことだと思うのか？」

「そりゃそうだけど……」

　でも心の準じゆん備びができたら自分から言うと冴子は言っていたのだ。それを待たずにこうやって追いかけて調べるなんて……健一には許ゆるせることではなかった。

「でもダメなんだ。そんなことしたらダメなんだ」

　だから追っかけるしかなかった。どうしても止めなければいけない。それだけで頭の中はいっぱいになっていた。




「はぁはぁ……お前もなかなかしつこいな……」

　シーナを捕つかまえることができたのは、かなり走った後だった。駅の向こうの商しよう店てん街がいの、少し脇わき道みちを入った辺あたり。そこでうろうろしているシーナを見つけて羽は交がい締じめにした。

「しつこいのはシーナの方だろ？　俺が何度もダメだって言ってるのに」















「だからってこんなに追い回すか？　おかげですっかり有馬冴子のこと見失っただろうが」

　シーナはそう言いながら暴あばれたが、途と中ちゆうで観かん念ねんしたらしく力を抜ぬいた。なので健一はシーナを放はなす。見失ってしまえば、とりあえずは安心だったからだ。

「……見失って良かったんだよ」

「なんで？　俺は逆ぎやくになんでそこまでこだわるのかがわからないけどなあ。そりゃ有馬冴子は恥はずかしがるかもしれないけどさ。そこまでして守らないといけない秘密なのか？」

　シーナはかなり不ふ機き嫌げんそうにそう尋たずねる。健一はそれで少し冷れい静せいに考えてしまった。

　多分、バイト先がどうこうではないのだ。もちろんそれを秘密にしたいという冴子の考えを尊そん重ちようしたいという気持ちもある。でもそれより何よりバイト先があの十三階の外にあるからなのだろう。

　冴子は健一とは外では他た人にんとして振ふる舞まうべきだと言った。冴子のバイト先を調べることはそのことを否ひ定ていすることだ。

「……シーナと有馬さんは他人じゃなくてもいいのかもしれないな」

　シーナと自分のこの件けんに関する温度差はそこから生じている。自分は他人でいようと言われた。でもシーナは言われていない。言われていないだけで、冴子はそうするかもしれないけれど、でもシーナは確たしかに言われてないのだ。

「なんだって？」

「……そうだよな。俺はダメだけど、シーナが知るのはいいのかもしれない」

　だからそういう風にも思えた。冴子は別にシーナに釘くぎを刺さしたりはしてないのだ。

「なんだよ、それ？」

　健一がそう理解したのとは逆に、今度はシーナが戸と惑まどう番のようだった。

「シーナは有馬さんに、外では他人でいようって言われてないよな？」

　だから健一はそのことを確かく認にんする。

「言われてないぜ、実際」

「だったら有馬さんを追っかけてもいいんじゃないかな」

　素直にそう思ったわけじゃないけれど、なんだかそれを必死に否ひ定ていする自分が惨みじめに感じてしまう。自分はあんなにもはっきりと言われたのに、シーナはそうではないのだ。

「……ま、今いま更さら、そんなこと言われてもな。さすがに俺もテンション下がったぜ」

「そっか、ごめん」

　健一はでもまあ、これで良かったのかなと思う。冴子のバイト先を調べるのを力ずくで止めようとしたのが間ま違ちがいだったのだ。

「こんなところで何をやってるのかね、君たちは？」

　でも話はそこで終わってくれそうになかった。そんな自分たちを見かけて、話しかけてくる人間が現あらわれたのだ。

「……八雲さん」

　しかもそれは刻とき也やだった。健一は彼の名前を呼んだ後は完全に言葉が詰つまった。この状じよう況きようを説明するのはさすがに気が乗らなかった。だからなるべく穏おん便びんに済すませたいと思う。

「そっちこそ、なにしてるわけ？」

　でもシーナはそうは考えてくれなかった。いきなりつっかかる。

「私はいつものようにバイトに行く途中だが、君たちが口こう論ろんしてるのが見えたのでね」

「だったらバイトに行ったらいいだろ？　これは俺と健一の問題だぜ」

　シーナは別に悪気はないのだろう。でもそれは刻也の感情を逆さか撫なでしたみたいだった。

「そうだと言い切れるなら人から見えないところでやってくれたまえ」

「マンションの外でも管理人気取りかよ」

「管理人気取りではない。君たちを心配して言ってるのだ」

「誰だれが心配してくれって言ったよ！　俺が友達を困こまらせて、それで途と方ほうにくれてるからって、だからってお前に助けなんて求めてないだろ？」

「君が何をして絹きぬ川がわ君を困らせたかは知らないがね、そういう言いぐさは世せ間けんでは逆ギレと言うのだよ。困らせたとわかってるなら、なぜ素直に謝あやまれないのだね」

　そして二人は次し第だいにエスカレートしていく。それを健一は見ていることしかできなかった。

「はい、そこの三人、ストップ、ストップ」

　そんなところにまた一人の人間が現れたようだった。柔やわらかい女性の声。それでシーナも刻也も毒どく気けを抜ぬかれた顔になり、声のした方を見た。

「何が原因かはわからないけど、ケンカはダメよ？」

　その口く調ちようは決して強くはなかったが、でも言葉を失っていた三人には十分な効こう果かがあった。

「……はい」

　自然と三人は同じ言葉でそれに応こたえていた。

　少し落ち着いて見ると、その女性はけっこう背の高くて細いシルエットの人だった。髪かみは短くしていて、あまり色っぽいという雰ふん囲い気きではなかったが、でも声から受けるとおり、優やさしげな顔つきの人だった。年は二十代の半なかばくらいだろうか。若わかいがどこか落ち着きのある人でもあった。

「何か話したいことがあるならもう少し落ち着いた場所で静かにしなさい」

「そうですね」

　そしてやっぱりどこか反論を許さない不ふ思し議ぎな説せつ得とく力りよくのある話し方をする人だった。健一はそれでなんとなく日ひ奈なの母、波は奈なのことを思い出した。少しタイプは違うが、印いん象しように反はんしてけっこう主しゆ張ちょうの強いイメージが重かさなって思える。

「それとも、もう落ち着いた？」

「……だと思います」

　そう答えたのは刻也だった。シーナは最初に「はい」と言った後はずっと無む言ごん。ヘビに睨にらまれたカエルとはこういうことなんだろうかと健一は思う。

「そう。でも少し時間があるなら、もうちょっと和なごんでいくのもいいと思うわよ」

「そこまでご迷めい惑わくをかけるわけには」

「そっちの帽ぼう子しの子はまだなんだか納なつ得とくいかなげだけど」

　そう言って女性はシーナの顔を見る。

「そ、そんなことないぜ？」

「そうかしらね。私には無む理りしているようにしか見えないけど」

　そしてそれが勘かん違ちがいではないことを確認するためなのか、その女性は健一の方を見る。

「あなたもそう思うでしょ？」

「あ、はい」

「じゃあ、決まりね。あなたたちは私のお店でコーヒーを飲んでゆっくりしていきなさい。ブレンドなら奢おごってあげるから」

「はあ……」

　健一は最初に感じた通りだなと思う。柔らかい話し方ながら、やはり強ごう引いんな人だった。きっと最初からそうするつもりだったのだ。

「……別にコーヒーなんか飲みたくないぜ」

　なのにシーナはそれに抵てい抗こうを試こころみる。

「私の店をその辺の喫きつ茶さ店てんと一いつ緒しよにしないでくれる？」

　不ふ意いに女性は厳きびしい口調でそれを告つげた。やはり見た目ほど優しい人ではないのだ。

　だから健一はもう逆らうのは無む駄だだろうと理解した。

「ではお言葉に甘あまえさせていただきます」

　そして刻也も同じ結論に達したらしい。

「あなたは礼れい儀ぎの正しい良い子みたいね」

　女性はそう言うと刻也の手を摑つかんで歩き出した。刻也はそれに戸と惑まどいながら従したがい、健一も続いた。

「……わかったよ。俺も行けばいいんだろ、俺も」

　そしてそれでシーナも渋しぶ々しぶだが従うことにしたみたいだった。




「……絹川君？」

　自分の名前が呼ばれた時、健一はサ──っと血の気が引くのを感じた。

　その女性によって連れていかれた口論してた場所と目と鼻の先にあった喫茶店に知っている人がいるとどうして思わなかったんだろうと思う。

　コーヒーの匂においが気になるとこの間、聞かされていたのを今いま更さら思い出した。

「…………」

　喫茶店で待ち受けていた店員はエプロンをつけた冴子だった。他人のそら似にじゃない証しよう拠こに彼女は自分のことを知っていた。しかもそれを口に出した。

「あら？　知り合いなの？」

　冴子の言葉に健一たちを引き連れてきた女性は不思議そうな顔をして、それから健一と冴子の顔を見み比くらべる。

「ク、クラスメイトなんです。ただのクラスメイトです」

　冴子は明らかに動どう揺ようしている態たい度どで、そんなことを告げる。考えてみたら他人の振ふりをするということだったんだから、たとえバイト先に健一が現れてもいつものように無む視しすればよかったのだ。

「クラスメイトで絹川君ね……ということは、あなたがあの絹川君なのね。私は古こ西にし早さ苗なえ。この喫茶店のマスターってことになるかしら」

　早苗はどこからか健一の話を聞いていたらしい。健一はそれを不思議に思うしかなかった。冴子が健一の話を早苗にするとは考えられなかったからだ。

「は、はじめまして、絹川健一です」

　でも今はその疑問は置いておいて挨あい拶さつをすることにする。

「噂うわさはかねがね。なるほどなかなかの美少年ね」















「……その噂というのは有馬さんから？」

「え？　違うのよ？　冴子ちゃんはそんなおしゃべりな子じゃないわ」

　それは納得するところだが、じゃあどうして知ってるんだろうという疑ぎ問もんがぬぐえない。

「えっと私のおば……じゃなくて母の妹いもうとさんから聞いたの。美少年の高校生と友達になって時々、水ようかんを一緒に食べてるって」

「水ようかんってことは……波奈さんのことですか」

　早苗の母の妹、友達、そして水ようかんとくれば誰かわかる。そしてさっきからなんとなく感じていたことも間違ってなかったことも。

「ええ。うちのお得とく意いさんなのよ。まあ時々たかろうとするけど」

　早苗はそう言って笑ったが、健一はどういう顔をしたものだろうと思ってしまう。

「……そ、そうなんですか」

「それで、そちらの眼鏡めがねの人もクラスメイトさんかしら？」

　そして早苗は今度は残りの二人に興きよう味みを持ったらしい。

「はい。八や雲くも刻とき也やと言います」

「八雲刻也君ね。それじゃそっちの帽ぼう子しの子も？」

「……俺は違うぜ、本当」

　シーナは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな態度を見せていた。さっきから妙みように静かだなと思っていたが、実は二人は顔見知りなのかもしれない。そう健一は気づいた。

　なにせ早苗は波奈の姉の娘むすめで親しん戚せきなのだ。シーナとはともかく日奈と早苗は何度となく会ったことがあるはずだ。

「それはごめんなさい。それで、お名前は？」

「シーナ。謎なぞのロックミュージシャン。それ以上でもそれ以下でもなし」

　そしてシーナはだから早苗とあまり話をしたくないようだった。正体がバレるのを恐おそれているのだろうか。

「へえ。ロックミュージシャンなの。この二人とはどういう関係なの？」

　なのに早苗は容よう赦しやなく質問を続ける。

「健一が俺のバンドのパートナー。シーナ＆バケッツって名前で……」

「シーナ＆バケッツ？　聞いたことあるわ、その名前。それであなたがそのシーナの方ってわけね？」

「そうだぜ、本当」

　シーナはもう話を切り上げたくてしょうがない様子だった。

「二人はストリートミュージシャンなのよね？　この辺あたりでライブしてるのよね？」

　でもむしろ早苗は目をキラキラと輝かがやかせて食いついてくる。

「話は話として、とりあえず、あの……コーヒーを飲みたいんですけど……」

　でも本当にシーナが不ふ憫びんな気がしてきたので、健一はそう言って早苗の興味を逸そらした。

「あ、ごめんなさい。つい、ちょっと今、興味のある話題だったから」

　そしてそれは成功だったらしく早苗は慌あわててカウンターの中の方へと歩き出した。でもそれで稼かせげた時間はそんなに長くはなかった。

「はい。ブレンド三人前」

　早苗はさすがはプロという手さばきだった。ブレンドがすでに淹いれてあったこともあって、あっと言う間に用意は終わってしまった。

「どうぞ。ブレンドです」

　それを冴子が席に着いた三人に持ってくる。口調や態度は完全に接せつ客きやく中ちゆうという感じだった。

「ど、どうも」

　健一はそれが仕事中だからだとはわかっていたが、やっぱり気になってしまう。別に他に客がいるようでもない。早苗も堅かた苦くるしいことを言うような人間とも思えない。なのにこういう態度を冴子が見せたのは……やっぱり怒おこっているからなのではないか？　そんな疑ぎ念ねんがぬぐえない。いくらなんでもここに三人がいるのが単なる偶ぐう然ぜんだなんて思ってないだろうし……。

「…………」

　でも確かめようにも、冴子は教室で見るのと同じ顔をしていてさっぱり表ひよう情じようが読めない。

「で、絹川君？」

　そして周まわりの状じよう況きようもそれを許してくれないらしい。早苗がカウンターの向こうから話しかけてきた。別に作業をしているようでもないが、そこが彼女の定位置らしい。

「はい？」

「あなたはそのシーナ＆バケッツのバケッツなのよね？」

「はい。そういうことになってます」

「バケッツってのは名前の通り、バケツかぶってるってのは本当なの？」

「はい。そうです」

「それはライブに行けば観みれるわけなのかしら？」

「……ええ、そうですね」

「今度、観に行ってもいい？」

「い、いいですけど……」

　本当はあんまり知った顔に来て欲しくないのだが、ストリートライブだし拒きよ否ひする権けん利りは自分にはないと健一は思う。

「あ、別に興味本位で言ってるわけじゃないのよ？　取材かな？」

「取材、ですか？」

　なんで喫きつ茶さ店てんのマスターがシーナ＆バケッツを取材する必要があるんだろうか。さっぱりわからない。

「ま、ちょっと物もの書かきもしててね」

「そうなんですか。多た才さいな方なんですね」

　健一は素直にそう思った。コーヒーは自分には薄うすくて物足りないが、それでもその辺の喫茶店とは一ひと味あじ違うのはわかる。これだけのコーヒーを淹いれられるのに、文章を書く仕事もしてるなんて、天は二に物ぶつを与あたえずなんて言うが、そんなこともないらしい。

「まあ、文章の方はほどほどですけど」

「そんなこと無い気がしますけど」

「言葉が上う手まいんだから。さすが波奈さんのお気に入りという感じかしら。いや、でも本当、身近にすごい人ばっかりいたからそれがもうずっとコンプレックスなのよ」

「……そういうものですか」

　すごい人ばっかりと言われると、なんとなく自分の置かれてる状況と似にているのかなと思ってしまう。まあ自分はそんなにコンプレックスを感じてたりはしないけれど、要するに綾あやと蛍けい子この関係みたいなものなのだろうか。蛍子だって十分すごいけれど、綾と一緒のクラスにいたら自信を失うとかそんな感じなのかなと思う。

「ごちそうさまでした」

　そんな会話をしている間に刻也はコーヒーを飲のみ終おえたようだった。

「お代わりいる？」

　早苗がそんなことをさっと尋たずねてくる。

「いえ。ありがたい話ですが、これからバイトがありますので、今日きようはこの辺で失しつ礼れいさせていただきたいのですが」

「バイト？　どんなバイトをしているのか失礼でなければ聞かせてくれる？」

「国道沿ぞいのファミレスでウェイターをしています」

「おおっ。それってちょっといい感じじゃない？」

　早苗はそう言って目を輝かがやかせる。

「そうでしょうか？」

「そういう仕事好きなの？」

「別にそういうわけではありませんが。高校生の私を雇やとってくれる職しよく場ばというのも限られてますから、そこで働はたらかせてもらっているのです」

「そう。じゃあ今度からうちで働かない？」

「……それはどういう意味でしょう？」

「私、あなたのこと気に入ったから、そのファミレスよりも好こう待たい遇ぐうでここで雇いたいの」

「ここで、ですか？」

　刻也が店内を見み渡わたすのが見えた。それで健一は刻也が何を思ってるのかわかる気がした。

「確たしかに素す敵てきなお店だと思いますが、正直言いまして、自分が必要とは思えません」

　それを刻也は率そつ直ちよくに口にした。

「まっ。なかなか鋭するどい指し摘てきだわ」

「申し訳ありません」

「いえ、いいのよ。本当のことだし。でも冗じよう談だんで言ってるわけじゃないのよ？　時じ給きゆうはファミレスより出すし、仕事が無いときは自由にしててくれてもいいし、実際、かなりの時間、自由に使えると思うわ」

「ありがたいお話ですが、今のバイト先の店長さんにはよくしてもらってますので、やはりそこを辞やめることはできないのです」

「そう……でも、そういうところも私は気に入っちゃったな」

　早苗がそれで納なつ得とくしかけたところで沈ちん黙もくを守っていたシーナが口を開いた。

「こいつは真ま面じ目めそうな顔してるけど、彼女と一緒にバイトしたいだけのむっつりスケベなんだぜ、本当」

「む、むっつりスケベとはなんだね！」

　それに刻也が反応を示す。

「違ちがうのかよ？」

「ち、違わないかもしれないが……いや、違うし、君に言われたくはない」

「俺はオープンだぜ。揉もみたい乳はいつでも揉むタイプだぜ」

「ほほう。それは初はつ耳みみだな」

　そしてまた口論が激げき化かしそうになる。

「いいじゃない。むっつりスケベ」

　でもそこにまた早苗が柔らかく割り込んできた。

「は？」

　刻也もシーナもまた毒どく気けを抜ぬかれた形かたちになる。

「いいんじゃない？　可愛かわいい彼女とファミレスでバイトなんて素す敵てきじゃない。ま、個こ人じん的てきには男の友達とかの方がいいけど」

「別にそういうことを意い図としているわけではないのですが。彼女と一いつ緒しよにバイトをしているのはあくまで結果です」

「彼女のことを心配してるなら、その娘こも一緒でいいわよ。さすがにバイト三人は一緒にはいらないから、二人ずつのローテーションってことになるけど」

「いえ。お気き遣づかいは嬉うれしいですが、やはり私は今の職場が良いのです」

「そう。でも気が変わったらいつでも言ってね」

「はい。そのことも含ふくめ、今日は色々とどうもありがとうございました」

　刻也はそう言って頭を下げると、席を外はずす。

「いえいえ、どういたしまして」

「それではお先に失礼させていただきます」

「バイトの件は別にしてまた来てね」

「はい。今度はしっかりとお代も払はらわせていただきます」

「いいのよー。八雲君ならいつでもタダで」

　どこまで本気なのか早苗はそんなことを言って刻也を送り出した。

「それで絹川君はお代わりはいる？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「お代わりもタダだから遠えん慮りよしなくてもいいのよ？　冴子ちゃんのバイト代からさっぴくとかそんなケチなことしないから」

「……ははは」

　いまいち冗じよう談だんに聞こえなかったので笑いづらいものを感じる。波奈の親しん戚せきならそれくらいのことはしてもおかしくないと思えてしまう。

「そう言えば、絹川君はバイトとかしてないの？」

「僕はしてないですね……しようと思ったことはあったんですけど、ライブもあるし」

「そう。ところで絹川君は料理が好きだったりする？」

　その質問は何かバイトの適てき性せいを試ためすようなものだろうかと思った。

「ええ、まあ、それなりに。母が料理しない人だったので、自分が担たん当とうしてましたから」

「へえ。それはいいわね」

　でも早苗は健一の答えに目をキラキラさせるだけで、別にそれ以上の話はないらしい。

「ここで料理を出したいって話なんですか？」

「え？　いえ？　ここはコーヒー専せん門もん店てんだから」

「あ、そうなんですか」

「ああ。でもやっぱりケーキくらいは出した方がいいのかしらね。どう思う？」

「喫茶店って言うと、ケーキセットとかあるイメージですよね。あとはサンドイッチとか」

「そうか、そうよねえ。冴子ちゃんはどう思う？」

　早苗は不意に冴子の方に話題を振ふった。

「え？　えっと……そのお店、お店の方針でいいんじゃないかと……」

「とは言え、コーヒー専門店なのも、私がコーヒーしか淹いれられないからだしなあ。どっかから仕入れればいいかしら。幹みき久ひさに頼たのんでみるかな」

　それはきっとただの独ひとり言ごとだったのだろう。でも健一は聞いたことのある名前に反応してしまう。

「幹久って……『モン・サン・ミシェール』の？」

「ええ。幹久もこっちに戻ってきてるのよね？」

「どこに住んでるのか知りませんけど、近くにお店がありますよね……というかお知り合いなんですか？」

「高校の時の後こう輩はいだったのよ」

　その返事に健一は、すごい人ばっかりでコンプレックスを感じていたという早苗の言葉の意味が少しわかった気がした。

「それじゃもしかして錦にしき織おりさんとも知り合いなんですか？」

「錦織って……エリちゃんのこと？」

「やっぱりそうなんですね」

「私は絹川君とエリちゃんが知り合いなのに驚おどろいたわ。世せ間けんって狭せまいのねえ」

　早さ苗なえは感心したように呟つぶやく。もしここで蛍子の婚こん約やく者しやが荊いばら木き圭けい一いち郎ろうだということを話したらもっと驚かれるだろうとも思ったが健一はその名前を出すのは止やめた。いずれわかることだが、冴子やシーナの前で言う気にはなれなかった。

「ま、そんな大たい層そうな話じゃなくても、絹川君は波奈さんの友達で、佳奈ちゃんのクラスメイトなんだものね」

「そ、そうですね」

「そう言えば、日奈ちゃんとはどうなの？　同じ学校ではあるのよね？」

　そして当然と言ってもいい疑ぎ問もんが早苗の口から飛び出してきた。

「知らないぜ、そんな女、本当」

　それに聞かれてないはずのシーナが答える。

「シーナ君は別の学校なのかしらね」

「俺は謎なぞのロックミュージシャンだぜ、本当」

　そして完全に墓ぼ穴けつを掘ほった形でシーナが答える。というか気づくと、なんだか本当を連発しているみたいな気がする。知らぬ間に封ふう印いんは解とけてしまったらしい。

「で、どうなの、絹川君？　なんだか夜遅おそくに一緒に帰ってくるとかなんとか聞いたけど」

「いや、その、その辺はちょっと錦織さん繫つながりで……」

　しかしそれはいったい何のことだろうと健一は自分でも疑問に思ってしまう。しかもさっき、自分はバイトをしてないと答えてしまったばかりだったのも思い出す。

「日奈ちゃんって変な娘でしょ？」

　でも早苗の話したいことはそういうことではなかったらしく、それ以上の追つい及きゆうはなかった。

「そ、そうですか？」

　健一ははっきりしない返事をしながら、ちらりとシーナの方を見た。

「なんだよ？」

　でも、睨み返されただけだった。

「最近は会ってないからわからないけど、佳奈ちゃんとは違ってなんかおかしなところあったわよね」

　なのにその意味がわからない早苗はさらに話を続けてしまう。

「……そうなんですか？　僕はそんなことないと思いますけど」

「そうならきっと猫ねこかぶってるんでしょうね？　あの娘はなんだか時々、エッチな目で人を見てるような気がするのよね。エッチな目というか……男の人みたいな……同じ？　一緒にお風ふ呂ろに入った時とか、なんかすごく一生懸けん命めい、私の胸とか見てて、あれれ？　って感じなのよ」

「そ、そうなんですかね？　僕は男なのでちょっとよくわからないですけど……」

　一応口では否ひ定ていしてみるが、どう考えても早苗の観かん察さつは正しいので反はん論ろんしづらい。

「でもその割に佳奈ちゃんと同じことを考えている振ふりをするのよね」

「振りって……」

「コーヒーにしても一人で飲む時は砂さ糖とうをたっぷり入れるの。でもね、佳奈ちゃんと一緒の時はちょっとしか入れないで、苦にがーいって顔するのよ。本当は日奈ちゃんは甘あま党とうなんじゃないかなあって私は思うんだけど、絹川君はそう感じる時はない？」

「ど、どうですかね……」

　そう言えば、実はあんまん派はだけど、佳奈が肉まん派なので我が慢まんしてるとか言ってた気がする。ということはやっぱり早苗の言うとおりなのだろう。

「も、もういいだろ、そんな誰だれとも知らない女のことはっ」

　そして痺しびれを切らしたのか、シーナが会話に割わり込こんできた。

「……まあ、私たちの共通の知り合いなんだけど、シーナ君には関係ないことだったわね」

　早苗はそんなことを言うが、実際にはシーナと関係がありありだったりする。

「そうそう」

　でもシーナはもちろんそのことを正直に言ったりしなかった。

「じゃあ、バンドの話の続きをしましょうか」

「あんたに話すことなんてないぜ、本当」

　しかも早苗が話を合わせてくれたというのにそんな態たい度どを見せる。

「そう？　じゃあ絹川君に聞こうかな」

「え？　俺ですか？」

「そのシーナ＆バケッツって言うのはどこでやってるの？」

「比ひ良ら井い駅前の公園で大体平へい日じつの夜にやってます」

「けっこう近くなのね」

　早苗のその反応はどうやら来る気であるらしい。

「それなりに人がいるので、取材なら少し遠くから見てた方がいいかもしれませんよ」

　だから健一はそんな忠ちゆう告こくをしておく。

「そういうもの？　やっぱりそういうのって中高生が多いのかしらね」

「そうですねえ。初日はゲリラ的てきに駅前でやったので、おじいさんとかも聞いてくれてましたけど、わざわざ聞きに来てくれるのは高校生っぽいです」

「しかも女の子ばかりってわけね」

「……ですね」

「絹川君なんてモテるんじゃない？　ファンの女の子と仲良くなっちゃったりとか」

「僕はそういうのは……」

「あら？　そうなの？　バンドとかって女の子にモテたくてやるものじゃないの？」

　まあ、そういうケースもあるだろうけど、早苗の言い分は直ちよつ球きゆうだなと健一は思う。

「僕はバンドを組む前から彼女がいますから」

　そう言いながらなんとなく健一は冴子の方を見てしまう。でも冴子の方は店の奥おくの方で椅い子すに座すわってじっとしているだけだった。

「ということはその娘に良い所を見せたくてやってるのね？」

「いえ。彼女は一度来てくれたんですけど、そういうのは苦にが手てだって話でそれ以降は……」

「……ふむ」

　早苗は短く呟つぶやくと真しん剣けんに考え事を始めてしまった。まあ、端はたから見ると確かに妙みようなことをしているんじゃないかという気はする。

　途と中ちゆうからはシーナを応おう援えんするためという理由が出来たが、最初は言われて仕し方かたなくみたいな感じだった。しかも応援する理由にしたって他人から見たらなんのことかわからないだろう。

「じゃあシーナ君が女の子にモテたくて、絹川君はそれに付き合ってあげてるのね？」

　でも意外に早苗の推すい測そくは的まとを射いていた。

「そんなところですかね」

　だから健一としてはそういうことにしておこうと思うのだが、シーナは不ふ満まんだったようだ。

「ちげえよっ」

　わめくように否定の言葉を口にする。

「……そうなの？」

「俺は女の子にモテたくて、歌ってるんじゃないっ！」

　シーナの言い分を聞きながら健一はそうだったかなと思う。確か、彼女が欲ほしいとかセックスがしたいとか言ってた気がする。

「じゃあなんでバンド活動してるの？」

「俺は佳奈ちゃんのために歌ってるんだ」

　そのシーナの言葉は噓うそではなかったが、なんというかあまり適てき切せつではない気がした。

「佳奈ちゃん？　佳奈ちゃんって、窪塚佳奈ちゃん？　波奈さんの娘さんの？」

「……そ、そうだぜ、本当」

　それでシーナはつっこまれて困った顔をする。さっき日奈のことなんか知らないと言ったのに佳奈の名前が出てきたら、早苗だって不ふ思し議ぎに思うに違いない。

「そうか、佳奈ちゃんが聞きに来てるわけね」

　でも早苗が気にしているのはその辺あたりの矛む盾じゆんではなかったらしい。

「佳奈ちゃんは俺にメロメロだからな」

「じゃあ行くの止めようかな」

　早苗はシーナの言葉を聞き終わる前にそんなことを呟き、なんだか苦にがい顔かおつきを見せる。

「どうかしたんですか？」

　健一はそれが気になって尋たずねる。

「え？　いや、そのね、まあ嫌きらいってわけじゃないんだけど……苦手なのよ」

　早苗は苦笑いを浮かべながら、そんな答えを返す。

「佳奈さんのことがですか？」

「別に悪い子じゃないし、むしろ普ふ通つうの子なんだけどね。私はどっちかというと変な子の方が好きかな。佳奈ちゃんって可愛かわいいから、普通なのが当然だと思ってるところがあるでしょ？」

　早苗のその言葉に健一は色々と思い当たるところがあった。

　佳奈は正しい。そう感じながら、居い心地ごこちの悪かった時があった。それは佳奈が本当に正しかったからなのだ。でも健一は普通の考え方では生きていない。だから正しいことを言われても、違い和わ感かんを覚えてしまっていたのだ。

「……そうですね」

　そして冴子が最近、元気な理由もわかるような気がした。

　早苗は自分や冴子に近いのだ。十じゆう三さん階かいの住人たちのようなどこか変な人なのだ。同じように変なわけではないけれど、変な人がいることを知っている。

　早苗は冴子を物もの静しずかな普通の女の子だと思っているわけではない。どこまで知っているのかはわからないけれど、早苗はちゃんと訳わけありと知っていてくれている。だから冴子はここに安あん心しんしていられる。

「んなことねえよっ」

　でもシーナにとってはここは居心地の悪い場所だったらしい。それも健一にはわかる。

　佳奈のことを悪く言う、日奈の知り合いがマスターなのだ。

　でも今日ばっかりは健一もシーナに同情する気にはなれなかった。なにせここに来ようと言い出したのはシーナだったのだ。冴子が嫌いやがるだろうからと反対した結果なのだ。これはそんなシーナへの罰ばつだろうと思う。

「そろそろ帰ろうか、シーナ。いつまでもお邪じや魔ましてるのも悪いし」

　そしてそれももう十分だろうと思って健一はその場を去さることにした。

「あら、いいのよ？　どうせお客さんなんてほとんど来ないんだから」

　早苗は遠えん慮りよしなくてもいいと言ってくれたが、それでもそろそろ限げん界かいだろうと思った。シーナは早苗と話したくなさそうだったし、健一は健一で冴子のことが気になっていた。

「いえ、ライブの準じゆん備びもありますから。な、シーナ？」

「ああ、そうだな。ライブの準備があるからな」

　だから二人はお礼だけ言って店を出る。

「また、いつでも来てね」

　そんなことを早苗は言ってくれたが、きっと自分は来ないだろうなと健一は感じた。

　少なくとも冴子がいる時には。それだけは確かなことだろうと思えた。




　　　　○




　ライブが終わった頃ころには、シーナは早苗と会ったことをすっかり忘れてしまっているみたいだった。

　佳奈と話せば嫌なことなんてどうでもよくなるのかもしれない。

「……はぁ」

　でも健一はそういう風には思えないし、思わせてくれる相手もいない。

　正しよう直じき、足あしが重おもかった。十三階へと続つづく階かい段だんを上のぼるのが辛つらい。それはライブで疲つかれたとか、その前に余よ計けいなことをしてたので消しよう耗もうしたとかではなく、冴子と顔を合わせなければいけないことがわかっていたからだ。

　しかも刻也はバイトでまだ帰ってきそうもない。綾は昨日きのうあたりから作さ業ぎようをすると言ってこもっている。シーナは佳奈といちゃいちゃしていた。だから１３０１にいるとしたら冴子だけなのだ。

「有馬さん、怒おこってるだろうな」

　言葉にするともう足だけではなく体ごと重くなる。

　冴子は外では知らない振ふりをするように言っていた。そして冴子はバイトのことはもう少し秘ひ密みつにさせて欲しいと言っていた。その二つを健一は今日一日でどっちともあっさり否ひ定ていしてしまったのだ。

　確かに自分の意い志しではなかったかもしれない。シーナがそうしようとした時、健一は反はん対たいした。でもだからって自分が悪くないとは思えなかった。

　理由はどうあれ、冴子の触ふれて欲しくなかった部ぶ分ぶんに自分は触れてしまった。それは確かだし、それで責せめられるのであれば、それは甘あまんじて受けねばならない。

　でも、それはあくまで理り屈くつの話だ。気持ちはそれを恐おそれ、逃にげたいと告つげていた。

　冴子が怒っているだろうことは間違いない。でもそれを確かめたくはなかった。本当に怒っている冴子と二人きりで話すなんて想そう像ぞうするだけでも辛つらかった。

「でも……俺のせいだもんな」

　それでも階段は上っていればいずれは十三階に着いてしまう。そして十三階に着けば１３０１へはもうすぐだった。足あし取どりは重くても、いつもよりずっと距きよ離りを感じても、冴子はもうすぐそこにいる。ドアを開けたらその向こうにいるのだ。

「こ、こんばんは」

　健一は意いを決けつして１３０１に飛とび込こんだ。実際には普通に入っただけだが、それくらいの気持ちでなければ、いつも当たり前のようにしていることが出来なかった。

「こんばんは？」

　冴子の声が返ってきた。健一の言葉を不思議に思ったらしい。言われてみると普ふ段だんと違う挨あい拶さつをしていた。

「……ただいま、でしたね」

「お疲つかれ様さま、絹川君」

　冴子は怒ってるようには見えなかった。むしろ楽しげだ。健一が間ま抜ぬけな挨拶をしたので笑っているのかもしれない。それくらいの明るさは感じられた。

「…………えっと」

　健一は予想外のその対応に言葉を失うしなってしまう。

「どうしたの？」

　冴子は冴子で、健一がそういう態たい度どを示しめす理由がわからないらしい。

「いえ、その……怒ってるんじゃないかって思ってました」

　だから健一は素す直なおにそう言いながら、少しホッとした気持ちで冴子の前の席に座すわる。

「……前もそんなこと言ってた気がする」

　冴子はそう言いながらその時のことを思い出しているみたいだった。

「そうでしたっけ？」

「窪塚さんを家まで送ってきた時かな」

「ああ……そうですね」

　あの時も自分は勝かつ手てなことをして冴子に迷めい惑わくをかけたと思っていた。でも実じつ際さいには冴子はそんなこと少しも思っていなかった。

「私、絹川君に怒ったことなんて……あったかな……」

「ない……ですよね」

　急に頑かたくなになることはあっても、冴子は怒ったりしたことはなかった気もする。

「というかね、私は絹川君が怒ってるんじゃないかって思ってたわ」

「僕が、ですか？」

「喫きつ茶さ店てんでも私の方を時とき々どき睨にらんでたように見えたけど」

　それはとんでもない誤ご解かいだろうと健一は思わずにはいられない。

「いえ、別に睨んでたわけじゃなくて……怒ってるのかなあって。というか有馬さんが僕に怒られる理由なんてないじゃないですか？」

「……あると思うけど」

　冴子はそれだけ答えると、口をつぐんだ。でも健一には何のことかピンとこなかった。

「私が言い出したことなのに、絹川君って呼んだでしょ？」

「ああ……」

　それは確かにそうなのだろうが、それで健一が怒ると考える理由がわからない。

「そうでしょ？」

「いや、でも、その……そもそもの原げん因いんは僕があの喫茶店に行ったことですし」

　それに別に望んで外そとで他た人にんの振ふりをしてたわけではない。冴子が話しかけてくれるのであれば、健一にはそれを拒こばむ理由なんてない。まあ、ツバメにあれこれ言われて首を絞められる原因になるかもしれないが、そんなことは比ひ較かく的てきどうでもいいことだ。

「でも絹川君が来たくて来た訳わけじゃないんでしょ？」

「……それはそうですけど」

　シーナのしたことだと言うのは簡かん単たんだが、止とめられなかった以上は同どう罪ざいだろうと感じる。

「早さ苗なえさんって強ごう引いんなところあるから」

　でも冴子が想そう像ぞうしていたのは別べつの人のことだったらしい。

「早苗さんの話……ですか」

　それで健一は冴子と自分のすれ違いの原因がわかった気がした。確かにそういうことなら冴子からしたら一いつ方ぽう的てきな落ち度ということになるだろう。

「え？　違うの？」

「いや、その言いづらいんですけど……早苗さんに見つかったのは偶ぐう然ぜんというわけじゃなくてですね……シーナが有馬さんのバイトのことが気になるって言い出して……」

「それで怒おこってると思ってたのね」

　でも冴子はやはり怒ったりはしなかった。

「ええ、それで僕も気になってたので……」

「だから八雲さんと三人で私のことを尾び行こうしてたってことなのね」

「それもちょっと違っててですね。シーナが尾行しようって言い出して、それを止めようとしたら逃げられたので追おっかけてたんです。それでやっと捕つかまえてシーナを叱しかってたら、そこに八雲さんが来てしまって……だから八雲さんは全然悪くないんです」

　そこだけははっきりとさせておかなければいけないと健一は思う。刻也まで自分やシーナと同じことをしたなんて思われてるわけにはいかない。

「でも絹川君は自分が悪いことをしたと思ってるのね」

　なのに冴子は健一の話だと思ったらしい。

「ええ、まあ……」

「前に絹川君が言ったことだけど」

　そして冴子にとってはその辺あたりの真しん相そうはどうでもよかったらしい。最さい初しよから冴子は別に健一のことを怒ってなかったし、怒りたいわけでもない。健一だけが勝手に怒られることをしたと思い、それを理解してもらわないとと思いこんでいただけだ。

　冴子はずっと別のことを考えていたらしい。

「あ、はい」

「クラスメイトなんだし無む理りして知らない振りをするなんて逆ぎやくに変へんよね」

「そうですね」

　冴子のその言葉は意い外がいではあったけれど、健一が昔むかし言ったことだ。今でもその通りだとも思ってる。冴子がそれでも知らない振りをするべきだと言っていたからそれにしたがっていただけだ。

「だからって急きゆうに仲なか良よくするのは変かもしれないけど、お互たがい顔くらいは知ってるはずなんだから、挨拶くらいはしてもいいんじゃないかって……思ったんだけど」

　冴子は言葉を続けるうちに、なんだか困ったなという表ひよう情じようを浮かべた。

「僕もそう思いますよ。クラスメイトなんですから、それでいいはずです」

　だから健一は冴子がまた考えを変える前に捕まえておかねばならないと感じた。そうしても誰も困らないのだから、そうするべきなのだ。

「そうよね。クラスメイトなんだし、いいのよね」

　冴子がそんなことを言い出したのは、間ま違ちがいなく早苗のおかげなのだろうと健一は感じた。もちろん今日のことがあったからこういう話になったのは事じ実じつだけれど、それはただの切きっ掛かけに過すぎない気がする。

　冴子はきっと外の世界で居い場ば所しよを見つけられたのだろう。それは学がつ校こうではなく、家でもなく、バイト先さきだったけれど。でもそれを得えたことで冴子は他の場所でも居場所を見つけられると考えるようになったのかもしれない。

「ええ、いいんですよ。僕もその方が嬉うれしいです。きっと八雲さんも」

「……八雲さんはどうかな」

「八雲さんも話しかけたのに無む視しされたから嫌きらわれてるのかなって心しん配ぱいしてましたよ」

「そうだったの……八雲さんはその辺り、わかってる気がしてるとばっかり」

「理り屈くつではわかってても……やっぱりショックだと思いますよ」

「それは、そうよね……なんで気づかなかったんだろう、私」

　そんなことを言って本当に困ってる様子を見せる冴子を健一はなんだか可愛かわいいなあと思ってしまった。普ふ段だんは大人おとなびた態度をとってはいるけど、やっぱり同じ年の女の子なんだと感じる。そしてそれがバイトや早苗のおかげなのだろうと思うと健一は嬉しいと同時に、なんとなく寂さびしいとも感じてしまう。

　冴子を助けてあげたい。そう思ったからこそ、健一は冴子をこの十三階に引ひき留とめた。でもそんな冴子を救すくったのは十三階の住人ではなく、バイト先のマスターだった。

　健一はもうそのことを考えるのを止めた。理由はどうだっていい。冴子が元気になってくれたなら、それでいいじゃないかと思うことにする。

　それがもしかしたら冴子が出て行ってしまうことを意味するとしても、十三階に住む人間はいつかは出て行かなければならないのだ。

　冴子が外に居場所を見つけて出て行けるのなら、それは喜んで送り出してあげなければいけない。自分が寂しいからって、冴子を引き留めてはいけない。それはわかっている。

「ああ、でも怒ってないんだったらもっとゆっくりしてくればよかったですね」

　だから健一はそれ以上気にするのは止めて、話わ題だいを変える。

「でも絹川君はコーヒーはあんまり好きじゃないのよね？」

「いや、別に嫌いなわけじゃないですよ。濃こいのに慣なれてて、普通のだと物もの足たりないってだけですから」

「早苗さんのコーヒーは美お味いしかった？」

「やっぱり薄うすいかなとは思いましたけど、何か一ひと味あじ違ちがうなってのは思いました」

「そう。だったら今度はブレンドじゃなくて、ちゃんと淹いれてもらうといいかも」

「……ブレンドはちゃんと淹れてないんですか？」

「そういうわけじゃなくて、ブレンドはすぐ出てきたでしょ？」

「そうですね」

「あの店だとブレンドだけは先に淹れてあるのよ。こだわりのない人にはさっと安やすく出すのもサービスなんだって早苗さんが言ってたの」

「でも何かこだわりがある人にはじっくりと淹れたコーヒーを出してくれるわけですか」

「そう。だから絹川君が濃いのじゃないとダメだって話せば、きっと早苗さんは絹川君が満まん足ぞくするコーヒーを出してくれると思う」

　健一はそんなことを話す冴子をやっぱり意い外がいだなと思った。こんなに人を褒ほめる冴子というのを健一は見たことがなかった。別に冴子は偏へん屈くつで他人のことに興きよう味みがないわけじゃない。でも冴子が他人について語かたる時は、なんだか後うしろ暗ぐらいというか、言いづらいけど言うしかないという雰ふん囲い気きがあった。

「……でも、また行ってもいいんですか？」

　だけど健一はそれを指し摘てきしようとは思わなかった。楽しげに話す冴子に言うこととはとても思えない。

「え？　だって早苗さんもまた来いって……言ってたわよね？」

　そして冴子は健一がなんでそんなことを聞いたのかわからなかったみたいだった。

「早苗さんじゃなくて、有馬さんの都つ合ごうというか……なんだか恥はずかしいみたいなことを言ってたから遠えん慮りよした方がいいのかなって……思ったんですけど」

「……えっと」

　冴子は言葉を詰つまらして、頰ほおを赤あかく染そめた。

「やっぱりダメですか？」

「ダメって言ったら早苗さんに悪いけど……その……」

　冴子は少しパニックに陥おちいってるみたいだった。早苗の店を自じ慢まんしたいという気持ちと、自分のエプロン姿すがたを見られるのは恥はずかしいという気持ち。その板いた挟ばさみで苦しんで、ますます顔を赤くする。

「じゃあ有馬さんがバイトじゃない日に行けばいいですか？」

　普段ならもっとすぐにそのくらいのことは冴子だって気づくだろう。そう思いながら、冴子が本当に困ってるので健一は助たすけ船ぶねを出してみる。

「……そ、そうよね。それでいいのよね」

　そして冴子は本当にホッとしたらしく、長ながく呼こ吸きゆうを吐はいた。

「じゃあ、そうします」

　健一はそんな冴子を見ながら、やっぱり元気になってるんだなと思う。でもそれをやっぱり寂しいと感じてしまった。




　　　　○




　でも健一はすぐに早苗の喫茶店には行かなかった。

　冴子がバイトをしていない時に行っても間まが持もたない。そんな気がしたからだ。

　しかもシーナは早苗を警けい戒かいして行こうとしなかったし、刻也を誘さそって行くというのもなんだか変な気がした。

　千ち夜や子こを連れて行くというのもやはり気が引ひけた。あの店はきっと幽霊マンションの十三階に近い場所だったからだ。外の世界にあるけれど、冴子がバイトをしているからこそ見つけた店だったし、シーナや刻也と一緒に行った場所でもあった。

　だから、行く機会が見つからなかった。早苗だけに用ようがあれば行くこともあるかもしれない。そんなことを思うだけで、日々は過すぎていった。




「健一さんは将しよう来らいの夢ゆめとかってあります？」

　聞かれた瞬しゆん間かん、なんだか不思議な質しつ問もんだなと健一は少し思ってしまった。

　でも冷れい静せいに考えてみると別段、これといったこともないものだ。誰もが大人になろうという時期に考えそうなことだ。

「将来の夢……ですか？」

　でも健一は自分がそんなことをろくに考えたことがなかったということに気づいた。だからこその違い和わ感かんだったのだろうけれど、それはやはり自分が少し変なのだろうと思う。

「はい。将来の夢です」

　学校からの帰り道。そんなことを真ま面じ目めに聞く千夜子というのは、いかにも彼女らしいという気がする。でもそんなことを思ったところで答えは出ない。

「……考えたこともなかったかもしれません」

　なので情なさけない気もしたが、素直にそう白はく状じようしてみた。それで千夜子ががっかりしたりするとは思えない。

「まあ、健一さんはなんでも出来ますからね」

「そうなんですかね？」

　また意外なことを言われた気がした。

「小学生の頃はともかく、将来の夢ってやっぱり得とく意いなことを活いかして考えたりするんじゃないですかね？　あれ？　逆ですか？　なりたいと思ってたものから、出来そうにないものが減へっていくのかもしれません」

「なるほど、そうかもしれません」

　でも健一には最初からなりたいものなんてなかった気がする。それが何な故ぜかはわからない。でも事じ実じつ、そうなのだ。

「たとえば、シーナさんと一緒にデビューしようとかそういうのは考えてないんですか？」

「……考えてないですね」

　言われてそれもなんだかあんまりだなあと思う。まあ、シーナ＆バケッツの活かつ動どうはそんなに先さき々ざきまでやるつもりはなかったのだろう。

　シーナが佳奈の気を引くために始はじめたものだ。それを将来の仕事にしていこうなんて野や心しんは健一にはまったくなかった。相あい変かわらず歌はシーナ任まかせだったし、自分が出来るのはハーモニカを吹ふくくらいだ。そんなんで将来は歌か手しゆになると考える自分とも思えない。

　そこまで考えて、なんとなく自分が将来の夢とか考えてない理由が健一にはわかった気がした。千夜子はなんでもできるからと言ったが、その逆だ。

　自分が何か大たいしたことが出来るなんて健一は思っていないのだ。

　千夜子が言った理り屈くつで行けば、もう何も残っていないのだ。なりたいものがあったのかも覚えていないが、なれそうなものというのが思い当たらないのだ。

「……その割わりに錦織さんの提てい案あんは断ことわったんだよな」

　健一はそれなら破は格かくの待たい遇ぐうで雇やとってくれると言われた時になんで断ってしまったんだろうと考えてしまった。でもそれも大した違いはないのかもしれないとも思う。

　それだけの給きゆう料りようをもらえるだけの仕事を自分は出来ない。そう感じたのだ。

「なんですか？」

　そんな思考も千夜子の質問で途と切ぎれる。我われに返る。

「いえ……ただの独ひとり言ごとです」

　でも改めて考えると、なんでこんなにも自分は自じ信しんがないのだろうと思う。誰にでも自じ慢まんできるほどの特とく技ぎはないけれど、絶ぜつ望ぼう的てきに苦にが手てなこととなると、それこそ恋れん愛あいに向いてないと思っていることくらいしかない。そのはずなのに。

「そ、そんなに変な質問でした？」

「え？　いえ、自分でも不思議なくらい考えてなかったので、なんでかなあ、と」

「そう、なんですか」

「というか、千夜子ちゃんは何かあるんですか？」

「わ、私ですか？」

　千夜子はやけに大げさに驚おどろいたように見えた。自分から振ふっておいて、それが返ってくるとは少しも思ってなかったのだろうか。

「千夜子ちゃんの夢って聞いたことなかったですよね」

「は、はい。言ってなかったと思います」

　なんだか千夜子はさっきより縮ちぢんでしまったみたいだった。何かあるのだが、それを言うのは恥はずかしいことなのかなと健一は思う。でもせっかくだから聞いてみることにする。

「で、なんなんですか？」

「本当にそれこそ小しよう学がく生せいみたいな夢で、なれるかどうかとか関係なくの話なんですけど」

「はい」

「私、美び容よう師しになりたいんです」

「美容師？」

　それはいったい何のことだろう。健一は一いつ瞬しゆん考えてしまった。少なくとも日にち常じよう会かい話わに普通に出てくる単たん語ごではなかった。

　でも別に難なん解かいな言葉というわけではなかった。要ようするに床とこ屋やさんのことだろう。

「美容師って格好いいなって。本当、憧あこがれてるだけで、自分がどうこうってわけじゃなくて」

「格好いい……んですかね？」

　近所の床屋さんというと、なんだか気のいいおじさんが白はく衣いを着きているというイメージなのだが、きっと千夜子の想像している美容師というのは別べつ物ものなのだろう。きっとＯＬとかが評ひよう判ばんを聞いてやってくるようなそういうお店にいる人たちのことだ。

「長ちよう身しんでスタイルがよくて、ファッションセンスがいい人がやってる気がします」

「なるほど」

　しかしどうもそれと千夜子にとっての将来の夢というのが重かさならない気がした。ファッションセンスに関してはいいとしても、千夜子は長身とは言えない。まあ、美容師の資し格かくに身しん長ちよう何センチ以上とかあるとは思えないけれど。

「ま、私よりも蛍子さんとか狭さ霧ぎりちゃんの方が似に合あうかなあって思いますけど」

　そして千夜子も自分がいまいち条じよう件けんを満みたしていないことは理解しているらしい。

「ホタルは……芸げい術じゆつ的てきなセンスとかはあるみたいですからね」

「本人も格好いいし、バッチリだと思います」

「でもホタルは立りつ体たいはそんなに得とく意いじゃないみたいですよ」

「立体？」

「油あぶら絵えとかそういうのが好きみたいです」

「ああ……ヘアースタイルは立体ですからね。何か別の能のう力りよくとかセンスが必要なんですかね」

「まあ、場所を取るからとかそんな理由かもしれません。うちは両りよう親しんがあんまりホタルに協きよう力りよく的てきじゃなかったんで、自分の部へ屋やとか学校で邪じや魔まにならないものを選えらんだのかも」

「なるほど。後はやっぱり狭霧ちゃんですよね。まあ、狭霧ちゃんは何をやらせても似合っちゃいそうですけど」

　千夜子の狭霧への評価はかなりのものであるらしい。綺麗は正せい義ぎと言い切るだけのことはあるなと健一は改あらためて感じる。

「とすれば、さっきの話だと狭霧ちゃんは将来の夢とかないのかもしれませんね」

「何でも似合うって、そういうことですよね……難むずかしいですね」

　千夜子はそう言ってなんだか真しん剣けんに考え始めてしまったみたいだった。それで健一もなんだか気になってしまった。

　狭霧は将来、どうするつもりなのだろうか、と。本人のいないところで考えてもしようがないことのような気もするが、あれだけの能のう力りよくを持っているなら本当になんでもなれそうだ。

「やっぱり弁べん護ご士しになるんですかね」

　でもそれが一番、しっくりくる答えのような気がした。

「弁護士って？　狭霧ちゃんがですか？」

「ええ。八雲さんのお父さんは弁護士なんです。でも八雲さんは家を継つぐ気はないらしくて」

「それで狭霧ちゃんがってことですね。ああ、でもいいかもしれません。ちょっとうっとりします」

　どうやら千夜子的にはかなりアリという評ひよう価かに落ち着いたらしい。

「……って、そう言えば千夜子ちゃんの夢の話でしたよね？」

　とは言え、狭霧がどう思ってるかなんてわからないので、この辺にしておく。

「あ、そうでした。と言っても、もう終わったようなものですけど」

　千夜子はハッと我われに返ったみたいだった。なんか本当に狭霧のことが好きなんだなあと健一としては思うしかない。

「そう言えば何ですけど」

　でももう本当、狭霧のことは忘れようと健一は別の話題を千夜子に振ふる。

「はい、なんでしょう？」

「ちょっと髪かみの毛け伸のびてきたかなと思うんですよ」

「そうなんですか？」

　千夜子はそう言って健一の方をじっと見た。

「だから、ちょっと千夜子ちゃんに切ってもらいたいんですけど」

「なるほど……って私がですか？」

　最さい初しよは素直に聞いてたのに、千夜子は途と中ちゆうから慌あわてた様よう子すを見せる。最初のなるほどはいったいなんだったんだろうと思うほどに、健一の言葉を体からだ中じゆうで否定していた。

「別に何かすごい髪かみ型がたにしろってことじゃなくて、短みじかくしてくれればいいですから」

「え、でも……危あぶないですよ？」

「危ないですか？」

　それはうっかりはさみを刺さしてしまうというかそういう意味だろうかと思う。

「ちょっと切るだけのはずが、すごく短くなっちゃったりしますよ？」

　でもそこまでの危き険けんさは無なかったらしい。

「別にいいですよ。髪なんてどうせ伸びますから」

「でも、でもですよ？　伸びると言ってもやっぱり一いつ週しゆう間かんとか二週間じゃリカバーできない髪型になっちゃう危険もありますから」

「僕、あんまりそういうの気になりませんから。千夜子ちゃんが一緒に歩くのが恥はずかしいってことなら考えますけど」

「いえ、その……自分がそうしちゃったなら、そんなこと言わないですけど……でも本当にいいんですか？　どうにもならないかもしれませんよ？」

「その時はスポーツ刈がりにでもしますよ」

　もちろんそれは最さい悪あくの事じ態たいということだ。別にそうなってもいいのだから、気にせずやってくれと健一は思う。

「そ、そこまでの覚かく悟ごでしたら……」

　しかし千夜子にとってはそれなりに大だい事じだったらしい。千夜子は体を震ふるわせながら、ゴクリとつばを飲のみ込こんだ。
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「ハサミは危ないわよぉ。ぷるぷる震えたら刺ささっちゃうぅからぁあ」

　千夜子の母親、久く美み子この実じつ況きようは健一を不安にさせるには十分だった。髪かみの毛が目に入らないようにと目をつぶっている間に何が起こっているのやら。

「そ、そんなに震えてない」

　でも千夜子にとっては負まけず嫌ぎらいの魂たましいを刺し激げきする結果になったようだ。というか、そんなに震えてないってどういう意味だ？　と思わずにいられない。

「ダメよぉ。ハサミって言うのは凶きよう器きなんだからぁ。紙でもアルミホイルでもチョキチョキ切きっちゃうものなのよ」

「……それはそんなに切れ味なくても切れそうですね」

　健一はとりあえず久美子には黙だまってもらっていた方がいいんじゃないかと思う。そうでなくても千夜子はあんまり余よ裕ゆうがないみたいだ。

「バナナとかも切れるわよぉ」

「それは……どうなんでしょうか」

　というか久美子の言い分もいい加か減げん、妙みような気がする。

「バナナはね？　切れ味が悪いとぐにゃってなるのよぉ。ぐにゃって」

「なら包ほう丁ちようで切る方がいいんじゃないでしょうか」

「包丁だともっと切れるから危ないんじゃない？」

「……まあ、それはそうですけど」

　そんな会話の間にも千夜子の手にあるハサミはジョキジョキと音を立てて健一の髪を切っていた。少し短くするという話だったが、妙みように景けい気きがいい音がしている。

「最近はぁ皮かわがぁむいてある栗くりとかあるからぁ、もう切ってあるぅバナナとかあってもいいんじゃないかなあって思わない？」

「バナナは酸さん化かしやすいってイメージがありますけどねえ」

「酸化って何？　あ、そう言えば切れてるチーズってあったわよねぇ。ということは切れてるバナナってのがあってもいいはずよね」

「いや、だから酸化しやすいから難しいと思いますよ。あ、酸化って言うのは酸さん素そに触ふれると色が変わったり、質しつが落おちる奴やつです。バナナって切ってそのままにしておくと黒くなりませんか？　あれです」

「あらぁ、じゃあリンゴを塩水につけるのもそれ？」

「酸化するのを防ふせぐためのものですね」

「へえ。絹川君ってお母さんみたいに物知りなのねぇ」

「久美子さんの方がお母さんのはずですけど」

「あら？　私が言ったお母さんというのは、私のお母さんよぉ。だから千夜子のお婆ばあちゃんね。ハサミでアルミホイルを切るのもお婆ちゃんに教えてもらったのよぉ？　切れ味が鈍にぶった時に切るとね、また切れるようになるの」

「へえ、そうだったんですか」

　なんだか話が一周して戻ってきたらしい。でもよくよく考えてみると、やっぱり話がつながってない。そもそも髪の毛を切る時の話題なんだろうか。

「あっ」

　千夜子が短く驚おどろく声が聞こえた。健一も久美子もちょうど会話が途と切ぎれた瞬しゆん間かんだったせいだろうか。やけに大きく響ひびいた気がする。

「あらぁ……これは……」

　続けて、久美子がなにやら感心したような声をあげた。なんだか嫌いやな予よ感かんがする。

「わ、わざとだから。別に短くしすぎちゃったとかじゃないから」

　千夜子の発言はますます不安な気持ちにさせる。わざとなら驚く必要はなかったわけで。

「そうなのぉ？」

「だ、大丈夫。まだまだ予定通りだから」

「なら、いいんだけどぉ。ちょっと絹川君に確認してもらった方がいいんじゃないかしら」

「……今はちょっと。この状態で見ると、なんかここだけ短くしすぎちゃったみたいに見えるでしょ？」

「そうねえぇ。私にはそうにしか見えないけど」

　久美子の言うことだから真まに受けていいのかという疑ぎ問もんがあるが、千夜子と久美子の共通見けん解かいということであれば、きっと健一も賛さん同どうできるんじゃないかと思われる。

「だから、もう少し切ってから聞く……から」

「千夜子がそう言うなら、そうなんでしょうけどぉ。私にはやっぱり切り過ぎちゃったみたいにしか見えないわぁ」

「大丈夫だからっ。お母さんは黙だまってて」

「そうなのぉ？　じゃあ私はおやつでも食べてるわね？　そろそろ『再さい婚こん弁べん護ご士し』の再放送の時間だし」

「……その辺の理り由ゆうはよくわからないけど、そうしてて」

「じゃあ、できあがったら見せてねぇ」

　そして久美子は何かを納なつ得とくしたようで、その場を離はなれていく。

「う、うん」

　千夜子はそれで息を大おおきく吸すい込こんで、仕切り直すことにしたらしい。その緊きん張ちようが空気を伝つたわって健一に届とどく。

「……あの、大丈夫ですか？」

　健一が心配になって目を開けて振り返ると、すごい光景が広がっていた。

　そこにあったのは胸だった。さっきから時々柔やわらかい感かん触しよくが後こう頭とう部ぶに伝わってくると思っていたが……。

「だ、大丈夫ですっ！　まだまだ集中力は切れてません」

　しかし千夜子はそんなことで健一が驚いているとは少しも思ってないらしい。それで不安になって胸の上にある顔を見る。

「……あんまり入れ込みすぎるのも逆効果ですよ？」

　刃は物ものを持つと人格が変わる。そんなことは物語の中だけの話だろうと健一は思っていた。だが、今の千夜子を見るとそうとも言い切れないんではないかと不安になった。

　明らかに目つきが変わっているのだ。泣きはらしたわけでもないのに目が赤い。

「そ、そうですよね」

　千夜子にもその自覚があったのか、健一の視し線せんに気づいて、大きく息を吐はいた。深しん呼こ吸きゆうだろうか。なんだかため息をついたという風にも見える。

「焦あせらないでも平気ですから」

「……はい」

　千夜子は肩かたを落としたようだった。健一にしてみたらちょっとした思いつきだったが、千夜子にとっては一いつ世せい一いち代だいの大おお勝しよう負ぶとでも言うべき状況だったのかもしれない。だとしたら悪いことをしたなと健一は思う。

「すみません」

　なのに謝あやまったのは千夜子の方だった。なので健一としては驚いてしまう。

「……えっと、何かそんなにすごい髪かみ型がたになっちゃったんですか？」

「え？　いえ、そこまではすごいことになってないはずです。さっきのその、すみませんというのは、なんだか気を遣つかわせてしまったみたいでということで、髪型に関してはこれから責せき任にんもってなんとかする方向で考えてます」

「そうですか。安心しました」

「あ、で、でもですね。もしかするとどうにもならないかもしれないって言うか、今よりもさらにまずいことになる可か能のう性せいもあるわけで、止めるなら今のうちかもしれません」

「……その辺の判断は僕にはできないんですけど、千夜子ちゃんの見立てでは勝しよう算さんはどれくらいなんでしょうか？」

「よ、四割……いえ、五ご分ぶ五ご分ぶということで」

　なんだかやけに気き弱よわな返答が戻ってきた。やはり、さっきの「あっ」はよほどのことだったということなんだろうかと不安になる。

「五分五分ならお任まかせします」

　でも今いま更さら、なかったことにはできないので、千夜子が納なつ得とくできるところまで行ってもらうしかない。健一は覚かく悟ごを決める。

「……はい」

　千夜子がそれで震える手でハサミを握にぎり直すのが見えた。




「いいんじゃないですか？」

　果たしてどんな髪型にされてしまうのだろうかと思ったが、想像よりはずっと普ふ通つうと言ってよかった。少し短くするつもりがかなり短くなってしまい、これから寒さむくなる季節だということを考えるとなんでそんなことをしたのかと思われるかもしれないが、まあそれくらいのことだろう。鏡に映うつる正面を見た限りでは、だが。

「……す、すみません」

　でも千夜子は健一があまり満足していないと感じたようだった。それとも単に出来に不ふ満まんがあるというだけだろうか。とにかく一仕事終えた人間とは思えない堂どう々どうとはとても言えない、縮ちぢこまった態度だった。

「いえ、思っていたよりは全然いいですよ。千夜子ちゃんはセンスがあるんじゃないですか」

　健一はそう言いながら手で自分の髪に触れてみる。すっと指が抜ぬけて見た目よりずっと短く切られているらしい。特に後頭部はすでにスポーツ刈がりになってるんじゃないかとすら思えるほどの手て応ごたえだ。

　でもまあ綾あやじゃないけれど、外見なんてものは周りの人間のためにあるのであって、千夜子がそれでいいと思ったなら、いいんじゃないかと思う。

「センスはともかく……技術がかなりつたないというか……夢ゆめは夢のままがいいんじゃないかとか……夢ならもう少しは普段から練習しておけって言うか……」

　だが千夜子はどっちかと言わなくても気に入っていないという感じだった。とすればちょっと問題かもしれない。

「でもまあ……そのセンスとか技ぎ術じゆつはともかくとして」

「は、はい」

「身長とか大だい事じな職しよく業ぎようなんだなあとは思いました」

　相手が座すわっているとは言え、それなりに背せが無ないとやはり仕事がしづらい。それを健一は千夜子に髪を切られながら感じていた。千夜子は台を用よう意いしてそれに乗って作業をしていたが、美び容よう院いんではそれはちょっと雰ふん囲い気きにそぐわないだろう。まあ、ああいうところは椅い子すの方が下がるようになってるのかもしれないが。

「そうなんですよね。格かつ好こういいイメージな理由がわかった気がしました。背が高くないと格好つかない職業だからなんですね」

　そして千夜子の反応を見ると、それは健一の勝手な思いこみではなく、むしろ正しい指し摘てきだったらしいことがわかる。とすれば余よ計けいなことを言ってしまったかもしれない。

「まあ、誰も彼も背が高いわけじゃないでしょうから平気だと思いますけど」

「でも私はちょっと低すぎな気がします。背が伸のびるように頑がん張ばらないとですねっ」

　それでも千夜子は逆ぎやつ境きよう好きというか、やっぱり負けず嫌いだったらしい。

「……それは頑張れるものなんでしょうか？」

「とりあえず、牛乳を飲む量りようを増ふやしますっ」

　そしてどこまでも前向きだ。

「なるほど、牛乳ですか」

　でも健一はそう聞いて別のことが気になってしまった。背も問題だが、千夜子の胸も問題ではないかと思っていたからだ。

「はい、牛乳です。やっぱりカルシウムです」

　でも千夜子はそうは思ってないらしい。そうなると健一としても指し摘てきしづらい。

「カルシウム。大事ですよね」

　なので背が伸びればいいなと祈いのることにした。でもなぜか不ふ思し議ぎと、背の高い千夜子というのはイメージ出来なかった。

「お茶淹いれたけどぉ飲むぅ？」

　そしてそんな健一に千夜子よりも背が低い久美子の声が届とどく。

「あ、はい。すみません」

　だから健一は細こまかいことは気にするのは止めて、大おお海うみ家のリビングへと向かうことにした。




　　　　○




　新しい髪型は幽霊マンションの住人にはそれなりに評判だった。

　もっとも「実にオリジナリティがある」という刻也の言葉が本当に褒ほめ言葉だったのかどうかは健一には判断つきかねるところだったが。

　でもバケッツの時は髪型なんてどうでもよかったし、その日は髪型は概おおむね好こう評ひようと考えて良いと健一は考えていた。

　そう、その日は。




「ぷ───────────────────────っ」

　しかし次の日はそうはいかなかった。健一が教室に入るや否いなや、笑い声が聞こえた。

「な、なによ、その髪型っ。ぷっ……私を笑い死にさせるつもり？　くくっ……」

　笑い声の主はツバメだった。文句を言ってる間にも笑ってしまうほど、何かツボに入ってしまう髪型だったらしい。

「別にそういう意い図とはないんだけどなあ」

　健一はそう言いながら、一いつ緒しよに登校してきた千夜子の方を見る。彼女はすでにうつむいて、押おし黙だまっていた。

　しかしその意味をツバメは気づいてくれない。これ以上は何も言うなよと健一は視し線せんで伝えようとするが、そんなものが通つうじるなら最初からこんなことにはなってない気もする。

「どこの床とこ屋やに行くとそんな髪型にしてくれるわけ？　ぷっくくく……」

　そして本当に言わなくてもいいことを言ってツバメは笑う。いっそずっと笑ってるだけならまだいいのに。そんなことすら思う。

「……そんなに変じゃないだろ」

「変も変。思いっきり変だってば。千夜子だって隣となりで絶ぜつ句くしてるじゃない！」

　それは別の理由だ──とツッコミたかったが、なんだかもうそれも許ゆるされる状況ではなかった。もう笑うだけ笑わせておけばいいような気がした。下へ手たに反論すればツバメが喜ぶだけという感じがする。

「実際、どうなのよ、この髪型は。ね、千夜子？」

　なのにツバメは何かしら反応が欲しいらしい。

「……私はそんなに悪いとは思ってないけど」

　低くドスの効きいた声だった。普段の千夜子の声とは明らかに違う。なのにツバメはその意味がわからないらしい。

「えー！　千夜子は絹川に気を遣つかいすぎだってば。変なのは変って言ってあげるのも優やさしさでしょ？　そうじゃないとまた同じ髪型にするよ、絹川は」

　そこまで言われると、健一としてももう黙だまってはいられなかった。

「何度でもしてもらう気でいるけどな、俺は」

「あらあら、もう完全に勘かん違ちがい入っちゃったわけだ、絹川は。でもその髪型で言われてもね。ぷ────────────────────────────っ！」

　ツバメはそう言ってまた盛せい大だいに笑い始めた。

　しかしそんな風に声をあげているのはツバメだけだった。他のクラスメイトはツバメよりずっと距きよ離りがあるのに、いやあるせいかもっと客きやつ観かん的てきに状況を理解していたようだ。

「…………」

　なぜこの話題に千夜子が押し黙って震ふるえているのか。それがわかってないのはクラス中でツバメだけと言っても良い空気が漂ただよっていた。















「私が切きったの」

　そしてその空気を切り裂さくように千夜子の声が響ひびいた。ツバメが笑い疲つかれて、息を止めた瞬しゆん間かんだった。クラス中にすっとその声が拡ひろがっていく。

「……え？」

　その意味を理解できなかったのはツバメだけだった。他の人間は聞くまでもなく知っていたのだ。わからないわけがない。

「健一さんの髪は私が切ったの。私が格かつ好こういいと思って切った髪型なの」

「……そ、そうなんだ」

　そうなるとさすがにツバメも笑ってはいられなかったらしい。顔を引きつらせて、千夜子の怒いかりの視し線かくを受け止めるのに精せい一いつ杯ぱいになっていた。

「確かに思った通りには切れなかったけど、でもそんなに笑うほど変かな？」

「そ、そう言われるとなんだろ、うん、オリジナリティがあるよね。独どく特とくというかユニークって言うか」

　ツバメも千夜子の怒りに気づき、さすがにそれに刃は向むかうようなことは言わなかった。

「ユニークって面おも白しろいって意味？」

「よくわからないけど、唯ゆい一いつ無む二にって意味じゃなかったっけ？」

「そうだったかな」

「とにかく、うん、その意外な展てん開かいって言うの？　昨日の今日で、絹川がそんなに変わる理由ってのが思いつかなかったから、意い表ひようをつかれたっていうかね。あるじゃない、そういうの。いきなりぽろっと変なこと言われると笑いが止まらなくなるって奴やつ」

　ツバメはツバメなりに懸けん命めいにフォローしていたのだと思う。

「でも変だと思ったんだよね？」

　でも千夜子の怒りは深かったらしい。

「……うっ」

「どこの床屋に行ったらそんな髪型にしてくれるんだって笑ったよね？」

「……そ、それはそうだけど、それはその……プロの仕事としてどう？　ってことで、素人しろうとの千夜子がやったことなら……私だってそこまでは言わないし。こうやって改あらためて見ると、うん、絹川の髪型もそんなに悪くないって言うか、味あじがあるかなあって……」

　そう言いながらツバメは健一の方をじっと見た。だがその顔がくっと歪ゆがむ。それは笑いを堪こらえている顔だった。

「ぷっ……」

　千夜子が怒っている。それを加か味みしてもツバメにとっては笑わずにはいられない髪型であったらしい。

「ま、また笑った！」

　もちろんそれに千夜子は抗こう議ぎする。

「だって……だって、あんまりじゃない」

　でももはやツバメも開き直りを見せたようだった。笑っちゃいけないとは理り解かいしても、笑ってしまうのだからしようがないとでも言いたいのだろう。

「でも、そんな風に思ってるのは鍵かぎ原はらだけだぞ」

　なので健一はそう言ってその場を後にする。入り口のところで注ちゆう目もくを浴あびているのもこの状況を作るのに一ひと役やく買かってる気がしたのだ。

「……そ、そうみたいね」

　ツバメは周りを見て、少し冷れい静せいに戻ったらしい。

「ごめんね、千夜子」

　そして素す直なおに謝あやまる。

「……私が変な髪かみ型がたにしたせいだし、謝らなくていいよ」

　千夜子も注目を浴びているのが照てれくさかったらしい。そう答えるとたっと駆かけ出して自分の席へ座すわる。

「鍵原にも困こまったもんだ」

　そして健一は何事もなかったかのように教室が元もとの空気に戻もどったのを感じながら席につく。

　そんな時、ちょうど教室に入ってきたのは冴子だった。

「…………」

　冴子が一いつ瞬しゆん、不思議そうな顔をしたように健一には見えた。さっきまでのやりとりの残のこり香がでも感じ取ったのだろうか。理由はともかく教室で冴子がそんな表情を浮かべたことに健一は新しん鮮せんな驚きを感じた。




　　　　○




　テレビでシーナ＆バケッツを見せてやる。

　シーナが冴子とそんな約やく束そくをしていたなと思い出したのはその日の夜のことだった。

　しかもその切きっ掛かけというのは実に直ちよつ球きゆうで、スタッフの人がやってきて、番組で取材してもいいだろうかと話しかけてきたからだった。

「テレビですよ、テレビ！」

　そして後日、取材がやってくるとなって一番喜よろこんでいるのは佳奈のようだった。健一は実じつ感かんが湧わかないというのもあるが、あまり素直に喜べずにいた。冴子への約束を果たせるのはありがたいことではあるけど、なんだか余よ計けいなことのように感じてしまう。

「佳奈さんはその番組観みたことあるんですか？　なんでしたっけ……ストリートグラップラーでしたっけ？」

　でも佳奈が喜んでいるならそれなりに価か値ちがあるような気もした。

「ううん。うちは夜はテレビ観ないの。部屋にテレビないし」

「……なるほど」

　とりあえず佳奈は知っている番組にシーナ＆バケッツが出るから喜んでいるわけではないらしい。テレビに出るんだからきっとすごいんだろうとかそういう認にん識しきなのだろう。

「でもシーナさんが出るとなれば特別ですよ？　その日はちゃんと起おきて観るし、ビデオ録ろく画がもしますから」

　でも佳奈にとっては健一のそんな考えなんかどうでもいいことなのだろう。シーナという自分の彼氏がテレビ番組に出るほどのミュージシャンである。それだけでいいのだ。

「でもけっこう夜遅おそいって言うか、もう朝方の番組とか言ってなかったっけ？」

　そしてシーナもなんだか少し煮にえ切らないという態度だった。いつもなら佳奈と二人で盛もり上あがってしまって健一が入る余よ地ちなんてないって感じだが、今日はどっちかというと健一寄りという感じだ。

「二十六時って言ってましたよね？　二十六時って何時ですか？」

「二十六時だろ？」

「もぉ、シーナさんたらっ」

　でも、じゃれあうことには変わらないらしい。

「二十四を引けばいいんだから二時かな」

「二時かあ。ちょっと遅いですね」

「ビデオに録とっておけばいいんじゃないの？　夜よ更ふかしは美び容ようの敵てきだぜ」

「……そ、そうかな」

「というか俺はいつも佳奈ちゃんの目の前にいるわけで、テレビでわざわざ観る必要なんてないんじゃないのかな」

「そう言われるとそんな気もしますけど、やっぱりそれはそれで特とく別べつな瞬しゆん間かんって気きが」

「ま、それもそうだけど」

「ああ、でもシーナさんだったらこれからもテレビに出るようになりますよね？」

「そ、そうかな？」

「テレビの人も絶ぜつ賛さんしてたじゃないですか。評判だから来てみたけど、これほどのものだとは思ってなかったって。だからテレビで流ながれたら……ううん、流れる前に評判になってデビューしたらどうかって話になりますよ、きっと」

　佳奈にとってはそれが夢ゆめの展てん開かいのようだった。でもシーナはそうでもなかったらしい。

「……そうなったら今日みたいにライブも出来なくなっちゃうかもしれないぜ」

　なんだか少し渋しぶい顔をして、そんなことを呟つぶやくのが聞こえた。

「それは……そうですよね。でも私、シーナさんはもっともっと有名になってもいいと思うんです。こんな街まちのストリートミュージシャンじゃなくて全国規き模ぼで活かつ躍やく出来る人です、シーナさんは」

「俺は……佳奈ちゃんのヒーローになれるなら、それでいいんだけどな」

「もう、シーナさんったらっ」

　佳奈はそれをシーナ流の冗じよう談だんだと思ったらしい。でも端はたから聞いていた健一にはそれがむしろシーナには珍めずらしい本気の一言だとわかっていた。

　日奈は以前、健一に言った。佳奈に好きになってもらえるなら他ほかのことはいらない、と。

　シーナ＆バケッツだって、佳奈がアイドルを好きだから始めたことだ。本当のアイドルになって、日本中の人に知ってもらう必要なんて全くない。

「でも佳奈ちゃんが俺がもっと有名になった方が嬉うれしいって言うなら、それもいいよな」

　シーナのそんな言葉に佳奈は目を輝かがやかせた。でもそれはやっぱり佳奈のためだからということでしかないのだと健一にはわかった。でもきっと佳奈には通じていない。

　佳奈はただ自分の彼氏が芸能人になるということを喜んでいるだけだ。本当はもっともっと佳奈のためにと思って告つげられた言葉なのに。そうは受け取っていない。

「そろそろ帰らないとじゃないのかな」

　だから健一は佳奈にそう告げる。佳奈は少し不満そうな顔をしたが、時と計けいを確かく認にんするとそうもしてられないと気づいたようだった。

「え？　もう、こんな時間なの？」

　そして慌あわて出だす。

「俺が送ってくから平気だよ、佳奈ちゃんは」

　そうは言いながら、シーナは渋しぶい顔かおをする。なにせシーナは往おう復ふく分ぶんハンデを背せ負おっている。健一はこれは今日は日奈を家に送ってくようだな、と思う。

「あ、はい。お願いします」

　そしてそんな健一に別れを告げ、二人は少し足あし早ばやに公園を出て行った。




　　　　○




「テレビかね」

　１３０１に健一が戻もどると、そこには刻とき也やと冴さえ子こが待っていた。綾あやは寝ねているのか、作業に没ぼつ頭とうしているのかそこにはいなかった。

「はい。収しゆう録ろくもまだ先だし、放送はさらに先なんですけど」

「しかしわざわざ取材に来るということは、やはりそれなりのものということなのだろうな」

　刻也は予想外という顔をしてるように見えた。それで気づいたが、刻也はシーナが歌っているのを聞いたことはない。ライブを中止するポスターを一いつ緒しよに貼はりに行ったことはあるが、ライブに刻也が来たことはなかったのだ。

「僕のハーモニカはともかく、シーナの歌うたはけっこうすごいですよ」

「シーナ君の歌がかね」

　刻也はやはりあまりシーナのことを評ひよう価かしていないらしい。そもそも刻也はあまりロックとかに興きよう味みはなさそうだが。

「私は絹川君のハーモニカ、けっこういいと思うけど」

　そんなことを言い出したのは冴子だった。

「ほう。そうなのかね？」

　そしてそれに刻也がなんだか嬉うれしそうに反はん応のうする。

「私は練習を始はじめた頃ころのしか聞いてないけど、あの曲、なんだっけ？」

「キラキラ星ですね。本当、練習用の簡かん単たんな曲ですよ」

「でも、優やさしい音ね色いろだったわ」

　冴子は小さく呟いて、それから自分がなんだか変なことを言ったらしいと驚おどろいたような顔をした。

「まあ、私も簡単な曲の方がわかりやすいということはあるだろうと思うがね」

　そんな冴子に気き遣づかったのか刻也が新あたらしい話わ題だいを切り出した。

「そういうものですか？」

「料理もそうだろう。あれこれと細さい工くするのはもちろん技術が必ひつ要ようでそれはそれで凄いことだが、素材の良さは何もしないくらいの方がわかりやすいのではないだろうか」

「……なるほど」

「簡単な曲でも良さが伝わるなら、その方が素す晴ばらしいことだと私は思う」

「そういう風には考えたことはなかったですけど」

　確かに刻也の言い分には一いち理りあるなとも思う。

「シーナ君がハーモニカを吹ふいてもああはいかないと思う。シーナ君のハーモニカはきっと、彼みたいになって一いつ緒しよに盛り上がるような音なんじゃないかな」

　冴子のそんな言葉に健一は、いつだったか千夜子に言われたことを思い出す。あれはハーモニカではなく、歌の話だったが、同じことを言ってるように健一には思えた。

「ハーモニカというのはそういうのに向いている楽がつ器きとは思えないがね」

　だが刻也が考えたのは別のことだったらしい。

「だからそういうのは絹川君が担たん当とうなのかも」

　そして冴子は刻也の言葉にうなずきながら、健一の方を見た。

「そ、そうなんですかね……」

　実際にはもっとなんとなくだったんじゃないかと思う。それこそ日ひ奈なが持っていたのがハーモニカだけだったとかそんなものじゃないかと思う。

　日奈がフォークギターを持っていれば、健一はフォークギターを弾ひいていただろうし、三しや味み線せんを持っていたら、三味線になっていただろう。ロックなフォークギターとか、ロックな三味線というのもいまいちよくわからないけれど。まあ、きっとそんなものだろうと思う。

「ハーモニカと言っても少し変わったものだと聞いたが」

　でも刻也はやっぱり健一とはちょっと違ちがうことを考えているらしい。

「ああ、シーナはゴスペル・ハープって言ってました。本当は複ふく音おんハーモニカって言うらしいんですけど」

　そう言いながら、健一はハーモニカを取り出す。確たしかに改あらためて見ると、ちょっと変わっているなと思う。少なくとも小学生なら誰だれでも持ってるものとは違う。

「随ずい分ぶんと大きい物だね」

「まあ、あんまり端はしから端まで使うほど難むずかしい曲は吹けないんですけど」

　それでもキラキラ星しか吹けなかった頃からすればけっこうな進しん歩ぽだろうとは思う。今なら二十曲くらいは自由に吹けるし、新しい曲を覚えるために必要な時間も減へってきてる。

「さっきも言ったが難しい曲を吹けることが大だい事じなのではないと思うよ。料理だってそうだろう。大事なのは受け手がどう思うかだ。凝こった料理だから褒ほめろと言われても、美お味いしくないなら褒める人間はいない。そういうことだ」

「そうですね」

　でも実際はどうなんだろうなと思う。シーナ＆バケッツの活動をしている限りでは、やっぱり自分はオマケ程てい度どなんだろうなと思う。箸はし休やすめというか、ずっとシーナのテンションだと疲つかれてしまうので休きゆう憩けい時間をとってる時のＢＧＭくらいのイメージだ。自分のハーモニカ目当てで来てくれてる人なんているんだろうかと思えてしまう。

「いずれにせよ、楽しみだよ」

　なのに刻也はそんなことを呟つぶやいた。

「え？」

　それがあまりに意外な一言だったので、健一は聞き違えたんじゃないかと思う。

「楽しみにしていると言ったのだが、そんなに変だっただろうか」

「八雲さんはてっきりそういうことには興味がないのかとばかり思ってました」

「格かく段だん好きなわけではないが、君やシーナ君が毎日のように続けていることだし、どんなものなのだろうかとは思っていたのだがね」

「だったら観みに来ればいいんじゃないんですか？」

「それでもいいんだが、踏ふん切ぎりがつかなくてね。司し法ほう試し験けんの勉強もあるし、時とき々どきしかやらないということであれば何か理由を考えないでもなかったが、逆に毎日やっているといつか都つ合ごうのいい日でいいんじゃないかと思ってしまうわけだ」

「お祭りなら前日に勉強すれば行っていいと言ってたみたいなものですか？」

　そう言えばそんなこともあったなと健一は思い出したので尋ねてみる。

「……絹川君もけっこうつまらないことを覚おぼえているものだな」

　でも刻也にとってはどっちかというと忘れていて欲しかったことのようだった。

「す、すみません。他ほかにちょっと例れいが思いつかなかったので」

「いや、まあ、実際、そういうことだよ。テレビでやるという特とく別べつで、しかもまだ先ということであれば準じゆん備びして臨のぞめる」

「……そんなに頑がん張ばって準備するほどのことじゃないと思いますよ？　きっとシーナがちょっと話して一いつ曲きよく歌うたって、それで終わりとか」

「まあ、テレビならそんなものだろうな。でも君たちが出るなら、それだけとは言ってもいられないと私は思うのだがね」

　刻也はそう言って冴子の方を見たみたいだった。

「……ですよね」

　冴子は少し戸と惑まどいながら、刻也の言葉に同どう意いしたみたいだった。その戸惑いが本当はそうは思っていなかったからなのか、それとも予よ想そう外がいのことだったからかはわからない。

「有あり馬まさんも観たいんですか？」

　だから健一は思いきって聞いてみた。

「え？　観たいとは思ってるのよ？　前にもそう言ったと思うけど」

「あの時はシーナに無む理り矢や理り言わされているみたいな風でもあったからどうなのかなって」















「興味はあるけど、やっぱり夜に女の子ばかりが集まってるって、ちょっと怖こわいかなあって……あと、佳奈さんもいるし」

　冴子は途と中ちゆうでなんだかやけに申もうし訳わけなさそうな顔をした。佳奈のことを健一の前で話題にするのがそんなに心こころ苦ぐるしいのだろうか。まあ、健一にとってもその三人が揃そろうというのはあまりいいイメージはないが。

「とは言え、少々、問題があるな」

　そんなことを思っていたせいで、刻也がそう言い出した時、健一は驚おどろいてしまった。

「問題ですか？」

「私の部屋には視し聴ちようできるテレビがないのだ」

「ああ、そういうことですか。ここにもないですしね。僕の部へ屋やにはあるので、みんなで観に来ます？」

「邪じや魔まではないだろうか？」

「こういうのはみんなで観た方ほうが楽しいでしょうし。有馬さんもいいですよね、それで？」

　各自の部屋で同じ時間に同じテレビを見るというのもなんだか変へんだし、健一はそう提てい案あんしてみる。

「私もそうするのがいいと思うわ」

　それには冴子はなんの疑問もなく賛さん同どうした。

「そういうことなら、私もお言葉に甘あまえさせていただこう」

　刻也はそれでも何かまだ考えているみたいな顔をしていた。まあ、いつもそんな表ひよう情じようと言えば、そんな気もするが。

「あのー」

　そんな頃ころ合あいを見み計はからっていたのか、１３０１のドアが開いて中に呼よびかける声こえが響ひびいた。

「……もう戻ってたんですか？」

　その声の主は日奈だった。いつのまにか佳奈を送って戻ってきていたらしい。

「は、はい」

　それともけっこう刻也たちと話してたということなのだろうか。健一はそう思いながら席を立つ。

「送って行きますよ、今日はかなり遅おそいですし」

「すみません、いつも……」

「いえいえ。波奈さんにも頼たのまれてますし。じゃあ、話の途中みたいですけど」

　そして健一は刻也と冴子の方を一いち度ど振ふり返かえった。二人は嫌いやな顔一つせず、健一を見送る。

「いえ、気にするほどのことではないよ。ほんの雑ざつ談だんだ」

「二人とも気をつけてね」

　むしろいい区切りになったくらいに思っているのかもしれない。冴子は立ち上がるとキッチンの方へと向かったみたいだった。

「じゃあ、行きましょうか」

　だから健一は後のことは帰ってからにしようと思い、日奈と部屋を出て行く。

「す、すみません」

　でも日奈はなんだか刻也や冴子よりずっと深しん刻こくそうだった。




　日奈が何を悩なやんでいたのかは、別にそんなにややこしい話でもなかった。

　佳奈の手前、調子のいいことを言ってしまったが、健一はどう考えているのかと言うことを気にしながら戻ってきたということらしい。

「怒おこってます？」

　しかもけっこう真しん剣けんに悩んでいたらしい。

「え？　怒ってませんけど」

　というかどこに怒る要よう素そがあったんだろうと健一は思ってしまう。

「でもシーナ＆バケッツは二人のユニットじゃないですか。シーナとバケッツの。なのに私というかシーナがですけど、勝手にデビューした方がいいとか悪いとか」

「でもまあ、ほら、シーナ＆バケッツはシーナがリーダーですから。それにそうした方がいいなら、そうするのが僕のスタンスだと思うんですよ」

　だが問題は本当にそうした方がいいかという部分のような気もする。

　デビューするためにどれだけのことをすることになるのかはわからないけれど、今よりは確かく実じつに忙いそがしくなるだろうと思う。そうしたら本当に佳奈と仲良くなるという目的にとってプラスなのかどうかは疑ぎ問もんだった。

　それこそ忙しくなって会える時間が少なくなって、気き持もちがすれ違ちがって……なんてことにもなりかねない。しかし佳奈はデビューして欲しいみたいなのだから、このまま地じ元もとのヒーローってことにするのもなんだか印いん象しようが悪い。

「その割にはなんだか反はん応のうが薄うすかったような気がするんですよね。もしかしてテレビとか嫌いですか？　だからマスコミはっとか憤ふん慨がいするタイプですか？」

「いや、別に、そういうポリシーとかは持ち合わせてないですけど……まあ、なんですかね。やっぱりテレビの人が興きよう味みを持ってたのはシーナの方だったかなって気はしましたね」

「それこそシーナがリーダーだからだったんじゃないですか？　私、スタッフの人が名乗る前から観かん察さつしていましたけど、バケッツのハーモニカも真剣に聞いてましたよ」

「観察してたんですか？」

「え？　だって変じゃないですか？　普ふ段だんは女子高生ばっかりなのに、あんな大人おとなが混まじってたら、何しに来たんだろうって思いません？」

「……それはそうですね」

　でも自分はあんまり気にしてなかったなと健一は思う。ツバメの時もそうだったし、佳奈の時もそうだったが、あんまり観客の方を自分は見てないんじゃないかと思う。あんまり余よ裕ゆうがないので気にしないようにしているだけかもしれないが、ちょっとその辺はもう少し気にしてもいいかもしれない。

「で、どうしましょう？」

　でも、もうその話は日奈の中では終わっていたらしい。

「どうしますかねえ……って、そう言えば」

　健一はそれでエリのことをふと思い出した。エリは以前、シーナにその気があるなら、デビューさせてあげるからいつでも来いみたいなことを言っていたような気がする。

「なんですか？」

「いえ、錦織さんがシーナのことプロデュースしてくれるって言ってたなあって。今回の件けんも錦織さんに関係あるんですかね？」

「ど、どうなんでしょ？　なんとなく私は関係ない気がしますけど。あの人はきっと自分で来ると思うんですよ。こんな風ふうに別の人をよこして……とかそういうイメージないですね」

「それは、そうですね」

　となると全く別の筋すじということか。なんだかそれはそれで、エリに失礼な気がする。まあ、エリがそれで怒ったり、損そん害がいを被こうむったりするとは思えないが、それでも応おう援えんしてくれると言ってくれた人を無む視しして他ほかのところからデビューするのはまずそうだ。

「でもそうすると、テレビに出るのもまずいんですかね？」

「どうですかね？」

「なんか凄すごいこと考えてそうですよね？　いきなり、『まず、全ぜん米べいデビューから始めようと思うのよ』とか言い出しそうです、あの人なら」

「……ですね」

　まさかそこまではと思ったが、すぐにそれもあり得えない話ではないと感じた。

「そこまで大きな話になっても困っちゃいますけどね」

「そうですねえ」

　それこそ佳奈に会うどころじゃなくなるだろう。なにせ全米デビューだ。レコーディングやライブだってきっとアメリカでとかそんな話になるに違いない。スケジュールも凄そうだし、時差もあるしで、佳奈と電話することだって難むずかしくなるかもしれない。

　恋れん愛あいには引く時も必要だとシーナは言っていたが、それはいくらなんでも引ひき過すぎというものだろう。

「でも錦織さんにお世話になった方がいいのかなあ」

「と言いますと？」

「錦織さんなら私のこと誤ご魔ま化かしてもらえるかなあって思ったんです」

「誤魔化す？」

「デビューすることになったらやっぱり未成年だから家族の許きよ可かを求めたりすると思うんですよ。そうしたらシーナが私だって話さないといけなくなるじゃないですか」

「……それはそうですね」

　健一は確かにそういう問題もあったなと思う。そうなったら佳奈に秘ひ密みつにし続けるというのはかなり困こん難なんだろうことは考えなくてもわかる。

「お父さんはともかく、お母さんがなんて言うかなあ……」

　そして日奈は母はは親おやである波は奈なの行動が気になってるようなことを言い始める。

「波奈さんは反はん対たいなんですか？」

「わかりません。お母さんはニコニコしているけど、変なところで頑がん固こで言い出したら聞かないんですよね」

「それは、そうかもしれませんね……」

　実際、かなりわがままな人だよなあというのが健一の波奈の印いん象しようだった。

「でもお母さんが味方についてくれればなんとかなりますかね？」

「それは、なんとかなるんじゃないですか？」

　そのことに健一は疑ぎ問もんはなかったが、波奈が味方になってくれるかということに関かんしてはちょっと不安が残った。

　波奈はきっと日奈が困こまってるとなれば手を貸かしてはくれるだろう。そういう優やさしさは持っていると思う。でも冴子が言っていたように、日奈は佳奈に噓うそをついている。そして今回、波奈に協きよう力りよくしてもらうのは、その片かた棒ぼうを担かつぐことだ。

　健一を騙だますためなら、波奈は日奈の味方になるだろう。でも佳奈に対してとなると話は別だろうという気がした。

　どっちも大だい事じな娘むすめとなれば、正しい方に味方をすることになるのではないか。健一にはそう思えてしまう。

「でもお母さんはきっと佳奈ちゃんの味方なんですよね」

　そして日奈も同じような結論に達たつしたらしい。佳奈の方に寄ってなかったとしても、今回の場合は佳奈の味方ということになるだろう。

　騙そうとしている娘と、騙されている娘なら、やはり騙されてる方を助ける。それがまっとうな対たい応おうというものだろう。

「となると、本当のことを言わないとってことですかね？」

「そうなりますよね。はふぅー」

　日奈は脱だつ力りよくしながら、大きくため息をついた。

　しかしだからって波奈を責せめるというわけにもいかなかった。なにせ悪いことをしているのは自分たちの方なのだ。事じ情じようもあるし、理解して欲しいとも思う。でも、それを期待するのは難しいとも感じる。

　波奈からすれば、娘二人が付き合うことになるのだ。しかも片方を騙して、だ。それはいくらなんでも無理がある。

「これ以上、話が大きくなると……さすがに無理があるよなあ」

　デビューして仕事が忙しくなれば、今よりもずっと話がややこしくなるのは目に見えていた。もしかしたら転てん校こうなんて話になるかもしれない。そうなったら、さすがに誤ご魔ま化かし切れるものじゃないだろう。

　だからと言って忙しくならないのでは、そもそもデビューする意味もないわけで……。

「健一……さんの方は平気なんですか？」

「え？　ああ、僕もデビューするってことなんですよね」

　シーナ＆バケッツがデビューするということはそういうことだ。でも健一はそうだと言われるまで考えてもいなかった。

「嫌ですか？」

「いやっていうか……シーナがいればいいんじゃないかなあって思ってたんですかね。錦織さんもシーナのことは責せき任にんもって人に紹しよう介かいするって言ってたけど、僕のことはなんとも言ってなかったですし」

「……私はそんなことないって思うんですけど」

　日奈は不満そうに小さく呟つぶやいた。それからなんだか怒ったみたいに健一の方を睨にらむ。

「そ、そうですか？」

「前も言ったと思いますけど、シーナ＆バケッツはバケッツもいたからストリートデビューできたんです。本物になれたんです」

「でも、それは切きっ掛かけですよ。佳奈さんと日奈が付き合い始めたとして、その間に僕がいたおかげだったからって、ずっと僕がいるってわけじゃないと思うんですけど」

「それはそうかもしれませんけど……けど……」

　日奈はなんだか全然納なつ得とくしてない様子で、必ひつ死しに言葉を探さがしているみたいだった。

「僕だって自分がいらないみたいな話はしたくないですけど、僕はやっぱりオマケみたいなものだと思うんです」

　でも健一はそう思う。日奈がどう思ってるかはわからないけれど、自分はそう思ってきたし、それでいいと思ってる。自分は日奈の恋を助たすけるためにこうしていると納得している。

「……嫌なんですか？」

　なのに日奈はそんなことを尋たずねてきた。

「いやじゃないですよ。楽しいですよ。ライブをしていると色々な人が来てくれるし、ハーモニカも思い通りに吹けるようになってきたし」

「だったら、もっと上を目指そうとか思わないんですか？」

「……それは思わないですね」

　なぜかはわからないが、それだけはハッキリと自分でもわかった。そのせいで日奈は露ろ骨こつにがっかりしたという顔をする。

「思いましょうよ」

「それで二人で芸能界で活かつ躍やくしようって話なんですか？　なんかそれも本ほん末まつ転てん倒とうな気が」

「そ、そうかも、し、しれませんけど……でももう少し未み練れんみたいなのがあってもいいんじゃないかって思うんです。健一さんは淡たん泊ぱくすぎです」

「……淡泊ですか」

　シーナにはちょくちょく言われている言葉だが、日奈に言われるとけっこう重い言葉だなあと感じた。

「なんだか健一さんはどんなことが起こっても、仕し方かたないってそう思えるんじゃないかって、そんな気がします」

「そんなことない……はずですけど」

　でも日奈からすればそういう風に見えるのかもしれないとは思う。本当に辛つらいことを日奈に話したことはない。日奈には話さなかったけれど、それを癒いやしてもらったのだ。

「そうとは思えないんです」

「日奈……というかシーナと出会った頃ころの僕はずっと沈しずんでたはずですよ」

「……公園で一人でぼーっとしてましたね、そう言えば」

「覇は気きがないってチョップされました」

「……すみません。調子に乗ってました」

　日奈はその時のことを思い出したらしく、素す直なおに謝あやまる。でも健一はなんだかやっぱり変だなと思う。チョップされたのはシーナに対してだったからだろう。

「でもそのおかげで僕は元気になれたんです。だからこうして日奈の力になろうって思えるようになったんです」

「……そうだったんですね」

　日奈はその頃のことを一つ一つ思い出しているのか、小さく何かを呟つぶやきながら、何度も何度もうなずいた。

「シーナのおかげで元気になれたし、シーナと一いつ緒しよにいるのは楽しいですよ。でも、だからってこれからもずっと一緒にいる方がいいのか……それは考えてしまいますよね」

「嫌ですか？」

「そういうことじゃなくて、やっぱりあのマンションの存そん在ざいはおかしいんだろうなって感じてるんでしょうね。だからあの場所があってくれてすごく助かってるんですけど、でもいつまでも頼たよってたらいけないって、そんな気もするんです」

「親おや離ばなれみたいなものですか？」

「そうですね。だからシーナともいつか別わかれないといけないのかなって」

　健一はそれが今すぐのこととは思いたくはなかった。でもこのテレビ出しゆつ演えんという出で来き事ごとは今までとは何か違うだろうことは感じていた。

「だから有名になる前に、この辺で離れておいた方がいいってことなんですかね」

　日奈はきっと何なに気げなくそう言っただけなんだろうと思う。でも健一にとっては、それがさっきまで感じていたことの正体なんじゃないかと感じられた。

「頃ころ合あいって言うのはどこかでやってくるんでしょうね。それを綾さんは大人おとなになって出て行くって言ってましたけど。でも僕はまだ大人になれる気はしてないですね」

「……私もです」

　日奈はそう短く呟くとぎゅっと唇くちびるを結むすんだ。拳こぶしもぎゅっと握にぎった。それが健一に見えた。

「どうかしたんですか？」

「いつまでも健一さんに頼ってたらダメなんだなって思い直しました」

　りりしい顔でそう告つげた日奈だったが、言い終えてから自分の言葉に照てれてしまったらしい。顔を崩くずして苦にが笑わらいを浮うかべる。

「……ま、今すぐってことじゃないですよ。シーナ＆バケッツのままの方がデビューしやすいってことなら、僕も協力するし、両りよう親しんにも話をしてみます」

　日奈の恋のためにはなんでもしてあげたいと思っているのは本当だった。その協きよう力りよくというのも決して簡かん単たんなことではないだろうし、両親に話をするということに関かんしては正しよう直じき、かなり気き後おくれする行こう為いだと感じる。

　蛍子に聞いた限りでは母親はショックのあまり健一のことをいないことにしてしまったらしい。そんな母親に会いに行っていいものなのだろうかとも思う。

　でもそれが日奈のために必要なら、健一はそれが出来る気がした。

「ありがとうございます」

　その気持ちが通じたのか、日奈は少し空を見上げるようにして、お礼れいの言葉を口にした。それで健一の視し線せんも自然に星ほしを探さがすように上うわ向むく。

「約束しましたからね。日奈の味み方かたをするって」

　でもそこには何か面おも白しろい物があったりはしなかった。いつも通りの空が、いつも通りにあるだけだ。変わったのは自分の視界。視線の向きだけだ。

「そこまで言われちゃうと、逆ぎやくにひるんじゃいますね」

　日奈の言葉に健一は彼女の方を見た。だが心配させるようなその言葉に反はんして、彼女はなんだか嬉うれしそうに笑っていた。

「えっと……ひるんでます？」

「絶対に上う手まくいかせないと、健一さんに申もうし訳わけが立たないじゃないですか。もう膝ひざがガクガク震ふるえますよ。あはは」

　でも日奈はにっこりと笑うと、少し足早に駆かけ出した。

「噓うそなんですか？」

　健一はそんな日奈を追いかけて尋たずねる。

「本気ですよ。すっごく本気です」

「そうかなあ……」

「本気ですよ。だから、今はちょっと答えられないって思いました」

　日奈にそう言われてやっと健一は、それはそうだろうなと納なつ得とくできた気がした。

　本気だから迷まよわないなんてことはない。本気だから、怖こわくなる。もし失しつ敗ぱいしたらどうなってしまうんだろうと不安になる。

　大だい丈じよう夫ぶだって思えるだけの材料があるなら、それでも進めるかもしれない。でも日奈にはそんなものはきっとないのだ。

　あるのはシーナとしての身み分ぶんと、あまり頼たよりになりそうもない相あい棒ぼう。

「でも、いつかは決けつ断だんしないといけないんですよね。いつかは佳奈ちゃんに本当のことを話さないといけないんですよね」

　そしてそんなことは日奈は嫌いやになるほど考えてきたのだろうと今いま更さらに健一は思う。冴子が指し摘てきしたように、日奈は佳奈を騙だましている。それは仕方ないことかもしれないけれど、いいことだなんて日奈は思ってないのだ。

「もう、それもそんなに遠くないのかもしれませんね」

　その結果が誰だれにとっても喜ばしいものになるとは思えなかった。

「そろそろ覚かく悟ごを決めないとですね」

　だからこそ日奈はそう言ったのだろうことが健一にはわかった。

　日奈は選ばなければならない。佳奈のためにシーナを捨てることを。それは健一たちとの別れを意味しているのかもしれない。もう暢のん気きに駅前でライブなんて出来なくなるだろう。

　そしてそこまでしても、佳奈が日奈の想おもいに応こたえてくれる保ほ証しようはないのだ。

「上手くいきますよ」

　でも健一はそう言って笑うことにした。心の底からそう思えていたわけじゃないかもしれない。でもそう信じることで出来ることだってあると、そう思いたかった。

「私もそう信じてます」

　だからなのか日奈はそれ以上はもう言わなかった。




　　　　○




　次の日、健一は佳奈に教室を連れ出された。

「ちょっと今、いい？」

　それだけしか言われなかったのでなんのことかわからない。そしてわからないのに連れ出されてしまう自分になんだかなあと思ってしまったりする。

「…………」

　佳奈は黙もく々もくと階段を上っていく。健一もそれに黙々とついていく。

　休み時間は十分。そう考えると大した話ではないのだろうと思う。

　でもそれにしてはやけに真しん剣けんな顔つきだったかもしれない。怒おこっていたのだろうか？　なんだか難しい顔をしていたような気もする。

　というか普ふ段だんはともかく、佳奈と話す時はなんだかいつもそんなイメージだ。となるといつもの通りの展てん開かいなんだろうか。

　何か昨日きのう、佳奈を怒らせるようなことをしただろうか？　まあ、佳奈はすぐに怒るからこっちが気づいてないだけでいくらでもありそうだ。

　日奈の帰りが遅おそかったことだろうか？　なんでそんなに遅くまで日奈のことを連つれ歩あるいていたのかと思っているんだろうか？　いや、それはなんだか違う気がする。

　日奈との話ではないと思う。最近、佳奈は日奈の話をあんまりしない。やはりシーナ関係の何かだろうと健一は思う。

「絹きぬ川がわ君？」

「……はい？」

　いつの間にか佳奈は目的地に着いていたらしい。とは言っても、別に視し聴ちよう覚かく室しつの前とか微び妙みような場所だ。健けん一いちはそれに気づかずそのまま行ってしまうところだった。

「ここで話すんですか？」

「ま、別に……他の人に聞かれないところならどこでもいいんだけど」

　佳奈はやっぱり怒ってるみたいだった。本ほん題だいに入ってないのにすでに、視線を落として肩かたを小さく震ふるわせている。

「……何か重要な話でしょうか？」

　言ってから間ま抜ぬけなことを聞いたものだと健一は後こう悔かいした。どうでもいい話なら教室でひょいっと話しかけて終わりだろう。

「絹川君にとってはどうでもいい話かもしれない」

　でも佳奈はそのことで嚙かみついて来たりはしなかった。どころか視線を逸そらして、なんだかそわそわとした態たい度どを見せる。

「でも佳奈さんには重要な話なので聞いて欲しいということなんですね？」

「わ、悪いの？」

「悪いことはないですけど……どういう話なんですか？」

　とりあえず怒られるという話ではないようなので安心する。

「絹川君は……鍵原さんと大おお海うみさんだったら、大海さんの方がいいわよね？」

　でもなんだかまだ油ゆ断だんのならない展開だったらしい。佳奈の考えていることがすっきりとわかったことはあまりないが、今回はその中でもかなりの難なん解かいっぷりだ。

「えっと……まあ、その質問の答えはイエスですけど……何か僕の愛が試ためされてるとかそういうことなんでしょうか？」

「私はその……二人の違いを問題にしているの」

「二人の違い？」

　というかどこか同じだっただろうかというくらい二人は似にても似つかないような気がする。

「じゃあ、質問を変えるわ。私と日奈ちゃんだったら、日奈ちゃんの方がいいわよね？」

「……それはそうだと思います」

　しかしそれがさっきの質問とどう関係があるのだろうか。健一にはそれがさっぱりわからない。そもそも日奈とはそれなりに仲良くしていることは知っているだろうし、わざわざ聞くほどのことなのだろうか。

「はあ……やっぱり、そうよね……」

　それなのに佳奈はやけにがっかりとした様子でため息までついた。やはり佳奈に聞かれた以上、佳奈の方がいいと答えるべきだったのだろうか。そんな心配までしてしまう。

「あの……さっきからの質問はなんなんですか？　僕の好みを聞きたい理由がわからないんですけど……」

「別に絹川君の好みを聞きたい訳じゃないわよっ」

　佳奈のその言葉はさらなる混こん乱らんの原因になった気がする。だったら何を聞いてたのだろうか？　何かの心しん理りテストかなにかで、表ひよう面めん的な質しつ問もんとは別に深ふかい意味があったのだろうか？　そうとはとても思えない。

「だったら何を……」

「男の子の一いつ般ぱん的てきな好このみに関する質問……なんだけど」

「一般的な好みに関する質問……」

　それを健一にするのもどうかと思うし、さっきの質問自じ体たいもかなり不ふ適てき切せつだっただろう。

「わかるでしょ？　絹川君が選んだ方には共通する特とく徴ちようがあるのよ」

「……わかりません」

　ツバメと千夜子に関しては正しよう直じき聞きくだけ無む駄だだったと思う。少しは意味がありそうなのは日奈と佳奈の方だが……つまり二人の違ちがいが問題だということか。しかし健一からすれば、顔こそ似てるが他は全然違うという感じなので困こまってしまう。

「本当にわからないの？」

　でも佳奈からすればわかって当然ということらしい。本当に困る。

「……えっと、妹ってことですか？」

　千夜子と日奈の共きよう通つう点てんはそれくらいかなと気づいたので言ってみた。

「はあ？」

　でも全然違ったらしい。凄すごい勢いきおいで睨にらまれた。

「……もう少しヒントをください」

　なんで教室から連れ出された上に、そこまでして佳奈の話を聞いてあげないといけないのかと思わないでもなかったが、このまま不ふ機き嫌げんなまま帰すわけにはいかないだろう。何か日奈の助けになるような話題かもしれないし……かもしれないし……。

「見た目でわかること」

「見た目で……」

　しかし見た目と言っても色々ある。

「男の子が興きよう味みある部分の話よ」

「……興味ある部分？」

　そんなのしかし人によって違うんじゃないだろうか。健一はそう思ってしまう。

「胸むねよ！　胸！　男の子って大きな胸が好きなんでしょ？」

　結局、佳奈は健一が答えを出すまで待ちきれなかったようだった。顔を真まっ赤かにして、そんなこと絶ぜつ叫きようされても困るのだが、まあ、わからないままよりは前進したことにしておく。

「それは人によると思いますけど」

「でも……一般的にはそういう傾けい向こうがあるんじゃないの？」

「そうかもしれませんけど……佳奈さんが気にするべきなのは一般的にどうかじゃなく……」















　シーナの好みの方でしょう。そう言いかけて、健一は自分がでっかい墓ぼ穴けつを掘ほるところだと理解した。

　シーナの好みを聞かれたら、「Ｆカップ以上を希き望ぼうしてます」と答えるしかなくなる。

「そりゃ、シーナさんはそんな普通の男の子みたいなこと言わないだろうし、胸の大きさなんて興きよう味みないって、私も思うわよ」

　でも佳奈の頭の中では健一とはかなり別人としてシーナが構こう築ちくされているらしい。

「なら気にしなくてもいいんじゃないですか？」

　本当は大いに気にした方がいいところかもしれないが、そういうことにしておく。

「でも絹川君みたいにあんまり普通の男の子みたいなこと言わなさそうな人でも、やっぱり彼女は胸が大きいわけでしょ？」

「……いや、別に千夜子ちゃんの胸が大きいから選んだわけじゃないですし」

　そもそも選んだのではなく、向こうからやってきたのだ。しかも、その頃は大きくなかったという情じよう報ほうもある。

「でも私と日奈ちゃんだったら、日奈ちゃんの方がいいんでしょう？」

「それも別に、胸の大きさで選んでるわけじゃないと思うんですけど……」

「じゃあ絹川君は胸が小さい方がいいの？」

「……正直言うと、別にどっちでもいいです。それよりはその、一いつ緒しよにいて嬉うれしいかとか、話してて面おも白しろいかとか、そっちの方が大だい事じかなあ……と」

「そんなことわかってるわよ」

「だったら気にしなくてもいいんじゃないかと……」

　と言うか、なんでさっきから胸の話になってるんだろうと健一は改あらためて思う。

　日奈と佳奈はあんまり似ていないと思っていたが、二人とも胸にこだわりがあるというのはさすがは双ふた子ごということなのだろうか？

「だって……シーナさん、私の胸を触さわろうともしないのよ。いくらシーナさんでも男の子なんだから、付き合ってればそういうことに興味持つものでしょ？」

　しかし事情はそれなりに深しん刻こくなものだったらしい。

「……そうですね」

「でも触ろうともしないってことは……私みたいな小さな胸には興味ないって。そういうことじゃないの？」

「…………」

　健一は想像以上に真剣だった佳奈の質問に言葉が詰つまってしまった。

　本当のことを言えば、シーナは触りたくてうずうずしているし、興味がないなんてことは絶対にないのだが……それを素す直なおに言っても逆ぎやくに怒られてしまいそうな気がする。

「やっぱり……やっぱりそうなのね？」

「いや、その……胸のことはよくわかりませんけど、シーナが佳か奈なさんのことを愛しているのは間違いないと思いますよ。隙すきあらばのろけてきますし」

「だったら、なんでキスした後はなんにもないの？　私たち、初めてのデートでキスしたのよ？　なのに、その後は何回デートしてもキスだけ。それっておかしいわよね？」

「……そうですかね」

　別にそれはそれでいいんじゃないかと健一は思う。むしろ初めてのデートでキスしたのがおかしいんじゃないだろうか。

「おかしいわよっ」

　でも佳奈には自分の考えがあって、それは健一の意見とは関かん係けいなく存そん在ざいするらしい。

「……まあ、正直に言うとですね」

　なので健一は自分の意見で佳奈を説せつ得とくするのは諦あきらめる。

「なに？」

「シーナはどっちかというと胸が大きい方が好きみたいです」

「……やっぱり」

「でも、佳奈さんだけはそんなこと関係なく好きだって言ってました」

　その後、やっぱり大きい方がいいって言ってた気もするが、その辺は今回は黙だまっておく。

「そうなんだ……じゃあ興味がないから触らないってことじゃないのね？」

　その辺あたりの情報操そう作さが成功したのか、佳奈は笑顔を浮かべた。

「そうだと思います」

　しかしそれも長くは続かなかった。

「でも……それってシーナさんの理り想そうの女の子が日奈ちゃんってことよね？」

「……え？」

　それはつまり佳奈にとって日奈との違いは胸の大きさしかないということなのだろうか？　というかそれ以前に、シーナは日奈なんだから、そんなはずはない。

「やっぱりシーナさんの理想の女の子が日奈ちゃんってことなの？」

「いや、そんなことないですよ。まあ、二人は会ったことないですけど……シーナは日奈さんはあんまり好このみじゃないと思いますよ」

「そ、そうなのかな？」

　佳奈にはその理由が本当にわからないみたいだった。

「僕の話をしてもしょうがないですけど、僕とシーナは好みがけっこう正反対なところがあってですね」

「うん」

「僕は日奈さんと仲なかいいけど、佳奈さんとはあんまり仲良くないじゃないですか？」

「……ま、そうね」

「でもシーナは佳奈さんが好きで、僕と好みが反対なんです。ということは、日奈さんのことは嫌きらいじゃないけど、そんなに好きにはならないんじゃないかと思いますよ」

「……なるほど」

　佳奈はそうは言いながら、その理り屈くつがすぐには飲のみ込こめなかったみたいだった。でもじっと何かを考えているうちにやっと理解したらしく、ぱっと明るく笑い出す。

「そういうことなのね？」

「そういうことなんです」

　健一はやっと納なつ得とくしてくれたと安心する。

「でもさ……大きくてもいいのよね？」

　でも佳奈の話はまだ終わってなかったらしい。

「え？」

「最近、私もちょっと大きくなってきたの……って何を言わせるのよっ」

　しかも突とつ然ぜん、怒られた。別に言いたくないことを言えなんて言ってないはずなのだが。

「えっと……シーナは基き本ほん的には、基本的にはですけど、大きい方がいいみたいです。だから佳奈さんの胸が大きくなるのは喜びこそすれ、悲かなしむ理由はないと思います」

「そ、そうよね。私、何言ってるんだろう」

　そして今度こそ、佳奈は納得してくれたらしい。健一はそう思う。

「……と言うことで、話は終わりですか？」

　なので確かく認にんして教室に戻ることにする。

「ちょ、ちょっと待って」

　でもまだ何かあるらしい。

「はい？」

「さっきのこと言わないでよね？」

「佳奈さんから色々聞かれたってことですか？」

「それもあるけど……ちょっと大きくなったってことよ」

「はい。初めから言わないつもりでしたけど」

「だったら、いいんだけど……」

　それで健一は今こん度どこそ終わったと思い、教室へと歩き始める。

「ちょちょ、ちょっと待って！」

　でもまだ少しだけ残っていたらしい。

「はい？」

「やっぱりさっきの言ってもいいから」

「……いいんですか？」

「だって、シーナさんは大きい方が好きなんでしょ？　だとしたら知しった方ほうが興きよう味みを持ってくれるってこと……よね？」

「そうなりますかね」

　しかしそれを見み越こして言うというのもなんだかいやらしいなあと感じる。色々な意い味みで。

「あ、でも、それをわかってて言うのはまずいわよね？」

　そして佳奈もそれに気づいたらしい。

「……えっと、じゃあどうすればいいんですかね？」

　なんかもうどうでもいいんじゃないかと健一は正直思い始めていた。

　その時、ちょうどチャイムが鳴なるのが聞こえた。次の授業が始まる合あい図ずだ。もうのんびり別の階の廊ろう下かで話している場合ではなくなった。

「言った方が良さそうなら言って」

　そしてそんな状じよう況きように返ってきた言葉は、実に他た力りき本ほん願がんな香かおりがした。

「……はい」

　健一は別にそんなことを言わなくたって日奈はもう知ってるんじゃないかなとも思った。彼女の胸への執しゆう着ちやくはそれくらいのことは易やす々やすと可か能のうにするだろう、きっと。

　そして健一は佳奈を追いかけるように教室に戻りながら、なんで今日きようになって佳奈はこんなこと言い出したんだろうと考えてしまった。

　テレビ関係の話題ならともかく、なんで胸の話なんだろうか？　でも考えてもその答えはやっぱりわからなかった。

「ああ、でもあれか……」

　それでも一つだけわかったことがあった。

　予よ想そう外がいにシーナの作戦はうまくいってるらしいということだ。押おすだけではなく引くことも重要だと言っていた例のあれだ。

　佳奈の胸が大きくなったのが、シーナの考えている通りかどうかはわからないが、まあ結けつ果かが同じならシーナにとっては同じことだろう。

「なに？」

　そんなことを考えていたせいで、佳奈に変な顔をされる。

「いえ、シーナが喜びそうなことを思い出しただけです」

　でも詳くわしい事じ情じようはもちろん話さなかった。
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　でも、シーナには話しておいた方がいいかも。健一はそう思って放ほう課か後ご、１３０１で待ちかまえていたのだが、その日のシーナはなんだか忙いそがしいみたいだった。

「今日、ちょっと用があるから出てくるわ。ライブには間に合わせるから、現げん地ち集しゆう合ごうでよろしくってことで」

　ドアの向こうからそれだけ言って、さっさと出かけてしまった。

「……あ、うん」

　あっけに取られてそれだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだったが、冷れい静せいに考えるとなんだか珍めずらしいシチュエーションのような気がする。

　シーナが急いで来るだけ来て出かけていく。その理由が思いつかない。

　佳奈とのデートだろうか？　それもないだろう。それならもっと堂どう々どうというか、のろけたっぷりに言うに決まっている。

　ということは、どうやら真ま面じ目めな用よう件けんであるらしい。しかもシーナとしての、だ。

「何をそんなに慌あわててたのかしらね？」

　そしてその辺あたりはやはり冴子にとっても謎なぞだったらしい。

「……ちょっと思いつかないんですよね」

　シーナ＆バケッツ絡がらみなら、健一に相談してくれてもいいような気もする。とすると、本当になんのことかわからない。佳奈関係でもなく、シーナ＆バケッツとも関係ない。そんな用件がシーナに存在するのだろうか？

「何かテレビに関係があるのかしらね」

「テレビですか？」

　しかしそれはシーナ＆バケッツ関係だろう。健一の知らないところで、動く理由というのがよくわからない。

「シーナ君にも友達がいるのかもしれないわ。今度、テレビに出るぞって自じ慢まんしに行ったとか、そういう感じじゃないかしら」

「……ああ」

　そういう可か能のう性せいは確かにあるかもしれないと健一は思う。シーナは健一と出会う前から、時々は街まちでうろうろしていたんだろうし、その時に知り合いの一人や二人は出来たって可能性はある。

「そう言えば、初めてのライブの日、シーナに話しかけて来る人とかいましたよ」

「じゃあ、それかな。自慢話かはさておいて」

「……自慢話じゃないならなんなんですか？」

「サクラとか」

「サクラ？」

「撮さつ影えいの日はギャラリーが多い方がいいでしょ？」

「……どうですかね」

　それは個人的には上がってしまいそうで嫌だが、冴子が言っているのは健一の個人的な感想ではなく、映像としての見み栄ばえのことだろう。

「シーナ君がそうしてるなら、絹川君もそうした方がいいんじゃないのかしら」

「……うーむ」

　理り屈くつはそうだが、やっぱりなんだかんだ言っても自慢話みたいな感じで気が乗らなかった。でもそんなことを言っている冴子は不ふ思し議ぎと嬉うれしそうに見える。

「直接言って回るのが嫌なら、告こく知ちをするって手もあるんじゃない？」

「告知ですか」

　告知なんてライブの中止くらいしかしたことがないなあなんて思う。考えてみれば妙みような話だ。ＴＶ撮さつ影えいだということであれば、確かに興味もある人がいるだろうし、それなりに効果はあるかもしれない。確かに冴子が言うように言って回るよりは自分に向いてそうだ。

「綾あやさんの手が空あいたら頼たのんでみますかね」

　健一がそういう結論に達した時、ちょうど綾が１３０１にやってきた。

「うはよー」

「おはようございます、綾さん」

　健一は反射的にそう答えてから、もう夕方と言っていい時間だなと思う。

「こんばんは、綾さん」

　冴子はその辺、ちゃんと挨あい拶さつした。

「ね、私の話してた、健ちゃん？」

　でも綾はどっちでも良かったらしい。

「あ、はい。今度、シーナ＆バケッツがテレビに出るんですよ」

「えと……それと私がどういう関係があるの？」

「それでその撮影の時に興味がある人にライブに来てもらったらいいかなあって有馬さんと話してたんですよ」

「うん。それで」

「それなら綾さんにポスターを作ってもらうのがいいかな、と」

「うん、いいよ」

　そして説明が終わると同時に了りよう承しようされてしまったようだ。話が早いのはいいが、本当にそれでいいのかと少し不安になるほどの素す早ばやさだ。

「それはそうとさ、健ちゃん」

　そして綾にとっては本当にどうでもいいことだったらしく、あっさりと話題が変わる。

「はい？」

「シーナ君って、最近、彼女とうまくいってるの？」

「え？　まあ、多分、うまくいってるんじゃないかと……」

　だからこそ、微び妙みような状況になってきてるのも事実だが、綾が気にしているのはそういうことではないんだろうと思う。

「そっか、ならいいんだけど」

　というか、綾がそんなことをわざわざ聞いてくるというのはかなり意い外がいな出来事のような気がした。

「なんで、また、そんなことを？」

「え？　なんかね、最近、シーナ君の態たい度どが変というか、普通というか」

「ど、どっちなんですか？」

「簡かん単たんに言うと、私のオッパイを見る目が変わったんだよね」

　けっこう真剣な話かと思っていたがそういうわけでもなかったらしい。力が抜ぬける。

「……はあ」

「前はね、すっごい目で見てたでしょ？　でも最近は少し遠えん慮りよがちだから、ああ、彼女さんに悪いって思ってるのかなあとか、そんな感じ？」

「……なるほど」

　でも、見ることは見てるのか。その辺はもうなんというか、さすがだなと認みとめてあげていいような気がしてきた。

「ちなみに健ちゃんはあんまり見てないけど、私はもっと見てもいいんじゃないかなあって思ってるんだけどな」

　そう言いながら綾は健一の側そばに寄ってくる。

「……そ、そうですか」

　その笑顔を見ると、見るだけでは済すませない凄すごみが感じられた。健一は思わず、冴子の方を見るが彼女はそういう状じよう況きようだとは少しも思ってないようで、健一が自分の方を見た理由がわからないらしい。不思議そうな顔をする。

「どうしたの？」

「いえ、別に……」

　考えてみると冴子は、こういう場面では健一を助けようとしてくれたことはなかったかもしれない。いつだったか綾あやに部へ屋やに連れ込まれそうになってる時も爽さわやかにスルーした。お互たがい余よ計けいな干かん渉しようはしないようにと心がけているにしても、ちょっと冷たい気がする。

「でさ、ポスターの件なんだけど。健ちゃん、聞いてる？」

　綾の話題はまたポスターに戻ったらしい。なんだ気にしすぎていただけかと健一は思う。

「はい、聞いてます、聞いてます」

「描かくのはいいんだけど、一つお願いがあるんだけどな」

　そしてなんだかまた綾が体を寄せてきた。

「……エッチなことで無なければ」

「エッチなことでもいいのに」

「いや、ここは綾さんが何か頼みがあるわけですよね？」

「まあ、そうなんだけど、ほら、最近、私、頑がん張ばって仕事してたからご褒ほう美びをもらってもいいかなって思っててね」

「それでエッチですか……」

「だから違うよ。もちろん健ちゃんがその方がいいなら、それでもいいけどね」

　また綾が体を寄せてきた。それで腕うでを組むような距きよ離りになる。

「……話を進めましょう」

　でも健一はそれを気にしないようにつとめる。

「ぶーっ。じゃあ描かいてあげない」

「いや、だからエッチなことじゃなければいいと言ってるじゃないですか」

「でもなんかすごく嫌いやそうだし」

「それは綾さんが隙すきあらばそっちに持って行こうとしてるからでしょう？」

「そんなことないよ。いつでもそう思ってるだけだよ」

「いや、それはなお問もん題だいです」

「……じゃあちょっと今は考えないようにする」

「ぜひ、そうしてください」

　健一はなんでそんな口こう論ろんになってるんだろうとため息をついた。それでちらっと冴子の方を見たが、なんだか彼女はそんな健一たちを笑っているみたいだった。

「私が言いたかったのは……健ちゃん？」

　でも話してる相手は綾なのでそれを確たしかめている場合ではなかった。

「はい、聞いてます、聞いてます」

「一いつ緒しよに出かけて欲ほしいってことなの」

「一緒に……ですか」

　それ自体は少し大変かもしれないが、ポスターのお礼れいだしなんとかしようと思う。だが問題はどこにという部分だろう。それを聞くまでは油断は出来ない。

「うん、中ちゆう華か街がいってあるでしょ？　神か奈な川がわの方に」

「ずいぶんとアバウトですが……まあ、確かに。そこに行きたいわけですか？」

「うん。ここからだとちょっと遠とおいかもしれないけど、健ちゃんが一緒にいてくれれば行けると思うんだ」

　そういうことを言うときの綾はなんとなく子供のような印いん象しようを受うける。無む邪じや気きそのもの。邪じや心しんみたいなものは全く感じない。そのせいかなんだかすごく照てれる。

「……中華街ならまあいいですけど。いつですか？」

「えっと……そのうち？　今週、来週は忙いそがしいから、その次くらいかな」

「また、アバウトですね」

「健ちゃんが都合いい時ときでいいよ。私は作品作り以外の時はどうとでもなるから」

「なるほど」

　健一はなんだか綾にしては意外にまともな提てい案あんだったななどと、ちょっと失礼なことを考えてしまった。まあ、綾は綾なりにちゃんとしようと思ってるのは間ま違ちがいないし、その成せい果かが現れているということなのだろう、きっと。

「それはそうと健ちゃん、今日、暇ひまなら私の部屋に来ない？」

　でもやっぱりそういうことでもないらしい。

「それはなんでまた？」

「色々と面おも白しろそうなものを買ってみたから、一緒に試して欲しいかなあって」

「面白そうなものを……」

　それはいったいどういうことなのだろうか？　健一はそう思ったが、それを確かめる気にはなれなかった。

　確かめるのは危き険けんだと本ほん能のうが告つげていた。いや、気にしすぎかもしれないが。

「え、えっと……ちょっと出かけてきますね？」

　そして健一はそんな冴子にそう告げるとさっと席を立つ。それから綾をすり抜けるように１３０１を出て行く。

「じゃあ、そういうことで」

「えー！　健ちゃん、ポスターは描かなくていいの？」

　そんな健一を綾はそう呼び止めた。















「それはまた改あらためて、今晩にでも話しますから」

　でも健一はそう言いい訳わけしてそのまま出て行くことにした。
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　とは言え、用よう事じなんて本ほん当とうになかった。

　結けつ局きよく、バイトを始はじめることもなかったし、デビューするかどうか迷まよっているこの状じよう況きようでそれを探さがすのもなんだか二に度ど手で間まな気もする。

　シーナはどこかに行ってしまったし、今いま更さら、千ち夜や子こに会いに行くというのも変へんだろう。まあ、電でん話わしてみれば喜よろこんで迎むかえてくれるかもしれないが、やっぱり暇ひまなので一いつ緒しよに遊あそびましょうと彼かの女じよに言うのはどうかと思う。

「……それにしても告こく知ちかあ」

　なので健けん一いちは用ようもなくふらつくことにした。それで思い出したのは冴さえ子こと話してた件けん。

　ポスターは綾あやに作つくってもらうとして、問もん題だいは貼はる場ば所しよだ。

　ライブの中ちゆう止しの時ときは駅えき前まえに貼らせてもらっているが、あれは時とき々どき、必ひつ要ように応おうじて貼ってるだけで、継けい続ぞく的てきに告知するとなるとちょっと事じ情じようが違ちがう。

「人が集まるところに貼ってもらうのがいいのかなあ」

　しかもシーナ＆バケッツに興きよう味みはあるけど、普ふ段だんは来こられないでいる人たちの。そんな都つ合ごうのいい場所があるとは思えないけれど、条じよう件けんとしてはそんなものだろう。

「喫きつ茶さ店てんとか……かなあ」

　健一は通とおりを歩あるきながら、目についた看かん板ばんからその可か能のう性せいに思い当あたる。

　そしてそう言えばと、とある喫茶店のことを思い出す。冴子が普段バイトしているあの喫茶店だ。あそこは人が多おおいとはとても言えないのでポスターの一いつ件けんとは関かん係けいない。

　普ふ通つうに機き会かいがあればまた行こうとは思っていた場ば所しよだったが、冴子が嫌いやがりそうなので彼女がバイトしている日は避さけていたのだ。そのせいでなんだかすっかり足あしが遠とおのいていた。

「せっかくだし、行ってみるか」

　健一はこれも何かの切きっ掛かけだろうと、その喫茶店の場所を思い出しながら、そっちに歩く足を向けた。




「絹きぬ川がわ君、いいところにぃ～」

　そしてそれは実じつに素す晴ばらしい判はん断だんであったらしい。健一にとってはどうかはわからないが、喫茶店のマスターである早さ苗なえにとっては救きゆう世せい主しゆの登とう場じようとでも言うべき状況だったようだ。ふらふらと揺ゆれながら健一の方へ早苗が近づいてきた。

「な、何かあったんですかっ!?」

　そのあまりの元げん気きのなさに健一は不ふ安あんになるが、店みせには荒あらされた様よう子すなどはないので、強ごう盗とうとかそんな話ではないのはすぐにわかった。

「今日きようはなんかお客きやくさんが殺さつ到とうしてて」

「……いいことじゃないですか」

「おかげで、お昼ひるを食べる時間もなかったのよぉ」

　つまり弱よわってるのはお腹なかが空すいているからだったらしい。人ひと騒さわがせな人だ。

「えっと……それだけですか？」

「え？　うん」

「そうですか。何かもっと危あぶない目に遭あったんじゃないかと心しん配ぱいしました」

　健一は改あらためて店てん内ないを見み渡わたして、ちょうど最さい後ごの客きやくが自じ分ぶんと入いれ替かわりにいなくなったらしいことを確かく認にんする。

「でも普ふ段だんは仕事なんてろくにないのに目が回まわるみたいに忙いそがしいし、しかも昼ひる飯めし抜ぬきだったのよ？」

「それは……確かに大たい変へんですね」

　このお店はどっちかと言わなくても誰だれも客がいないのがウリくらいの印いん象しようがあった。

「冴子ちゃんに助たすけを求もとめようと思ったんだけど、電話してもつながらないし、もう死しぬかと思ったわよ」

　なんだか大おおげさに早苗は嘆なげくとへなへなと力なくカウンター席せきに座すわる。しかしそれよりも健一は早苗の話に気になるところがあった。

「……有あり馬まさんって携けい帯たい電でん話わ持ってたんですか？」

「え？　家の番ばん号ごうを教えてもらってただけだけど」

「ああ、そうなんですか」

　まあ、そうだろうなあと健一は納なつ得とくする。とは言え、家の電話にかけたところで冴子が出る可能性なんてほとんどないし、なんのために教えたんだろうという気もした。

「で、早苗さん、お昼は食べないんですか？」

「うん、食べたいんだけどね。普段は何かその辺へんで買かってきてるのよ」

「……じゃあ今日もそうすればいいんじゃないか、と」

「でもそうしたらお店閉しめないとでしょ？」

　そう言われて、普段もそうしているとしたら本当にアバウトなお店だなと健一は思う。

「僕ぼくが留る守す番ばんしてましょうか？」

「そういうわけにもいかないでしょ？　絹川君、コーヒー淹いれられる？」

「……でもまあ、すぐに帰かえってきてくれれば、ブレンドはそこにあるのを注そそいで出せばいいんですよね？」

「そうなんだけど、こういう時に限かぎって何か来るのよ。こだわりの客が！　って、あ、そういえば、幹みき久ひさが来るんだった」

「幹久？」

「この間コーヒーだけじゃ寂さびしいって思ったから、ケーキを出すことにしたのよ。で、幹久にね、届とどけさせることにしたわけ」

「それって……『モン・サン・ミシェール』の辻つじ堂どうさんのことですよね？」

　二人がどういう関かん係けいかは詳くわしくは知しらないが、この明あきらかに暇ひまそうな店のために呼びつけているとしたらよほどのことだなあと健一は思う。

「ええ、そうよ。あいつは昔むかしから私には頭あたまが上あがらないのよ。色いろ々いろと貸かしがあるから」

「そ、そうだったんですか」

　やはり早苗は油ゆ断だんのならない人にん間げんであるらしい。健一は改めてそれを思い出したが、それは少すこし遅おそかったかもしれない。

「で、まあ、そんなわけで店を空けるわけにはいかないから、ちょっとお願ねがいしてもいいかしら？」

「……まあ、僕が出来ることなら」

「材ざい料りようと厨ちゆう房ぼうはあるから、何か食たべるものを作ってくれない？」

「……それぐらいなら、いいですけど」

　健一は一いち応おう、承しよう諾だくしながらも、なんだか変へんな話だなあと思いもした。普通に考えたら何かお弁べん当とうでも買ってくれば済すむ話ではないだろうか？

「本当？　助たすかるわぁ！」

　でも喜よろこぶ早苗を見たら、まあそれでもいいかと健一は思ってしまった。




「これ最さい高こうっ！　絹川君、天てん才さいっ！　この女おんな殺ごろしっ！」

　とりあえず、最後のは料りよう理りの評ひよう価かとしてはどうかと思うが、早苗は健一の作ったスパゲティにご満まん悦えつの様子だった。

　でも格かく段だん、特とく別べつな料理ではなかった。スパゲティだ。しかもナポリタン。いかにもな喫茶店のメニューだ。

「普通ですよ。コンロの火ひ加か減げんに慣なれてればもう少しパラッと仕し上あげられたんですけど」

「ほほう。とすると絹川君的にはまだまだの出で来きと？」

「まあ、元もと々もと大たいしたものじゃないですけど、七十五点くらいですかね」

「これで七十五点ってことは私が作ったら三点ね」

　早苗はそう言いながら、まだ残のこっているスパゲティにフォークを刺さす。

「早苗さんも料理するんですか？」

「出来るんだったら三点なんて言いわないでしょ？」

「……それはそうですね」

　しかしそれはそれでどんな出来なんだろうと健一は思ってしまう。スパゲティナポリタンをそんなにまずく作れるという方が健一にとっては驚おどろきだった。

「なんかベチョベチョするのよねえ。さっき絹川君が言ったけど、パラッとって言うの？　そういうのに全ぜん然ぜんならないのよ。なんか食べ終わった後あとも、ずっと口の中に残ってる感かんじでね。それはもう食べられたものじゃないわけよ」

「それはそれで凄すごい気もしますけど」

「そんな料理を文もん句くも言わず食べてくれた人もいたんだけどねえ。今思うと本当、悪いことをしたわよね。そりゃ離り婚こんしてくれって言われてもしょうがない」

「……離婚されたんですか？」

　なんだか深しん刻こくな話わ題だいがほいっと出てきたなと健一は感じる。

「ええ。まあ、このお店はその慰い謝しや料りようを無む駄だ遣づかいするために作ったのよ」

　そしてそんな受うけ答こたえから、別べつ段だん、深刻な話じゃなかったのかもと健一は思い直なおした。

「それはそれで凄いですね」

「まあ、私わたしは私で稼かせぎがあるし、必要のないお金だったから」

「物もの書かきってこの間あいだ言ってましたよね？」

「そうなのよ。そっちがなんでか知らないけど順じゆん調ちようでね。でもそれが悪かったのかなあ。男の子って難むずかしいわよねえ」

「……そうなんですかね、やっぱり」

　まあ、男でも女でも簡かん単たんじゃあないだろうが、早苗がなんについてそう言ってるのかは健一にはイマイチわからなかった。なんというか本当、大人おとなの話なんだろうと思う。

　それより気になったのは、早苗が男の子と言った方だった。離婚の話だから旦だん那なさんの話かと思っていたが、子こ供どもの話だったのだろうか。しかし子供の話だとすると早苗はよほど幼おさなくして結けつ婚こんしたということになりそうだ。

「ま、何なに事ごともバランスとタイミングなのよ。だからって普段は何をしててもいいってわけじゃないんだけど……まあ、自分が頑がん張ばればいいだけじゃないってのは、本当難しいわね」

「なるほど」

　早苗の言うことはいちいちもっともだなと健一は思う。でもだからこそ、じゃあどうしたらいいんだろうと感じてしまう。

「絹川君はさ」

　でも早苗はそんな健一の心の疑ぎ問もんには答えず、新あたらしい話題を振ふってきた。

「はい？」

「将来は料理人になりたいとか思ってるの？」

「いえ。料理はけっこう必要に駆かられて始めただけですし、好すきってわけでも」

　健一はそんな風ふうに答えながら、千夜子との話を思い出していた。将来の夢ゆめというやつだ。

「そうかあ。まあ、好きじゃないんならしようがないけど、必要に駆られてなんとかなっちゃうってのはそれはそれで相そう当とうな才さい能のうなのよ」

「……そうなんですかね」

「本人からすれば、やろうと思ったらやれた。それだけのことかもしれないけど。出来ない人からすれば、どれだけやっても出来ないことだったりするの」

　早苗のそんな言葉はただの一いつ般ぱん論ろんだったに違いない。でもそれは健一の心に深ふかく突つき刺さるほどの何かを含ふくんでいた。

「きっと、そうなんですよね」

「私も物書きなんてやってるけど、別になろうと思ってなったわけじゃないの。高こう校こう生せいの時に、ちょっとまとまったお金かねが必要でね。その時、大たい賞しようを取とったら百万円って話だったからダメ元で出してみようって。ま、私の場ば合あい、結けつ局きよく、準じゆん入にゆう選せんだったから五ご十じゆう万まんだったけど」

「でも、凄いことですよね、それ」

「そうなのよ。でもね自分のしたことだから大したことじゃないって思ってた。そのせいで大だい学がくの時、友とも達だちを一人なくしたわ。今からすると本当、バカみたいなケンカだったけど、でもその娘ことはそれっきり」

「……なんて言ったらいいのかわかりませんけど」

「いや、まあ、私の武ぶ勇ゆう伝でんは本当、若わか気げの至いたりだから聞きき流ながしてくれていいんだけどね。私が言いたいのは自分を基き準じゆんに計はかってるとひどい目に遭あうってことかな。絹川君って何でもそれなりに出来ちゃうでしょ？」

「そんなことないと思いますけど」

「そういう人はね、もう少し調ちよう子しに乗のっててくれないと困こまるのよ。誰にでも出来るみたいな顔かおされるとできない人が怠けているみたいに見えちゃうから」

「そういうものなんですか？」

「その点、圭けい一いち郎ろう君はわかりやすかったなあ。いかにも天才で、本当に天才で。それを少しも隠かくす気なかったしね。おかげで上じよう級きゆう生せいにボコボコにされてたけど。あはは」

「いや、そこは笑わらう所ところじゃないと思うんですけど」

　健一はツッコミを入れながら、その話題にあがった人じん物ぶつが蛍けい子この婚こん約やく者しやだということに気づいた。エリの知しり合あいだというのは知っていたが、そういう人間とは聞いてなかった。

「いやあ、それがね。彼、ボコボコにされてるうちに殴なぐられるコツを摑つかんじゃってさ。いくら殴られても平へい気きになっちゃったのよ。頭あたまでっかちの天才にヤキを入れてやるって意い気き込ごんでたのに、殴ってる方が疲つかれちゃって逃にげ出だしちゃったの」

「……壮そう絶ぜつですね」

「本当ね、生いきる嫌いや味みみたいな子だった。しかも高こう校こう生せいのくせに、アメリカで大学を出てて、進しん学がくとか興きよう味みないもんだから浮うきまくり。もう何しに来たのって感じでしょ？」

「実じつ際さい、その人はなんで高校に来てたんですか？」

「十四歳の夏なつ、キャンパスでうろついてた時、高校生活も悪くないかなあって思ったんですよ──って言ってたけど、まあ、天才の言うことだから話はなし半はん分ぶん」

「その人、高校入って楽たのしかったんですかね？」

「楽しかったみたいよ。まあ、楽しいことばかりじゃなかっただろうけど」

「それは、そうなんですよね、きっと」

　圭一郎がどう楽しかったかなんてことは健一には想像も出来なかった。圭一郎と健一とではあまりに生き方が違う。きっと性せい格かくだって違うだろう。でも楽しかったとしても、そればっかりじゃなかったという方は素す直なおに納なつ得とくできた。圭一郎が天才であろうと、いや、天才だからこそ楽しいことばかりではないのだろうことはわかる気がした。綾がそうであるように、きっと圭一郎も理り解かいされない苦くるしみを感じていたに違いない。

「でもまあ、天才の考えることは私にはやっぱりわからないわ」

「天才じゃなくても他ほかの人の考えていることは本当にはわからないと思いますよ。わかる時はあるかもしれないけど、それだってわかった気になってるだけかもしれませんし」

　健一はそう言いながら冴子のことを思い出した。以い前ぜんに比くらべればずいぶんと冴子の考えていることがわかるような気はしている。でもそれはむしろ向こうがわかるようにしてくれているだけなんじゃないかと感じた。

　なぜ冴子があんなにも外の世せ界かいで他た人にんの振ふりをすることにこだわったのか。それも結けつ局きよく、わからないままだ。もうそうしなくてもいいとなっただけで、それにほっとした。でもなぜ、そういうことを言い出したのかも考えてみるとわからない。

「そうね。それに人は少しずつだけど変わってしまうものだから」

　早苗は何かを思い出したらしく暗くらい顔をした。でもそれに自分で気づいたらしく、健一の方を見てニッと笑う。

「特に女の子は一緒に歩あるいているつもりでも、よそ見をしている間にどこか行ってたりするものだからね。気をつけた方がいいわよ」

「……あ、はい」

　健一はそう答えながらも今の言葉はなんだかちょっと違うなと感じた。よそ見をしていたのは、早苗の方なんじゃないかと健一は思う。でもそれを確たしかめる気にはなれなかった。

「でね、絹川君。話、戻もどるけどね」

「はい」

「絹川君もここでバイトしない？」

「バイトですか」

「忙いそがしい？」

「忙しいかどうかがちょっとわからないんですよね」

　健一はその理由を説明しようとして、そもそもなんでここに来たのかを思い出す。

「どういうこと？」

「ストリートでライブをやってるって話をしたじゃないですか。それが評ひよう判ばんなのか、今度、テレビの取しゆ材ざいが来るんですよ」

「へえ。それが切きっ掛かけで、もっと本ほん格かく的てきに活かつ動どうを始めるかもしれないってこと？」

「まあ、その可か能のう性せいが少しだけどあるってことです」

「で、そうなったらバイトを始めても早そう々そうに辞やめることになるかもしれない。でもそういうのは申もうし訳わけないので、それなら初めから数かずに入いれないで欲ほしいとそういうことかしら」

「そんな感じですかね」

　健一がそう答えると、なにやら早苗は考え込むような顔を始めた。自分が言ったことを健一が肯こう定ていしたのに、なんでそのタイミングで考え始めるのだろうかと健一は不ふ安あんになる。

「最さい近きんの子ってけっこうそういうものなのかしら？」

　そして考えた末すえに早苗は健一が想像もしてなかったことを尋たずねてきた。

「え？　どういうことですか？」

「冴子ちゃんもね、いきなり来れなくなることがあるかもしれないけど、それで良よければってバイトの面めん接せつの時に言ったのよ。私、その時、変なことを言う娘こだなあって思って」

「変……ですか？」

「むしろ普通なのかもしれないけど。でも所しよ詮せん、バイトでしょうって言うのが私の最近の子の認にん識しきなのよね。面おも白しろそうだから始めて、つまらなかったら次つぎの日から勝かつ手てに来ない。そんなものだろうと私は思ってた」

「……そんなバイトの人は困こまるんじゃないかと」

「それはもちろん困るけど。でも私はそういうつもりで始めて、それでも続けていくうちにね、愛あい着ちやくとかね、責せき任にん感かんとかね、そういうものが育そだつんじゃないかなって思うのよ。なのに、冴子ちゃんも絹川君も始める前から、そういうのがあるみたいだから……変だなあって」

「……変、なんですかね」

　早苗の考え方には疑問を感じる。でも同どう時じに、そういうものなのかもしれないなとも健一は思う。実際、バイトなんてそんなものかもしれない。ダメなら辞やめる。そういうつもりでいいものなのだろう。

「とりあえず、今日はどうかしら？」

「今日？」

「今日、ここで働はたらく気はないかってこと。そうしたらナポリタンを作ってくれたところから時じ給きゆうを払はらうわ」

「……今日はまあライブまでは暇ひまだったかと思いますけど」

　食事の当とう番ばんも今日は冴子だったはずだから、それでも問もん題だいはないのだろう。しかしそれにしたって突とつ然ぜんな展てん開かいだなあ、と思う。

「ライブは何時から？」

「十時ですかね」

「じゃあ九時までで五時間。時じ給きゆう千円で五千円でどう？　日につ給きゆうで払うわ」

「……いえ、別にそこまでしてくれなくても」

　というか時給千円っていうのは高すぎるんじゃないだろうかと思う。相そう場ばがいくらか知らないけど、高校生が一時間でもらえる額がくとしては多おおいだろう。特とくにこの店では仕し事ごとらしい仕事もないのだから。

「いいのよ。冴子ちゃんにはもう少し払ってるし。うちは仕事を覚おぼえる度たびに時給が上がるシステムを採さい用ようしているから」

「そういうことなんですか？」

　なんか最さい終しゆう的てきにはいったい、いくらになるんだろうと想像するのが怖こわい気がした。

「とりあえず絹川君がいる時だけ、メニューにナポリタンを加くわえようかと思うんだけど、どうかしら？」

「……どうかしらと言われても、そんなに頻ひん繁ぱんに来るんですか、僕？」

「忙しい？」

「いえ……まあ、学校が終わった後はライブまでは基き本ほん的に暇ですけど」

　健一はそう言ってから、千夜子という彼女がいるのにそれはどうなんだと自分のことなのに心こころの中でつっこんでしまう。

「土ど日にちは？」

「土日は……わからないですね」

　なのでさすがに千夜子のために空けておこうと思う。

「そうかあ。冴子ちゃんも土日は休やすみなのよね」

「そうなんですか？」

　健一にはそれはなんだか違い和わ感かんがあった。土日だからといって冴子はどこかに出かけているというイメージは全まつたくなかったからだ。

「まあ、年とし頃ごろの女の子ですものね。彼かれ氏しとデートとかしてるのかしらね」

「彼氏とデート……？」

　それはないだろうと思う。冴子に彼氏がいるとは思えないし、それにやっぱり土日だからと言ってどこかに出かけたりはしていないはずだ。まあ、健一が千夜子とデートをしている時のことは健一にはわからないけれど、それでもどこかに行ってたりすれば、それとわかってもおかしくないと思う。

「でも、そういう風じゃないわよね」

　早苗は自分で言い出したくせに、あっさりとそれを否ひ定ていした。

「ですよね」

「ま、そんなわけだから、とりあえずエプロンでもつけて、それっぽくしてて」

　そしていきなり仕事が始まったらしい。それにしてはずいぶんと適てき当とうだが。

「それっぽくですか」

「お客さんが来たら、いらっしゃいませってことで。後は私が見み本ほんを見せるから、それで覚えて行ってくれればいいわ」

「はい」

　そう健一が返事をした時、ちょうどお店のドアが開いた。ガランガランと音が響ひびく。

「いらっしゃいませ」

　健一は反はん射しや的てきにそう言って、それを見た早苗は満まん足ぞくそうな顔を浮かべた。

「いいんじゃない？」

　早苗はポンと軽かるく健一の肩かたを叩たたくと、そのままドアの方へと歩き出す。

「すみません。遅おくれましたー」

　でもやってきたのはお客さんではなかったらしい。健一と同じ年くらいの背の低い少しよう女じよだった。髪かみは短みじかく活かつ動どう的てきな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。白しろい手て提さげの箱はこを両りよう手てにそれぞれ持っており、何か届とどけ物ものを持ってきたらしいことがわかる。

「いえいえ。いつもご苦く労ろう様さま」

　早苗はそんな少女から荷に物もつを受け取る。健一はそれに気づいて、こういうのを運はこぶのも自じ分ぶんの仕事かなと早苗の側そばに寄よった。

「いいのよ。お客さんじゃないから、絹川君はのんびりしてて」

「……いいんですか？」

「これも大きいけど、中身はケーキだから軽かるいのよ」

「……ケーキですか」

　そう言えばさっき、『モン・サン・ミシェール』がどうとか言ってたなと思う。

「って言うか、幹久は今日もサボり？」

　それで早苗も思い出したらしい。やってくるのは幹久と彼女は言っていた。

「今日こそは自分で行くって言ってたんですけど、二に号ごう店てんでトラブルがあったとかで」

　そしてやってきたのは、どうやら『モン・サン・ミシェール』で働はたらいている女の子だったらしいことがその言葉で健一にもわかる。

「それで早苗さん。こちらは、新しいバイトの方ですか？」

　そして健一が気にしていたように、向こうも健一の方を気にしていたようだった。

「ええ。さっき採さい用ようした絹川健一君」

「さっきって」

　その女の子は早苗の言い方が面おも白しろかったのかくすくすと笑わらい始める。

「で、この笑ってる女の子は幹久の店のバイトの咲さく良らちゃん」

　そう紹しよう介かいされて、健一は挨あい拶さつをしておかないとかなと思う。

「どうも、絹川健一です」

「あ、どうも、すみません。御み園その尾お咲良です。名みよう字じはなんか変へんなんで咲良でいいです」

　咲良は笑いを堪こらえながら、健一に手を伸のばす。どうやら握あく手しゆを求もとめているらしい。なんか変わった娘だなと思いながら健一はそれに応えた。

「可愛かわいい娘でしょ、咲良ちゃん」

　それを見ていた早苗がそんなことを言い始める。

「そ、そうですね」

「アイドルの卵たまごなんだって」

「そうなんですか」

　改めてそう言われると確かにちょっとその辺に普通にいる娘とは雰囲気が違うかなと思う。顔かお立だちが綺き麗れいというのもあるけれど、周まわりの空くう気きまで変えているようなそんな底そこ抜ぬけの明あかるさがある。

「まだデビュー出来るアテも全ぜん然ぜんないんですけどね。練れん習しゆう、練習、練習の毎日ですよ」

　その割わりに意い外がいに現げん実じつ的てきに自分のことを考えているようでもあった。

「そう考えると、絹川君と咲良ちゃんはライバルなのかしらね」

　そして早苗がまた少し変なことを言い始める。

「え？　そうなんですか？」

「絹川君はこの辺じゃ有ゆう名めいなストリートミュージシャンなのよ」

「もしかして、シーナ＆バケッツですか？」

「そそ、それそれ」

「本当ですか？　シーナ君じゃないってことは、バケッツの方ですよね？　うわ、バケッツの人ってこんな顔してたんだ」

　そして咲良はマジマジと健一の顔を見る。

「……すみません、こんな顔で」

「え？　あ、すみません。悪い意味じゃなくて、知らなかったからびっくりしてただけです。というか、普通に格かつ好こういいですよね？　なのになんでバケツ被かぶってるんですか？」

「なんでって……シーナが恥はずかしいならバケツでも被ってろって言ったからですかね」

「それ本当ですか？」

「もしかすると先にシーナ＆バケッツって名な前まえがあって、誰だれかにバケツ被らせようと企たくらんでたのかもしれない」

「ってことはやっぱり、シーナ＆ザ・ロケッツのもじりなんですね？」

「……多た分ぶん」

　そのバンドのことは知らないが、以い前ぜん、千夜子がそれっぽい話をしてたなと思う。

「そっか、そっかあ。いやあ、店てん長ちようには感謝しないと。美お味いしいなあ、私」

　でも咲良はなんだか一人で勝かつ手てに感かん激げきしてる様よう子すだった。

「ちなみに咲良ちゃん？」

　そしてそんな咲良を早苗はニコニコと見ていた。

「はい？」

「絹川君は彼女いるらしいわよ」

「えー？　そうなんですか？　ま、でも、そりゃそうですよね。あ、あの人ですか？　ライブの時にすっごいはしゃいでいる短い髪の元げん気きな女の子。ああ、ああいうのが好みなんですか」

「……とりあえず、違うと思います」

　でも咲良の言った女の子が誰のことかはなんとなくわかる気がした。

「じゃあ、どの娘ですか？」

「彼女はライブには一度しか来てないですから」

「ああ、なんか大人おとなしい系けいの娘こなんですね。もしかしてメガネ娘ってやつですか？　最近、流は行やってますよね。私、別に目め悪わるくないんだけど、ユニットに一人くらいいた方がいいかもしれないから、かけてみないかと言われましたよ？」

「……それもちょっと違うかなあ」

「違うのかあ。じゃあ、どういう娘なんですか？　あ、年とし上うえのお姉さんですか？　ああ、なんかそういう女じよ性せいにすごい可愛がられそうなタイプですよねっ」

「……なんと言ったらいいのかなあ」

　というかそもそもなんで咲良にそんな話をしなければいけないんだろうかと思う。

「ま、なんか今いま更さらだけど」

　そして健一が困ってると思ったのか、早苗がそう言って会かい話わに入ってきた。

「はい？」

「立たち話ばなしもなんだし、席に座ったら？　ブレンドなら出すわよ」

　そして仕事に戻もどれという話かと思ったら、むしろ逆ぎやくだった。

「本当ですか？　美味しいなあ、私っ！」

　そして咲良はそれになんの疑問も抱いだかなかったらしく、店てん内ないをきょろきょろと見み渡わたし、カウンター席に座る。

「……いいんですか、これで？」

　健一は早苗にその成なり行ゆきを確かく認にんして、咲良の隣となりの席に座る。

「ま、お客さんもいないし、いいでしょ」

　そして早苗はカウンターの向こうへ移い動どうしてコーヒーを注いでくれた。




　咲良もコーヒーを飲み出すと急に静しずかになってしまった。うっとりとした顔でコーヒーをくるくると搔かき回まわして、それからまたちょっとだけ飲のむ。その繰くり返かえし。

　健一もそんな咲良の幸しあわせな時間を邪じや魔ましてはいけないのかなあと隣で静かに飲む。

「それにしても最近、多いわよね？」

　だから早苗がそんなことを言い出したのはけっこう時間が過すぎてからのことだったと思う。早苗は早苗でカウンターの向こうでスパゲティの残りを平たいらげていたらしい。

「……何がですか？」

「咲良ちゃんがうちに来るの」

「そうですねえ。私はおかげで早苗さんのコーヒーが飲めてご機き嫌げんですけど」

「まあ、私も咲良ちゃんみたいな可愛い娘こが来てくれるのは歓かん迎げいだけど」

　そう言いながら早苗はなんだか不ふ満まんそうな顔をする。

「ダメですか？」

「でもね、幹久の奴はなんで来ないのかって話よっ！」

　早苗はどうやら有ゆう名めい人じんになっても幹久をこき使つかうつもりでいるらしい。この店の状況からして、忙しいのはどっちかと言わなくても幹久の方だろう。なのに呼びつけて、来ないと怒おこるのでは幹久も大変だ。

「店長も来る気はあるみたいなんですけど、なんだかここのところトラブル多た発はつしてて。早苗さんのところにケーキを届とどけるようになったせいじゃないかなんて言ってましたよ」

「なに？　それは私のせいってわけ？」

「そうは言ってなかったですけど、でもここ最近ですよ、本当。それまではちゃんと回ってましたから」

「うーむ」

　早苗は何か心当たりがあったのかじっと考え込み始めた。

「なんかあるんですか？」

　それがなんとなく不ふ安あんになり、健一は尋たずねることにする。

「昔むかしもそんなことがあったなあって。圭一郎君と幹久が会おうとしたら電でん線せんが切きれて電でん車しやが止とまったりとか、そういうのがね」

「……それは大おお事ごとなんでは」

「それでお互たがい忙いそがしいからその日は会わないことになって別の日になったんだけど、その時は台たい風ふうが来て……とかそんな感じで。結局、二人はその後、会ったのかしら？」

「……早苗さんの知り合いは壮絶な人が多いですね」

「でも私は小こ物ものなのか、別にそういうのないのよね」

「いや、早苗さんがどうとか関係ないと思いますけど」

「まあ、そうなんでしょうけど、そういう縁えんみたいなものってあるのかなあって感じる時もあるのよね。咲良ちゃんとは本当はその予定がないのにけっこう頻ひん繁ぱんに会ったりね。逆に別に悪い人じゃないんだけど、間が悪くてなんだか印いん象しよう悪わるいとかそういう人もいるでしょ？」

「……なるほど」

「絹川君は幹久に会ったことある？」

「え？　会ったことありませんけど」

　そう言えば会ったことがなかったなと思う。とは言ってもエリと一緒に行った時はともかく、他の時は単たんなる客だったのだからそんな不ふ思し議ぎな話でもないのだが。

「じゃあ、今度見たら紹しよう介かいするわ。そうしたら『モン・サン・ミシェール』でケーキ食べ放ほう題だいになるわよ」

「……いや、ちゃんとここで稼かせいだお金かねで食べますよ」

　どこまで早苗は幹久をこき使うつもりなんだろうか。会ったこともない人だがさすがに健一は同どう情じようしてしまう。

「そう？　本当、絹川君は真ま面じ目めなのね」

「……そうですかね」

　さすがにそれくらいで真面目と言われると健一としても困ってしまう。

「いえ、真面目ですよっ」

　なのに咲良はどっちかというと早苗の方を支し持じしているらしい。

「そうですか？」

「私なら食べ放題の方がいいです。あのお店のケーキ、ほんっとうに美お味いしいんですよ？　しかも一いつ切さいハズレなし。ザクロを使ったとか言われて、うえって思ったけど、食べたらもうザクロごめんなさいって感じでしたよ」

「……ザクロってどんな果物でしたっけ？」

「あ、あれは季き節せつ限げん定ていだったから今はないんですけどね。とにかく何で作らせても美味しくしちゃうんです、うちの店長は！」

「やっぱりすごい人なんですね」

　健一は素す直なおにそう思った。エリにしたって言い方はともかく、やはり尊そん敬けいしていた。店てん員いんの咲良も絶ぜつ賛さんしている。実際、食べにいったケーキも美味しかった。

「人との約やく束そくを守らないダメ人間よ。くそう、あいつめ。恩おんを忘わすれてっ」

　でも早苗だけは幹久への評価が辛からいらしい。なんか本当、よほどのことでもあったんだろうかと健一は心配してしまう。

「ああ、そう言えば、健一さんのこと、お店で見たかもしれません」

　なのに咲良にとってはその辺はいつものことという感じだったのだろうか。早苗が幹久のことを悪く言っても気にする様子もない。

「そうなんですか？」

　まあ、お店で働いてるのだからそうであっても不思議はないが。というか気づくと、健一さんとか言われている。千夜子が聞いたら卒そつ倒とうしそうな展てん開かいの速はやさだ。

「お嬢じよう様さまと一いつ緒しよに来てましたよね？」

「お、お嬢様？」

　いったいそれはどこのお坊ぼつちゃまの自分の話だろうと思ってしまう。だが、咲良は勘かん違ちがいをしていたというわけではないらしい。

「八や雲くものお嬢様のことですよ」

「……ああ、狭さ霧ぎりさんのことですか」

「やっぱりそうですよね。ああっ！　ということは、健一さんの彼女ってお嬢様のことだったんですか？」

「いえ……その時、一緒にいたのが……」

　会っていたなら説せつ明めいの手て間まが省はぶけるなと健一はほっとした。

「え？　三人でしたっけ、あの時……」

　でも咲良の記き憶おくには千夜子のことは残っていなかったらしい。

「いや、三人だったはずですけど……というか狭霧さんとはたまたま一緒になっただけで、僕は彼女と行ったんです」

「うーん。思い出せません。お嬢様が格好いい男の子を連つれてるなあってのは気にしてたんですけど……あの時、健一さんの彼女も一緒だったんですね……」

　咲良もやはり千夜子と同じく綺き麗れいは正せい義ぎとか言い出す人間なのだろうか。よほど狭霧には女の子の目を引きつける魅み力りよくがあるらしい。

「なに、そのお嬢様って？」

　早苗が、咲良がうんうんとうなってる隙すきにまた会話に入ってくる。

「この間、僕と一緒だった八雲さんの妹いもうとさんのことですよ」

「じゃあ彼、お坊ちゃんなの？　その割にはファミレスでバイトとか言ってたけど」

「なんか事じ情じようがあるみたいです」

　でもその事情は知らないし、本当にお坊ちゃんなのかも実はよくわかってない。

「店長の恩おん人じんの娘むすめさんなんだそうです」

　咲良が不ふ意いにそんなことを言い出す。

「で、その娘をお嬢様と呼よんで丁てい重ちように扱あつかっていると」

「そうみたいですね。この間の新しん作さくで『サギリ・ロール』ってのがあるんですけど。あれ、お嬢様が試し食しよくしたからそういう名前になったんですよ」

「え？　そうだったんですか？」

　健一はその話にさすがにびっくりした。

「表おもて向むきは、ロールケーキっぽい見せかけのケーキという意味でさぎりと名な付づけたってことになってますけど、本当はお嬢様の名前が先さきみたいです」

「……すごい人なんですね、狭霧さんって」

　幹久が異い常じように義ぎ理り堅がたいという可能性も、早苗への対たい応おうを考えるとありえないことではないが、やはり何かそうさせるだけの魅力のある人間なのだろうなあと健一は感かん心しんする。

「健一さんだって十分以上にすごいと思いますよ？」

　でも咲良はそんなことで感心している健一のことをおかしいと思ったらしい。くすりと笑って、それから早苗の方に視し線せんを移す。

「そうね。シーナ＆バケッツのバケッツなんでしょ？」

「それはすごいことなんですか？」

　その辺がどうも健一にはピンと来ない。だから早苗に尋ね返してしまう。

「何言ってるんですか！　すごいことですよ！」

　でも咲良が横から力りき説せつする。

「明日、学校でバケッツと一緒にコーヒーを飲んだって話したら、妬ねたまれてイジメに遭あうかもしれません。それくらいすごいです」

「……それはすごいのかなあ」

　まあ、人の心をそれだけ動かすことだと言われればすごい気もするが。

「評判になってテレビの取材を受けるほどなんでしょ？」

　早苗も咲良の言い方には疑問があったらしい。別の言い方でわかりやすく伝つたえてくれた。

「え？　テレビ？　もしかしてストリートグラップラー？」

　なのに咲良の方が過か敏びんに反はん応のうする。

「みたいですよ。有名な番ばん組ぐみなんですか？」

「ストリート系のミュージック追っかけてるなら誰でも知ってますよ。いくつかありますけど、やっぱり一番アンテナ高たかいんじゃないですか？　その番組が切っ掛けでメジャーデビューしたバンドもたくさんありますよ？」

「……う。それはちょっとプレッシャーだ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。シーナ＆バケッツなら絶ぜつ対たいイケますよ。デビュー曲きよくオリコン初はつ登とう場じよう第七位レベルと見ました」

「……本当？」

　それはそれでなんかまずいような気がする。咲良は励はげましてくれているのだろうが、なんだか心がぐっと重おもくなった気がしてしまう。

　それに第七位というのがなんだか妙みようにリアルだった。これが一位なら、ファンのひいき目だなと思えただろう。でも七位。それはそれで十分すごいので、やっぱりないだろうと思うが、わざわざ七位と言い切った辺りに不思議な説せつ得とく力りよくを感じてしまう。

「タイミングが良ければ四位くらいになるかもしれません」

　しかも本人はかなり真しん剣けんに考えた末の結論と信じているようだ。

「うむぅ」

「あれ？　嬉うれしくないんですか？」

「……正しよう直じき、そこまでの覚かく悟ごで始めたことじゃないから」

「へ？　そうなんですか？　なんとなくであのハーモニカが吹ふけちゃうんですか？　それはそれで格好いいですね」

「そうなのかな」

　健一はやっぱり考えてしまう。咲良にはちゃんと考えていると思わせる説得力はあるが、それでも自分の話になるとどうも納なつ得とくできない。咲良が言ってることは正しいのだろうという確かく信しんと、何かが心の中で矛む盾じゆんを引ひき起おこしているらしい。

「シーナ君の歌うたはわかりやすくすごいですけど、健一さんのハーモニカもやっぱりすごいですよ。ま、私も最初はよくわかってなかったんですけど。スカウトされてプロの先生に教えてもらってたりしているうちに染みてきたって言うんですかね。ちゃんとしたハーモニカを聞いたの健一さんのが初はじめてだったんで、ハーモニカってすごいんだなあって思ってたんですけど、上う手まいって言われる人のハーモニカを聞いてるうちに、あれ？　って。すごいのはハーモニカじゃなくて、それを吹いてる健一さんの方だったんだってわかったんです。そりゃそうですよね。ハーモニカってだけで人を感かん動どうさせられるなら、誰でも彼でもハーモニカを吹きますよね。すみません、バカで飲のみ込こみ遅おそいんですよ、私」

「……いや、僕は自分がそれほどのものだとは未いまだに思えてないんだけど」

　咲良はハーモニカの上手い人と比くらべてと言った。それはもしかしなくても早苗に言われたことと同じではないだろうかと健一は思う。

　自分がどう思うかではなく、外そとにハッキリとした基き準じゆんを持つ。それで自分を評価をしなければ悪わる気ぎはなくても嫌いや味みになることもある。そういうことなのだろう。

「健一さんのハーモニカはすごいですよ。それがわからないというなら、早く気づいてください。そうじゃないと応おう援えんしてる私がバカみたいじゃないですか」

　でも咲良はそれはそれで自分の基準で話をしているようにも聞こえる。その辺りの感かん覚かくは本当に独どく特とくなものを感じさせる。

「テレビで見たら、その辺も客きやつ観かん的てきに思えるようになるのかな」

　だから健一はそんなことを思いついた。

「それはそうかもしれないですね」

　そして咲良はその健一の言葉にひどく感心した様子を見せる。

「でも本当、テレビに出るほどのレベルってことなら、一度観みに行こうかしら」

　早苗がカウンターの奥おくからそんなことを呟つぶやく。

「じゃあ私がいい場所を取っておきますよ」

　そして咲良が嬉しそうに応こたえる。

「さすがに……そういうところは若わかい子に譲ゆずった方がいいかなあって。佳か奈なちゃんに睨にらまれるのも嫌いやだし」

「佳奈ちゃんって誰ですか？」

「シーナ君の彼女で、私の母の妹さんの娘なんだけど」

「ああ、あの娘ですね。すっごく可愛い子ですよね。髪が短くて、線せんの細ほそい」

　咲良にはさすがに思い当たるところがあったらしい。

「その佳奈ちゃんと私はちょっと相あい性しようが悪くてね」

「そうなんですか？　私は話したことないですけど、見た感じ、いい娘っぽかったですよ？」

「ま、佳奈ちゃんの方にはなんの問題もないのよ。私は苦にが手てってだけで」

　早苗がどう説明しようかと迷まよった時のことだった。

　ガランガランと音がなって店のドアが開あくのがわかった。

「いらっしゃいませ」

　健一は音を聞いて、反射的に挨あい拶さつをする。

「あら、絹川君じゃない」

　でもまたお客というわけではなさそうだった。そこにいたのは波は奈なだった。早苗の母の妹。さっき話題に上がっていた佳奈の母親だ。

「波奈さん」

　噂うわさをすればというやつだろうか。まあ、別に波奈の話はしてなかった気もするが。

「奇き遇ぐうね、こんなところでなんて」

「そうですね。でも早苗さんからは波奈さんの話は聞いてたので、そんなに意外という感じでもないんですけど」

「あら、そうなの」

　波奈はにっこりと笑いながら、健一の隣となりのカウンター席に座る。

「何か私の話してた？」

　なんとなく伝わるものがあったらしい。波奈は早苗の方を見て、笑いながら尋たずねる。やはり恐おそろしい人だと健一は静かに思う。

「いえ、別に何も」

　早苗も笑いながら、それに答える。波奈も波奈なら早苗も早苗という感じの対たい応おうだ。

「本当に？」

　そして波奈はやっぱり素す直なおには納なつ得とくしてくれなかった。早苗が何か隠かくしているということは見み抜ぬいているらしい。

「ちょっと佳奈ちゃんの話はしてましたけどね」

「そう。なら、いいわ。それで、注ちゆう文もんだけどブルーマウンテンね」

　でも波奈は自分の話でなければ本当に良かったらしい。あっさりと流ながした。

「……奢おごりませんよ？」

「いいわよ？　月に一度だけ贅ぜい沢たくな時間を過すごすことに決きめたの」

「そうですか。そのためにこの店を選えらんでもらえたのは光こう栄えいです」

「いえいえ。早苗ちゃんのコーヒーはそれだけの価値があるもの」

　波奈はそこまで言うと、健一の方を見た。

「絹川君もそう思うでしょ？」

「そうですね。どうしてかはわかりませんけど、なにか一ひと味あじ違ちがいますよね」

「不ふ思し議ぎよね。私も自分なりに出来ないものかなあと思って試したこともあるんだけど、早苗ちゃんのようにはならないのよね」

　波奈はにっこりと笑い、今度は早苗の方を見る。

「……奢りませんよ？」

「だから、いいわよって言ったじゃない」

「でも絹川君をダシになんだか奢らせようという空くう気きを感じたんですけど」

「まあ、それで奢ってくれても私は全然困らないんだけど」

　波奈の言い分はやっぱり早苗の指し摘てきが正ただしいということなんだろうか。早苗はそれには何にも反はん論ろんせず、コーヒーを淹いれる準じゆん備びを始めたようだ。

「時間がかかりますよ？」

　そして渋しぶい顔をして早苗は最さい終しゆう確かく認にんなのかそんなことを尋ねた。それはやっぱり奢ることになるということを早苗が意い識しきしていたからなのだろうか。

「それがいいんじゃない」

　波奈はでもそんなこと関係ないとでも言わんばかりに、笑顔でそう答える。

「それはそうと絹川君？」

　そして不ふ意いにまた健一の方に話題を振ふってきた。

「はい？」

「そちらの可愛い女の子は絹川君の彼女さんかしら？」

「……いえ。『モン・サン・ミシェール』からケーキを届とどけに来てくれてる娘こだそうで」

　健一はそこまで言ったところで、咲良の名みよう字じを忘れていることに気づいた。

「御園尾咲良です。健一さんとは今日、初めて会いました」

　それで言葉に詰つまったのがわかったのか咲良が自じ己こ紹しよう介かいを始める。

「窪塚波奈です。こっちの早苗とは親戚です。関係は母の妹よ」

「佳奈さんのことはライブの時に時々見てるんですけど、波奈さんは佳奈さんのお母さんなんですよね？」

「ええ。そうよ」

「その割に、すっごい若わかいですよね。綺き麗れいというより可愛いって感じで。お母さんって言うよりはお姉ねえさんって感じですよね」

「それほどでも、ないけど」

　咲良の正直さもすごいが、波奈の方もかなりのものだなと健一は改あらためて思う。実際、波奈は佳奈の母親とは思えないほど若いのも事実だが。

「うちは兄がけっこう離はなれてるからってのもあるけど、お母さんは本当もうおばさんって感じですよ。アイドルになりたいって言っても、そんなことしたらプロデューサーにエッチなことされるとかもうなんかいつの時じ代だいの発はつ想そうですかって感じで」

「あらあら」

「波奈さんなら娘がアイドルになりたいって言い出したら応おう援えんしてくれそうです」

「まあ、応援しちゃうかなあ。うちの娘は可愛いし、いいんじゃないかしらね」

　どこまで本気なのか波奈はそんな風に答える。本当であるならば、それはいいニュースと言えるかもしれない。

「ですよね、ですよねっ！」

　咲良はそんな波奈がひどく気に入ったみたいだった。まあ早苗のことも気に入ってるみたいだし、幹久も尊そん敬けいしてるし、健一にも好こう意い的てきだし、なんにでも前まえ向むきに受け止めてしまう娘なだけかもしれないが。

「波奈さんは芸げい能のう界かいとかに理り解かいがあるんですか？」

　健一はさっきの発はつ言げんがどれくらい本ほん気きだったかを確認しておこうと思う。

「別に芸能界はわからないけど、娘には理解あるつもりよ？」

「なるほど」

　なんだかはぐらかされたような気もする。要するに娘がそう言い出したなら応援する。そういうことだろうか。それともそんなこと言い出すとは思ってないという確かく信しんだろうか。

「絹川君は芸能界に興きよう味みあるの？」

「あんまりないんですけど……けっこう真剣に考えないといけなくなるかもしれません」

「ああ、テレビに出るとか聞いた気が」

「ええ。まあいらぬ心配かもしれないんですけど、話が大きくなったら……うちの親に相そう談だんしないとですよね？」

「まあ、そうでしょうけど。なんなら私が手て伝つだってあげましょうか？」

「え？」

「だって私と絹川君は友とも達だちでしょ？　絹川君が大人おとなと対たい決けつするのに困ってるというなら当とう然ぜん、力を貸かすわよ」

「それは心こころ強づよいです」

　ちょっと予よ想そう外がいの言葉で驚きはしたが、確かに心強い気がしてきた。そして思っていた以上に、友達になるということが真剣な意味だったことにも気づく。

「絹川君には日奈も色々世せ話わになってるしね」

「……いえ、それはそんなにでも」

「そうかしら？　彼女がいるのに、時々、うちまで日奈を送ってくれてるってけっこうすごいことだと思うけど。日奈に気があってなんとか仲良くなりたいなあって思ってるなら、別に感かん謝しやはしないけど、そうじゃないわけだし」

　波奈の言葉はなんとなく変な気もしたが、でもシーナのことを知らないとそういう風に見えるのかなとも思えた。

「健一さんはいったい、何なに者ものなんですか？」

　そして隣で咲良はわくわくとして目を輝かがやかせていた。

「……何者と言われても」

「格好いい上に、ハーモニカの天才ってだけでもすごいのに、彼女がいるからって別の女の子にも目もくれずなんて。もうなんか実じつ在ざいの人間とは思えませんっ」

「いやまあ……その日奈さんとは友達だから……」

「そこ、そこですよっ！　そういうことを言えるのが格好いいなあ、本当。健一さんがフリーだったら今ここで私、結けつ婚こんを申し込みます」

「……結婚って」

「まあ、それはさすがに大げさですけど。でもちょっと本当、気をつけた方がいいですよ」

「何が？」

「健一さん、格好良すぎですから。下へ手たに女の子に優やさしくとかしない方がいいですよ」

「……それはある人物にしつこく釘くぎを刺さされてる」

「ですよね、ですよね？　わかります、わかります。それって彼女の友達とかですよね？」

「わかりますか」

「でも、その人も気をつけた方がいいですよ」

「え？　なんでですか？」

「いや、けっこう健一さんに惹ひかれてると思いますよ？」

「……そんなことないと思いますけど」

「健一さんはそう思うかもしれませんけど、彼女とケンカした時に相談とかしちゃダメですよ？　トラブルの元ですから」

「そうなんですか。覚えておきます」

　理り由ゆうも理り屈くつもよくわからないが、記き憶おくにとどめておいた方がいいような気がした。

「……あ、そろそろ戻ります、私」

　そしてそんなことを考えている間に、咲良は自分がのんびりしすぎていることに気づいたようだった。

「あら、残ざん念ねん。もう少し話したかったのに」

　波奈はそう言いながら、別に引ひき留とめる様子はなかった。

「咲良ちゃん、別に慌あわてて帰かえらなくても幹久には私が引き留めたって言っておくわよ？」

　でも早苗の方はそうではなかったらしい。

「いえ、私、あのお店の仕事も好きなんです。早苗さんのコーヒーも大好きですけど、やっぱり戻ります」

「じゃあ、また。明日は絶対に来るようにって幹久に言っておいてね」

「はい。しっかり伝えておきます。それじゃまたです、早苗さん。健一さんも、波奈さんもまた何か機会があったらよろしくお願いします！」

「……よ、よろしく？」

　健一がなんか変な挨拶だなと思っている間に、咲良は颯さつ爽そうと走り去った。なぜ走り去るのかよくわからなかったが、まあ、それも彼女らしいという気もした。

「楽しい娘ねえ」

　そしてそれを波奈はそう評価したらしい。

「ですね」

「絹川君的には、ああいう娘はどうなの？」

「……どうなのと言われても」

「日奈ちゃんよりは女を感じるってこと」

「……あんまりそういうのはわからないんですけど」

　それに日奈よりという言葉が出てくるとさらにわからなくなる。まあ、日奈は可愛いし、やっぱり女の子なんだなあと思うこともあるが、でもやっぱりそういうことを考える相手という気はしない。

「日奈ちゃんには魅み力りよくを全然感じないの？」

「そ、そんなことないですけど」

「じゃあよっぽど彼女が可愛い娘なのね」

「その辺は人によるというか……客観的には日奈さんの方が可愛いと思いますよ」

「でも主しゆ観かん的てきには勝しよう負ぶにならない、と。なかなか強きよう烈れつなことを言うのね、絹川君は」

「波奈さんが言ったんじゃないですか……」

「でも、そういうことでしょう？　さっきの咲良ちゃんにしたってかなりのレベルだったと思うけど、絹川君、全然心こころ揺ゆれてる感じじゃなかったし」

「……いけないんですか？」

「むしろいいことだけど。でもまあ、ちょっと不思議な気はするわよね」

　波奈は怪あやしげな笑えみを浮うかべて健一の方を見た。

「な、なんですか？」

「なんでそこまで彼女のことを特とく別べつに思えるのかなあってことよ。もう少し男の子ってその辺、適てき当とうに生きてるものじゃない？」

「他ほかの人のことはわかりませんけど。千夜子ちゃんは、確かに特別な子なんです」

「千夜子ちゃんっていうのは彼女さんよね？」

「ええ。日奈さんも可愛いと思いますけど、千夜子ちゃんとは全然、別のタイプだし、それに千夜子ちゃんは僕のことを好きだって言ってくれた娘なんです」

「でもそれなら咲良ちゃんだって言ってたわ」

「……でも本気だったんですかね？」

「本気だったけど、彼女がいるならってことで自じ制せいが出来るくらいの心の余よ裕ゆうもあったってことじゃないかしら」

「なるほど」

「それはそれとしてさっきの言葉で気になったんだけど」

「はい？」

「絹川君は千夜子ちゃんのことを好きじゃないの？」

　波奈のその質問に健一は思わず言葉を失うしなってしまった。そんなことを自分は言った覚えはないが、波奈がそう尋たずねてくるということは、そう思わせる理由があったということなのだろう。そう思ってしまったのだ。

「……好きだと思うんですけど」

「でも、そのことに自信が持てないというわけね」

　波奈はそれでうんうんと二度うなずいた。

「そんな気もします」

「まあ、そういうことならわかるような気もするかなあ」

「そうですか？」

「うん。つまり余よ裕ゆうがないってことでしょ？　千夜子ちゃん一人でも持てあましてるから、日奈や咲良ちゃんのことを女と認にん識しきしていられないって、そんなところよね」

　波奈に自信を持ってそう言われると、なんだか本当にそうなんじゃないかという気がしてきた。まあ、実際には千夜子一人で大変というわけではない気もするが……。

「まあ、真ま面じ目めなんでしょうね」

　作さ業ぎようの手が空あいたのか、早苗がそんなことを言い出した。それはバイトの誘さそいを受けた時にも言われた言葉だ。

「そうね。私なんかは、若わかいんだから、もっと勢いきおいでやっちゃってもいいと思うけど」

　波奈はそれを受けてそんなことを言い始める。

「でもそれで失敗したら、色々な人に迷めい惑わくかかるじゃないですか」

　でも健一はやはり素直に賛さん同どうできなかった。それがまさに早苗の言う真面目ということなのかもしれないが、それは言われてもすぐ直るようなものでもないだろう。

「いいじゃない。迷惑かければ」

「……いいんですか？」

「いいのよ。そりゃいい歳とししていつまでも仕事の一つも覚えられなくて、同じ失しつ敗ぱいばっかりしてたらさすがに困るけど、絹川君の場合はそうじゃないでしょ？　若いうちに、失敗できるうちに失敗しておくって、私はすごく大だい事じなことだと思う。失敗の一つもしないで、何かに本気になれたりはできないと思うし、失敗した時にね、それでも続けていきたいって思えることがきっと、好きってことだと思うから」

「それでも続けていきたいって思えることが、好き……」

「うまくいくってすごい気持ちいいことだから、けっこう勘かん違ちがいしちゃうものなのよ。気持ちいいことをしたがるのはただの本ほん能のうよね。気持ちいいだけのものがいいなら、それはただの動どう物ぶつよ。でも人間には痛いたみを乗のり越こえてでも手に入れたいって願う強さがあるのよ。そしてその強さを産うむのが、好きって気持ちなんじゃないかなって私は思ってる」

「……すごいですね」

　健一はそれしか言えなかった。波奈の堂どう々どうとした態度の裏うらにはそういう考えがあって、それを実じつ践せんしているからこそ、波奈は自分らしく生きていると見えるのだ。

「絹川君にはそういう好きって気持ちはないの？」

　波奈の質しつ問もんは柔やわらかかったが、それでも健一には重くのしかかる。

「……わかりません」

　そう答えるのがやっとだった。わからないのだ。そんなことを思ったこともなかったからだけじゃなく、きっと本当にわからないのだ。

「でも、それでいいのよ。それがわかるようになるために、人は失敗するんだから。だからそれを恐おそれてはダメよ。そして、これが大事なことだけど、人の失敗も許ゆるして受け止めてあげられるようにならないとね」

「そうですね」

　健一はじわじわと心の中で、波奈から聞いた言葉に熱ねつがこもるのを感じていた。

「そういうわけだから、私は絹川君が日奈にうっかり手を出しても許す気でいるんだけど、絹川君はどうかしら？」

　でもその質問でさっきまでの言葉がどこかに飛とんでいってしまったように感じる。

「……僕はとりあえずその予よ定ていはありません」

「そうなの？　日奈ちゃんはオッパイおっきいのよ？」

「……知ってますけど」

「まっ！　それを確かく認にんするくらいはしたのねっ」

　そして波奈はさっきまでの話はどこへやら目をキラキラ輝かがやかせる。やっぱり何を考えているのかよくわからない人だと思うしかない。

「……事じ故こですから」

「でも、確認はしちゃったのね。そう言えば、いつだったか日奈ちゃん、ノーブラで帰ってきたわよね。あれはいったい、どうしたらそうなっちゃうのかしら？」

「着き替がえてる時になくしたって言ってましたけど」

「着替えた時にねえ」

　波奈はそう呟つぶやいてなんだかあれこれと妄もう想そうを始めてしまったらしい。

「ああ、でも、絹川君はちゃんと女の子に興きよう味みがあったのね」

　そしてコーヒーを淹いれ終おえた早苗がカップを波奈の前に置おきながらそんなことを言う。

「ええ？　それは男ですから、それなりに」

「でもほら、ここに最初に来た時も男の子三人だったし」

「そういう時もあると思いますけど……」

「いかにももてなさそうな子ならそれもわかるけど、三人ともそれなりにもてそうじゃない？　なのに男だけでってなると……ちょっといいわよね？」

「え？」

「いや、こっちの話。というか、仕事のネタを一つ思いついただけ」

「仕事の話ですか」

　健一は一応、それで納なつ得とくしてみたものの、やっぱりなんか変だなあと思う。さっきの話と早苗の仕事というのがどうつながったのかわからなかった。それとも何か思い出し笑いみたいなもので、話とは関係なく思いついただけなんだろうか。

「ね、絹川君？　八雲君との間で何か面おも白しろいエピソードってない？」

「八雲さんとですか？　面白いかどうかわかりませんけど、洗せん濯たく機きの話ですかねえ、思い出すのは……」

「なんで洗濯機なの？」

「いや、八雲さんがある日、洗濯機を運はこんでまして、それを僕が手伝ったんです」

「かなり不思議なシチュエーションね。それで、それで？」

「それで階かい段だんを上のぼってたんですよ。まあ、最初は良かったんですけど、途と中ちゆうで重くなってきて、でも八雲さんって不ふ言げん実じつ行こうって言うんですかね、文もん句くの一つも言わずにきりきりと済ませてしまうところがあるから」

「ふむふむ」

「もう無む理りですって僕の方も言えなくて……死にそうでした」

「無理とは言えずに死にそう……いいわね、それも。それで？」

「で、踊おどり場のところで、休むってことになって正直にそのことを言ったら、八雲さんも同じで。僕が文句も言わずに運んでいるのに、自分が弱よわ音ねを言うわけにはいかなかったって。それを聞いた時ですかね、八雲さんと仲なか良よくなれたって思えたのは」

　思い出すと、それまでは本当に管かん理り人にんと住じゆう人にんとしか言いようのない関係だった。でもその後、刻也が冴子の歓かん迎げい会かいを開くと言い出し、それで冴子も１３０３にいることを選ぶことになったのだ。何気なく切り出した話題だったが、確かに良い思い出と言えるものだと健一はしんみりと思う。

「いい！　いいわ、それ！」

　でも早苗はなぜか鼻はな息いき荒あらくなっていた。

「さ、早苗さん？」

　明らかに視し線せんがどこか別の所を見ているという感じになってしまっている。いつぞやのシーナのことを健一は思い出す。

「ふふふ。いいわ、いいわよぉ」

「早苗さん、どうしたんですか？」

　そして呼びかけるが、早苗には届かないらしい。不安になって波奈の方を見る。

「時々、そうなっちゃうのよ、早苗ちゃん」

　でもまあいつものパターンということらしい。綾も集しゆう中ちゆうすると周りが見えなくなると言っていたが、物を作る人というのはそういうところがあるものなのだろうか。健一はそう思う。

「……大変なんだなあ、創そう作さくって」

　健一はそう呟いて、波奈の隣で早苗の帰き還かんを待つことにする。

「そうみたいねえ」

　波奈はそれを暢のん気きに眺ながめて、満足げに微笑ほほえんでいた。




　　　　○




　テレビの取しゆ材ざいが来る。

　そのことは結けつ局きよく、あんまり宣せん伝でん出来なかったのだが、それでもどこからか噂うわさを聞きつけたらしく、その当とう日じつには普ふ段だんの三さん倍ばい以い上じようの人にん間げんが駅えき前まえの公こう園えんには集あつまっていた。

「うわ……」

　健一はそのことを理り解かいした瞬しゆん間かん、自分が状じよう況きようを甘あまく考かんがえていたことを思おもい知しった。

「面おも白しろくなってきたじゃねえか」

　しかしシーナは怖おじ気けづくどころか目めが燃もえていた。それはいつかのソーメンの時の目の輝かがやき……というとしょっぱい気もするが、あの時は無む駄だに燃えていたのだから、きっと間ま違ちがってないと思う。

「まあ、いつも通どおりにやればいいんだよ、いつも通りに」

「そうは言ってもなあ。いつもだって十分、いっぱいいっぱいなんだけど」

「ま、健一はそういうことをぐじぐじと言い出すと思ったので助すけっ人とを呼よんでおいた」

「助っ人？」

　というかさっき、いつも通りにとか言ったのに、早くも意い見けんを撤てつ回かいした気がする。

「前ぜん座ざにダンサーの諸しよ君くんに頑がん張ばってもらう計けい画かくだ。それで場ばが温あたたまったところで俺おれたちが登とう場じようして、会かい場じようは感かん動どうの渦うずだ」

「……聞いてないんだけど」

　なんか珍めずらしく用ようがあるって出かけて行ったことがあったなと健一は今いま更さらのように思い出す。シーナ＆バケッツのことなら相そう談だんしてくれるだろうと思っていたが甘あまかったらしい。

　シーナはそういう無む茶ちやなことが好すきな人間なのだ。日奈と話すことが増ふえてきたせいで、すっかり忘わすれていたが、無む謀ぼうなことだから盛もり上あがるとか言い出す人じん格かくだった。

「人じん生せいはサプラーイズ！」

「いや、お客さんに黙だまってるのはいいけど、俺には段だん取どりとかあるわけでさ」

「だから今、説せつ明めいしただろ？　それに昔むかしから言うだろう」

「何を？」

　健一は聞きき返かえしながら嫌いやな予よ感かんがするのを抑おさえられなかった。

「敵てきを欺あざむくにはまず味み方かたから──ってな」

「……言うと思った」

　頭あたまが痛いたい。健一はそうも思ったが、もう反はん論ろんしてても始まらないというのも理り解かいする。

「健一、思い出せよ。俺たちが初めてライブした時のことを」

　そしてそれもシーナにはわかっていたのかもしれない。健一の反論が止んだところでシーナは一いつ気きにたたみかけてきた。

「あの時、お前がどれだけ段取りを考えていたんだ？　考えていなかっただろう？　でも俺は確かく信しんしている。あの時以上にお前が感かん動どうしたことなんてないはずだ。そして俺たちは最近、ライブをすることを当とう然ぜんと考え始めていた。そうだろ？」

「そうかもしれないけど」

「だから俺たちは今日生まれ変かわるんだ。ライブってのはハプニングがあるから面おも白しろいんだ。この次はこうしてとかそんな計けい算さんなんていらないんだよ。信しんじろ、健一。お前はぶっつけでもあのライブが出で来きた男だ。あれから俺たちは何回ライブをやったと思う？　そんな俺たちが今更あの程てい度どの客の前でびびってどうにもならなくなっちまうなんて本ほん気きで心しん配ぱいしてるのか？」

「それもそうだな」

　確かにその通りだった。いつだって、いっぱいいっぱいだった。でもそれでもなんとかやってきたのだ。今回だって、いっぱいいっぱいだろう。でもなんとかするしかないのだ。

「俺たちはこれから一気にメジャーに羽はばたくかもしれないんだぜ？　だから出たとこ勝しよう負ぶで試ためしてみようぜ？　俺たちがここまでの器うつわかどうか？　ここでケチがつくなら、メジャーで勝負なんて出来るわけがない？　そうだろ、健一？　俺たちは、シーナ＆バケッツはここで終わる程度の奴らか？」

「……違うよな」

　乗のせられてるだけだ。心のどこかで冷れい静せいになれと声が聞きこえる。でもシーナの声は心の中に響ひびき渡わたっていた。

　確かに乗せられているだけだ。別にメジャーデビューなんて夢ゆめ見みてない。

　でも今日のライブの結けつ果かが、この先の自分たちを決めるんじゃないか。そんな予よ感かんは確かにあった。ここで転こけるようならきっと今日までだ。シーナ＆バケッツも、その結けつ成せいの理り由ゆうもきっと忘れた方がいい。

　これは一つの区く切ぎりなのだ。シーナ＆バケッツの今までの成せい果かを試ためされているのだ。

「今日のライブを成せい功こうさせて、俺たちは全ぜん部ぶ、手に入れるぜ」

　シーナが強くハッキリとそう告げる。

　全部。全部を手に入れるとシーナは不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

　乗せられているだけだ。心のどこかで冷静になれと声が聞こえる。

　誰だれもが幸しあわせになるために生まれてくるわけじゃないのよ。そんな冴子の声も聞こえた。

　でもそれを否ひ定ていする声も聞こえる。

　うまくいくって信じていれば、なんとかなるってこともあるかもしれないわ。それも冴子の声だ。

　その時、お前はなんと言った？　心の中から疑ぎ問もんが浮うかぶ。

　僕ぼくには無む理りだったけど……でもシーナはなんとかするかもしれない。健一はそう言った。

　自分には無理だった。でもシーナならば、そう信じると言った。そしてそのシーナはさっき、何を言った？

　シーナ＆バケッツはここで終わる程度の奴らか？　──それは否いなだ。

　シーナは窪塚日奈には無理なことでも成なし遂とげる。そしてバケッツも絹川健一には無理なことでも成し遂げる。

　乗せられてるだけだ。だがそれがどうしたと健一は振ふり払はらう。

　乗せられてやる。それで飛とび越こえられる壁かべがあるなら、乗せられてやる。

　バケツを被かぶって、ハーモニカを吹ふくバカだって思われてやる。

「いつだったか、シーナが言ってたよな」

　その時、健一は確かにシーナ＆バケッツのバケッツだった。

「あん？」

「俺がいたからシーナは本ほん物ものになれたって」

「ああ」

「俺、その時は何を言ってるんだろうって思った。でも、きっとこういうことなんだろうなって今、思ってる」

　俺だけじゃ超こえられない。日奈だけでも超えられない。シーナだけでも超えられない。バケッツだけでも超えられない。でもシーナ＆バケッツなら超えられる。

　乗せられてるだけだ。そんなことはわかってる。でも乗ってやる。初めて観みに来た人の前で恥はじをかくだけかもしれない。

　でも、それでもなんとかなると信じればできるなら、信じてやる。

「全部、手に入れるぜ」

　それはさっきシーナが言ったことでしかなかったかもしれない。でもその言葉に健一は自分の心がこもっているのを感かんじた。

　乗せられているだけだ。でも、だからどうした。笑わらいたいなら笑え！　バケツ被ってる変な奴と笑え。でも手に入れてやる。

　日奈が全すべてを捨すててでも手に入れたいと願ねがった物を。全てを捨てたりせずに。全部、全部手に入れてやる。

「ああ、全部だ。俺たちは無む敵てきのコンビだぜ」

　シーナの言葉が合あい図ずだったのか、駅えき前まえに音おん楽がくが鳴なり響ひびき始はじめた。

 いや、実じつ際さいにはそうではなかった。健一の気づかぬうちに、曲きよくは鳴り響き、ダンサーたちが踊おどりを始めていたのだ。今、音楽が聞こえてきたように思えたのは、それを聞く余よ裕ゆうが健一に生まれたからだった。

　流ながれている曲はシーナの声だった。録ろく音おんした物ものだろう。だからなのか、健一の心は揺ゆれなかった。ただその事じ実じつだけを自分は受け止めている。

　ああ、これはシーナの歌だ。でも健一は知っている。本物はこんなものではない、と。

「俺たちの出で番ばんだぜ」

　そう言って踊るように駆かけ出したシーナ。その姿すがたに誰も気づいていなかった。

　だがシーナが声を響かせた瞬しゆん間かん、集まっていた人間の視し線せんは集まる。

　歌じゃない。シーナが上げたのはただの合図のようなものだった。でもそのタイミング、その状じよう況きようで届とどかせることで、シーナは観かん客きやくの目を自分に引ひき寄よせた。

「…………」

　空くう気きが変かわった。一いつ気きに張はりつめた。最初の時と一緒だ。シーナを知らない人たちだって聞かずにはいられない。そんな状況を作ったのだ。

　そしてそうなることがわかっていたかのようにシーナは歌い始める。

　それは、やはり最初の時と同じ曲だった。

　上を向いて歩こう──海かい外がいでは『スキヤキ』という名で知られる曲。懐なつかしいはずのそのメロディもシーナが歌えば別べつの曲に聞こえた。

　それはシーナが言うようなロックなものではなかったけれど、間違いなく観客の心を揺れ動かしていた。

「……こんな歌か詞しだったんだ」

　健一はそんな空気の中、歩き出しながら、シーナの歌を一ひと言こと一言嚙かみしめる。そして手に持っていたバケツを被る。中で歌が響いて、何度も繰くり返し聞かされてるような気分になる。

　よく知っている曲なのに、何度も聞いたはずなのに、その歌詞を健一はわかっていなかった。ただ聞いて、ああ、あの曲だなと思っていただけだった。

　その歌詞は一人きりで涙なみだを堪こらえている人間を描えがいていた。でもそれはなんだか昔むかしのことを言ってるようにも健一には感じられた。

　昔、一人で泣きそうだった日々。それを思い出しながら、前に進む。そんな歌だ。

　なんとなく健一はこの歌が寂さびしいものだと思っていた。でも本当は違ちがうのかもしれない。

　悲かなしかったのは昔だ。今は違う。

　一人ぼっちでもない、涙がこぼれそうでもない。そうだったのは昔のことだ。

　上を向いて歩かなければならない。そう思っていたのは、もう過か去このことだったのだ。

「なんでわからなかったんだろう」

　健一はあの時、シーナがどうしてこの歌を選んだのかわかった気がした。

　これはシーナの心を歌った曲だったのだ。

　──ライブの時、俺が本物だって感じたなら、俺を本物にしてくれたのは健一だよ。

　そうシーナは言った。別に健一である必ひつ要ようはなかったのかもしれない。でも一人きりでは本物にはなれなかった。そう思ってたからこそ、シーナは『上を向いて歩こう』を選んだ。

　だから、聞いた人はあんなにも心こころ惹ひかれたのだ。それは本当の心だった。シーナが本ほん気きで戦たたかうことを選んだ証あかしだったのだ。

「上を向いて歩こう、だもんな」

　それと同じことを健一は冴子からも聞いていた。ダメかもしれないと恐おそれるのではなく、信じて前に進すすむことが必要なのだと教えてくれていた。

「やってやるさ」

　乗せられてるだけだ。それでも心のどこかでその言葉が響く。

　でも、もう手も足も震ふるえていなかった。ハーモニカをポケットから取り出す。足が止まって、構かまえが固かたまる。息いきを吸すい込こむ。

　シーナの歌が終わって拍はく手しゆの嵐あらしが始まる。

　そしてそれが鳴り止むのを待またず、健一の──いや、バケッツのハーモニカが響いた。でも健一はもう怖こわくなかった。

　シーナがバケッツを振り返って笑っていた。それだけで十分だった。

　ひとりぼっちの夜よるじゃない。ここにはシーナがいる。そこに自分がいる。そしてそれを応援してくれる大おお勢ぜいの人たちがいる。

　それをつなぎ止めるために、健一はハーモニカに息を吹き込む。それは端はたから見れば、みっともないほど必ひつ死しだったかもしれない。

　でも心はハッキリと告つげていた。

　──笑いたいなら笑え。

　どうせ自分は最初から道どう化けなんだ。バケツを被った変へんな奴やつなのだ。シーナの後うしろでハーモニカを吹いてる謎なぞの人じん物ぶつだ。

　でもそれでいい。シーナが一人で悲かなしまないで歩いていけるなら。

　それだけでいい。そう心から思えた。









　エピローグ　君はそのままでいいと彼は言った












　終おわった。そう思おもった瞬しゆん間かん、体からだ中じゆうの力ちからが抜ぬけた。

「ふぅ……」

　さっきまでは考かんがえる以い上じように体が動うごいたのに、今は強つよく念ねんじても動きそうな気がしない。

　健けん一いちは地じべたにへたり込こんで、ゆっくり遅おそく息いきを吸すう。

　さっきまで、自じ分ぶんは自分以上の何かになっていた。それを健一はハッキリと感じた。

　人は普ふ段だんは能のう力りよくを自し然ぜんと抑おさえていると聞きいたことがあった。筋きん肉にくだと三分の一くらい、脳のうみそだと五分の一くらいしか使つかえていないとか。だから人間は追おい込こまれると普段の何なん倍ばいもの力を発はつ揮き出で来きる。

　でももちろんそれは非ひ常じよう時じの手しゆ段だんに過すぎない。危き機きを脱だつすれば普段以上に使った反はん動どうはやってくる。それが今のこの脱だつ力りよく状じよう態たいなのだろう。

　死し力りよくを振ふり絞しぼる。そんな言こと葉ばがあるが、健一は全まつたく動かない体にそれを教おしえてもらったように感じた。

「よ、おつかれ」

　そんな健一に話しかけてくる男おとこの声こえがあった。以い前ぜんに見みた顔かおだなとぼんやりと思うが、名な前まえやそれがいつのことだったかは思い出せない。

「……ど、どうも」

　でも健一はその男の格かつ好こうから、彼かれがダンサーらしいと気きづく。今日きようのためにシーナが呼よんだという助すけっ人との一人らしい。

「水みず飲のむかい？」

　男はそう言ってペットボトルに入ったミネラルウォーターを健一に渡わたしてくれた。なんだか綾あやを助けた時のことを思い出す。死にかけていた綾は自分が買ってきたスポーツ飲いん料りようをごくごくと飲のみ干ほしたっけ。そんなことを思いながら、健一はそれをありがたくいただく。

「どうも。少し生いき返かえりました」

「そりゃ良よかった。しかしホッとしたよ」

　男はそんなことを言いながら健一の隣となりに座すわる。

「そんなにも今にも死しにそうでした？」

「いや、そうじゃなくて。あんなすごいことを高こう校こう生せいがやってのけられるものかってびびっててさ。君もいっぱいいっぱいまでやっての結けつ果かだと知ってホッとしたってことさ」

「いっぱいいっぱいどころか、限げん界かい以上だったと思いますよ。ははは」

　乾かわいた笑いが自し然ぜんと口から出た。謙けん遜そんでもなんでもない。本ほん当とうに自分は限界以上の力を出していた。シーナの言こと葉ばや歌うた、そして周まわりの雰ふん囲い気きに引ひきずり出だされたのかもしれない。

「鬼き気き迫せまってたよ。俺おれさ、まだステージの途と中ちゆうだってのに、君のハーモニカに引き込まれてた。踊おどらないでいいにしても、邪じや魔まにならないように消きえなきゃいけないのに、立ちつくして聞いてたよ。しかも気づいたら涙流してた」

「……それは、どうも」

「ありきたりな言い方しか出来ないけど──感動したよ」

　そして男はすっと手を伸ばして健一に握あく手しゆを求もとめてきた。健一はそれに応こたえようとするが、まだ体は言うことを聞いてくれないらしい。

「す、すみません。本当に疲つかれてるみたいです」

「そうか。じゃあ今度、元気な時にでも頼たのむわ」

「はい」

　そして男は宙ちゆうに浮ういた形になった自分の手を引っ込め、少し考えるような顔をする。

「君、名前は？　俺は伸しん吾ご。一いち応おう、今日、踊ってた奴やつらのリーダーをやってる」

「絹川健一です。シーナには健一って呼よばれてます」

「健一ね。じゃあ、俺もそう呼ばせてもらうわ」

「ええ、どうぞ」

　健一は伸吾と名な乗のったその人物を改めて見た。年は二は十た歳ちくらいだろうか。少なくとも高校生という感じではなかった。そんな人間に褒ほめられるというのもなんだか妙みような状況だなと健一は思ってしまう。

「しかしシーナの方は本当元気だなあ。あんなライブの後あとなのにテレビのスタッフと普ふ通つうに話してるし」

「シーナは普段から鍛きたえてるんでしょうね」

　それはそうなんだろうと健一は思う。シーナは普段からシーナとして生きる訓くん練れんを積つんでいるのだ。日奈の時はやけに自じ信しんなさげなのも、健一は今ならわかるような気がした。

　今日のあのライブの時の感かん覚かくのまま、普通に生きていけるなら、それはいつだって自信満まん々まんでいられるだろう。シーナが妙にテンションが高いのも、あの状じよう態たいをキープするために必要なことなんじゃないかという気がしてきた。

「健一はこれからどうするんだ？」

　伸吾が不ふ意いにそんなことを尋たずねてきた。

「え？　これからですか？」

「きっとシーナと君はお呼びがかかるぜ。普ふ段だんから十分すごいと思ってたけど、今日、側そばでやらせてもらって肌はだで感かんじたよ。シーナ＆バケッツはこんな街まちで終おわるようなレベルじゃないって。テレビのスタッフだってそれを感じたはずだ」

　伸吾の言葉が次し第だいに熱ねつを帯おびていくのを健一は感じていた。疑問の形で始まった話だが、伸吾は間ま違ちがいなく健一にデビューして活かつ躍やくして欲しいと願ねがっている。それが伝わってくる。

「正直言うと、どうしていいかわからないでいるんです」

　だから期き待たいに応こたえたいとは思いつつ、健一は適てき当とうなことを言うわけにもいかないと感じた。

「自信がないってわけじゃないんだろ？」

「それも難むずかしいですね。そうするべきかどうかわからないでいるんです」

　シーナが本物であろうことは健一は少しも疑うたがっていなかった。デビューすれば何かしらの成せい果かを得えることは出で来きるだろう。エリが言っていたように日に本ほんを代だい表ひようする歌か手しゆにだってなれるかもしれない。

　でも、シーナが──いや、日奈が望のぞんでいるのはそんなことではない。

　日奈が望んでいるのはたった一人、佳奈に愛あいされることだ。デビューすることがその近ちか道みちだというなら、それもいいと思う。でも今はそうだと思えずにいる。疲れているのだろうか。

「なんか事じ情じようがあるみたいだけど、君きみ自じ身しんの意い志しはどうなんだ？」

「僕自身の意志？」

　その言葉に健一はぼんやりとした思し考こうが形かたちになるのを感じた。

「環かん境きようやら他た人にんへの気き遣づかいは別べつにして、君はどう思ってるんだ？」

　伸吾はそれなら簡かん単たんな質しつ問もんだろうと思っているのかもしれない。でも健一にとってはそれの方がずっと難しい質問のように思えた。

　将しよう来らいの夢ゆめを千ち夜や子こに聞きかれた時もそうだった。自分がどうしたいかと聞かれると、なぜか答えが出せなくなる。さっきまでは自信を持って答えられる気がしていたのに、今はそれが出来そうな気がしない。

　そう考えるとやっぱりさっきまでのは別の誰かだったんじゃないかと思えた。

　あれはバケッツという別の人間だった。バケッツにはどんな疑ぎ問もんにも勇ゆう気きを持って答える力がある。でも絹川健一にはそれがないのだ。

「僕は何になりたいんでしょうね」

　さんざん考えて出た言こと葉ばはそんな情なさけないものだった。

　周まわりの人は自分に期き待たいをしてくれる。それに応こたえたいとは思う。でもそういうのを抜ぬきにして自分はどうしたいのかと聞かれると、わからなくなる。

「まだ、わからないのも仕し方かたないよな」

　でも伸吾は少しがっかりした様よう子すではあったが、健一のことを責せめたりはしなかった。

「すみません」

「むしろしっかりしてるのかもしれないって思ったよ。今日みたいなライブをしたら、普通ならきっともう夢む中ちゆうになってしまう。もう一度、ああいう風になりたいって焦こがれるようになる。それがまぐれだったとしても、取とり憑つかれてしまうんだ。ま、君やシーナがまぐれだなんて俺は思ってないけどな」

　伸吾の話は間違いなく、健一のことではなく、伸吾自身の話だった。彼自身が何かに取り憑かれて今の状況にあるということなのだろう。

「……はい」

　だから健一は神しん妙みような面おも持もちで伸吾の話に耳を傾かたむける。

「出来る人間にはいつでも出来ることなのかもしれないけど、いくら練れん習しゆうしたって出来ない奴には出来ないことなんだ。自分自身だけじゃなく、環境にも左さ右ゆうされるしな。ライブならなおのことだ。自分だけがいくら盛もり上がってても、聞き手が乗のっててくれなきゃ、神かみは降りてこない」

「それはそうですよね」

　神というのが何のことかは健一にはわからなかった。だが、きっと普段からは想そう像ぞうもできない何かすごいことが起こることなんだろうと感じる。

「君とシーナはそれが出来る人間なんだろうと思う。だからそれを活いかそうとしないのは、正直、腹はら立だたしいよ」

　伸吾はそれが冗じよう談だんではないことを示すように苦にが々にがしい顔をする。

「すみません」

「でも、それも君の意志だしな。それを責めるのは、ただの妬ねたみだよな」

　伸吾は少し冷れい静せいになったのか力なく笑う。でも健一はさっきよりも心が重くなるのを感じた。別に君の意志なんて言われるほどのことではないことは自分でもわかっていた。

　ただどうしていいのかわからなくて、何も出来ないでいるだけだ。

　やらないと決めたわけじゃない。やっていいのか悩なやんでいる。それだけなのだ。

「これからは本当に愚ぐ痴ちだけどな。俺の妹いもうとの話だ」

　そして伸吾も本当はそのことをわかっているのだろう。もう健一のことを話すのは止やめたらしい。

「妹さんが何か？」

「妹がな、アイドルを目め指ざしてレッスンを始めたんだ。半年前にオーディションに受かって。それでバイトでお金を稼かせぎながら、レッスンに通ってるんだよ」

「……はい」

「俺は小さな頃からずっとダンスをやってた。技ぎ術じゆつだったらその辺の奴に負けないって思ってる。でもな、この間、妹に相談されて一緒に踊ってるうちにわかっちまったんだよ。俺が何か月も練習してきたことを、妹はあっさりマスターできるってことが」

「え？」

「妹は出来なかったステップが出来るようになったって感かん謝しやしてたけど、俺は少しも喜よろこべなかった。ほんの数すう分ふん、ちょっとコツを教えただけであいつは出来るようになった。俺はそれを喜べなかった。なんでだよって思った。小さな頃から頑張ってた俺じゃなくて、こいつの方がいいのかよって……妹を妬んだんだ」

　伸吾はそこまで言い終えると、ぐっと拳こぶしを握にぎって黙だまってしまった。言い過すぎたと後こう悔かいしているのかもしれない。なんとも言いづらい空気が辺あたりを支し配はいしていた。

「でも、伸吾さんは今も踊ってるんですよね」

　それでも健一はさほど暗くらい気き持もちにはなっていなかった。それはこの間、波奈が言ってたことを思い出したからかもしれない。

「そうだな……」

「人に聞いただけで、僕の言葉じゃないので伝わらないかもしれませんけど、楽しいからやるのはただの本ほん能のうなんだそうです。何かを続つづけていれば、楽しくないことだってあるんですよね。もしかすると楽しくないことの方が多いかもしれない。でも、それでもやりたいって思えることが──」

　健一はその時のことを思い出しながら、その言葉を続ける。

「好きだってことなんじゃないかって。とすれば、伸吾さんはそれを持ってるんだなって、僕は聞いてて思いました」

「……そうだな」

　伸吾は短みじかく呟つぶやく。不思議そうな顔をして健一の顔を見ていた。

「すみません。知った風な口を聞いて」

「いや……その通りだと思うよ。君はずいぶんといい人と知り合いなんだな。俺にもそんな人がいれば、年下の君にそんなもっともなことを言われてショックを受けずに済すんだよな」

　伸吾はそう言いながら悪い気はしてないようだった。優やさしい笑えみすら浮うかべていた。

「いい人と知り合いって言うのは確たしかにそうかもしれません。そのせいで、時とき々どき、勘かん違ちがいしそうになるんです。僕もその人たちに見み合あうだけのいい人なんじゃないかって」

「そうでもないさ。君もそれだけの価値のある人間だよ、きっとな」

　伸吾はそう言うと髪かみをかきながら立ち上がる。

「俺も知った風な口しか聞けないけどさ、健一君」

「はい？」

「君は君らしく生きてくれ。才さい能のうのある人間ってのは自し然ぜんとお呼よびがかかるものだろうって俺は信じてる。だから君が君らしくしてれば、それを求もとめている人に出会うさ、きっとな」

「……はい」

「今日は楽しかった。嬉しかった。情けないことも言った。でも君と話せてよかったよ」

　伸吾はそう言うと年上の人間とは思えぬ礼れい儀ぎ正ただしさで、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげて去さっていく。

「また、いつか」

　健一はそれを立ち上がることも出来ず見み送おくる。だからせめてもの思いを言こと葉ばに込こめた。

「ああ、またいつか。こんな日が来るのを待ってるよ」

　それは伸吾に伝わったのだろうか。伸吾は笑うと軽かろやかに去っていく。やはりダンスを続けてきた人間の足あし音おとなのだろう。それは疲れた健一に快こころよく響いた。

「それを求めている人に出会うさ、か」

　そして健一は伸吾に言われた言葉を繰くり返かえす。

　伸吾はこれからの話のように言っていたが、健一にはそれはすでに始まっていることのように思えた。

　あの幽ゆう霊れいマンションでのことがきっとそうなのだ。

　健一の何があそこで必ひつ要ようとされているのか。それはまだわからない。でも自分の持っている何かが必要とされたのだろうことは信じられた。それだけで、体に少し力が戻もどってくるのを健一は感じた。

「まだへばってるのか、健一？」

　そこにシーナがやってきた。人のことを言ってるが、本人もけっこう疲れてる様子だ。

「そっちは片付いたの？」

「テレビの人はまた後ご日じつ連れん絡らくするってさ。その時はお前もシャキッとしてろよ」

「……申もうし訳わけない」

　健一はそう言いながら立ち上がろうとするが、まだ元気が戻り切ってないらしい。

「手を貸かしてやろうか？」

　そんな健一にシーナが手を差し伸べる。

「……ありがとう」

　健一はそれに一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、言葉に甘あまえることにした。今日はそんなことで意い地じを張はるような気分ではなかった。

　一緒に喜びを分かち合いたい。そんなくさいセリフも言いたくなる。

「でも、今日のお前はよくやった。正直、なに俺より目め立だってるんだよって思った」

　健一はそれを聞いて、伸吾に言われたことをまた思い出す。

「その分、張はり切きってたくせに」

　伸吾は健一には何かがあって、それを求めて人がやってくると言った。でもその逆だってあるんじゃないかと健一は思う。

　健一が求めていることを、シーナが持ってきてくれることだってある。自分でもそれが何かわからなくても、こうして気づくと楽しい時間を過すごしている。

「全ぜん部ぶ、手に入れよう、シーナ」

　だから誓ちかいを新たに立ち上がる。それを自分が求めるなら、それを引き寄せることだって出来るかもしれない。

　望んでも無む理りなことがあるのはわかってる。でも、それでも信じたい。

「当たり前だ。俺たちはシーナ＆バケッツだぜ」

　日奈だってそんなことわかってる。だから一緒に信じよう。そう健一は心に決める。

　周まわりが動うごき出す予よ感かんの中で、それでも二人でなら乗のり越こえてゆけると。

　それが千夜子ではなく日奈とであることは、健一にとってはあまり意い外がいなことでもなかった。自分は昔むかしからずっとそうであった気がしていた。

　だからずっと思っていたのだろう。

　僕には恋れん愛あいは似に合あわない──と。








　あとがき




新あら井い輝てる「ついに始まりましたねっ」

鈴すず　璃り「何が？　いきなりなんの脈絡もなく話をする癖くせはいい加減なおした方がいいと思う」

新井輝「まあ、これも話術の一つだよ。なんの話だろう？　そう思わせることで摑つかみとする。そういう理り屈くつさね」

鈴　璃「……ま、それが効果的だと思ってるのは自由だけど。で、何の話なわけ？」

新井輝「それはもちろん、ＢＢＢのアニメ化の話です」

鈴　璃「それってあんまり最新の話題って気がしないんだけど？　あとがきを発売日当日に読むとは限らないし、あんまり時事ネタを使うのは良くないんじゃないの？」

新井輝「いや、発売してすぐ買ってくれる人へのサービスというのも大事ですから」

鈴　璃「だったらもっと今日、明日って話の方がいいんじゃないの？　ＢＢＢのアニメって始まったのいつだっけ？」

新井輝「九月八日」

鈴　璃「で、この本の発売日は？」

新井輝「十月七日っ！」

鈴　璃「もう一か月前じゃない！」

新井輝「このあとがき書いてる時はタイムリーだったんだよっ！」

鈴　璃「……読者のことや発売日を考えて書きなさいよ」

新井輝「ｔｖｋでは十月二日からだから、やっと観れたって喜んでいる人もきっといるよ」

鈴　璃「またずいぶんとローカルな言い訳を……」

新井輝「確かにBIGLOBEさんでネット配信されてるからね。ネットにつながってる人はもう観てるかもしれない。でもまあ、ＤＶＤはこれから発売だし、まだ話題として古いということはないよ。うん」

鈴　璃「それもそうか……っていうか、こんなこと書いてていいの？」

新井輝「ちゃんとあざのさんには許可をとったよ。今度は焼き鳥を食べて酔よっぱらった時に」

鈴　璃「また、酔っぱらった時じゃないっ！　だからちゃんと元気な時に聞きなさいよ！」

新井輝「えー。そうしたら真ま面じ目めに検けん討とうされちゃうだろ」

鈴　璃「真面目に検討されたらダメなものはやらない方がいいのっ」

新井輝「そんなこと言ったらこの作品自体がダメってことにならないか？　いくら富士見ミステリー文庫がマイナーとは言っても、よい子も読むかもしれないんだぞ？」

鈴　璃「……なんかすごい問題発言のような気が」

新井輝「それはそうと、最近は黒くろい物ものが流行らしいね」

鈴　璃「へ？」

新井輝「ほら、黒くろ酢ずとか黒くろごまとか竹ちく炭りんとか、そういうのが健康にいいって話さ」

鈴　璃「ああ、それは聞いたことがある。うちのお父さんも毎日、黒酢飲んでる」

新井輝「だろだろ？　で、黒と言えば、ＢＢＢだね。黒い血けつ族ぞく。これも健康にいい」

鈴　璃「いや、健康にいいかはわからないけど……まあ、オススメってことね」

新井輝「そうそう。あと、黒あざのん。あざのさんは実は性格が黒い。これも健康にいい」

鈴　璃「性格黒いのと健康関係ないしっ!?」

新井輝「関係あるよ。ストレスがたまると健康を害するってのはもう常識でしょう」

鈴　璃「で、黒い性格だとストレスがたまらないってわけ？」

新井輝「君なんて真面目な性格だからストレスがたまってたまってしょうがないだろう？　刻とき也や君くんと揉もめた時だって、自分が悪いんだって思ってるわけで」

鈴　璃「そ、そんなの、あんたには関係ないでしょ？」

新井輝「まあ、時々キレると黒い人格が出てくるみたいだけどな。仮に黒すずりんと呼ぼう」

鈴　璃「呼ぶ必要ないし、そのままじゃないのよっ！」

新井輝「それもそうだな。まあ、なんか別人格ってことにすると、色々とすっきりするよね」

鈴　璃「……どうかな。って言うかさ」

新井輝「なんだね、黒すずりん？」

鈴　璃「まだ、黒くなってないっ！　じゃなくて、この作品はアニメ化とかそういう話はないの？　ＢＢＢなんてコミックにもなってるじゃない？」

新井輝「ないね」

鈴　璃「すごいあっさりとっ!?」

新井輝「まあ、それでもなんだ。コミック化はするとかしないとか」

鈴　璃「え？　本当？」

新井輝「詳しい話は僕も聞いてないんだけど、さっちさんがコミック化したいってことで動いてくれてるらしいよ」

鈴　璃「らしいよって、あんた原作者でしょうが」

新井輝「まあ、原作通りにはしないということだけ打ち合わせた後は、お任せしてますので」

鈴　璃「うわっ」

新井輝「いや、真面目な話、原作通りにしようとすると一巻の分が終わるまでに一年とかかかっちゃうからね。もうすでに十年やっても終わらないという恐ろしい展開に……」

鈴　璃「じゅ、十年……」

新井輝「ま、そんなわけなので、キャラを絞しぼって話も作り直しているらしいよ」

鈴　璃「……って、それはもしかして」

新井輝「ん？」

鈴　璃「私は出ないって話なの？」

新井輝「ああ、まあ、出ないだろうね。刻也君も出るかどうか微び妙みようだし」

鈴　璃「なんですって─────────────────────!?」

新井輝「いや、そんな驚かれると話した甲斐があったってものだよね」

鈴　璃「喜ぶところじゃないっ！　私はともかく刻也君が出てこないってどういうことよ？」

新井輝「あ、でも、出てくるかもしれないね」

鈴　璃「あっさり翻ひるがえしたっ!?」

新井輝「いや、まあ、かなり大だい胆たんに翻ほん案あんしてるのでそれくらいの覚悟は必要って話さ」

鈴　璃「でも私は出ないわけね？」

新井輝「いや、逆に出るかもしれないよ？　話が違うからけっこうあっさり出てくるかも。むしろそのままなら本当に出ないね。少なくとも十年は出ない」

鈴　璃「……そういう意味では期待する価値があるってことね」

新井輝「いや、かもしれないってだけで、出てこないと思って言ってる」

鈴　璃「ギ─────────────！」

新井輝「ま、その辺はこれからのお楽しみってことさ」

鈴　璃「……というか、よく知らないなら適当な話をしない方がいいと思うけど」

新井輝「それもそうだね。じゃあ仮の話としてアニメ化するとしよう」

鈴　璃「さっき、ないって言ったばかりじゃない」

新井輝「だから仮の話と言ってるだろう？　というかそんなこと言ったっけ？」

鈴　璃「言ったわよ、ついっさっき」

新井輝「最近、ちょっと記き憶おくが頼たよりなくてね……」

鈴　璃「だったらメモとか取っておきなさいっ」

新井輝「はい。そうします。記憶が頼りないのでメモを取ること……メモメモ。で、何の話だったっけ？」

鈴　璃「さっそく忘れてるし!?」

新井輝「いや、まあ、お約束というやつだよ、さすがに覚えてる。たとえアニメ化しても君が出ることはないって話をしたところだったね」

鈴　璃「そこまではしてない！　っていうか出ないわけ？」

新井輝「アニメに君を出すなんて、そんなイギリス人っぽいことはしませんよ、僕は」

鈴　璃「イギリス人は全然関係ないし、あんた日本人でしょ？」

新井輝「だからイギリス人っぽいことはしないと言ってるわけで……」

鈴　璃「別にこの際さい、イギリス人とかどうでもいいのよ！　私が知りたいのは私が出るのか、出ないのかってこと！」

新井輝「だからそれはもう出ないって言っただろ？　まあ、仮の話だからハッキリしたことは言えないけど」

鈴　璃「だったら出しなさいよっ！　なんで仮の話なのに出ないことは決まってるのよ？」

新井輝「君を本編に出してくれって人だってろくにいないのに、アニメに出たって誰も喜ばないと思うからさ」

鈴　璃「……き、期待してる人だって何人かはいるわよ、絶対」

新井輝「そうかなあ。まあ、どのみち、君は出ませんから。もう決めましたから。アニメ化の条件として出しますから」

鈴　璃「へ？　何を？」

新井輝「絶対に九く条じよう鈴すず璃りは出さないこと──とね」

鈴　璃「な、なぜ、そんなことを……」

新井輝「そりゃ、あなたが本編に未まだ出てないからでしょうよ」

鈴　璃「それは私のせい？」

新井輝「いや、もちろん、そんなことはありませんけど」

鈴　璃「だったらわざわざそんな条件出す必要ないわよね？」

新井輝「でも、ほら、そうしないとなんかあとがきだけのキャラってイメージが変わっちゃうでしょう？」

鈴　璃「……あん？」

新井輝「あれ？　なんかいけないことでも言ったかな？」

鈴　璃「それもこれも全部、あんたのせいでしょうが────────！」

新井輝「ぐぎゃ─────────────────────────────！」

　新井、鈴璃の攻撃で絶命。








二〇〇六年　九月　　　新井　輝






※この作品およびあとがきは言うまでもなくフィクションであり、実在する人物・団体などとはあんまり関係がありません。

※でも、コミック化は本当みたいです。

※とは言え、アニメ化の条件はもちろんフィクションです。そんな変なことは言いませんので、アニメ化していただける会社さん（絶賛募集中ですby担）、よろしくお願いします。

※でも、あざの耕平先生の『BLACK BLOOD BROTHERS』がアニメ化されたりコミック化されたのは事実です。皆さんもＤＶＤ買ってねっ！（もちろん、新井も買います）。
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